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報告第 20号

専決事項の報告について

次のとおり地方自治法（昭和 22年法律第67号）第 18 0条第 1項の規定により専決処分をし

たので、同条第2項の規定により議会に報告する。

令和4年（ 2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見 隆

記

1. 専決事項 損害賠償の額を定めることについて（4件）
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専決第11号

損害賠償の額を定めることについて

地方自治法（昭和22年法律第67号）第18 0条第1項の規定により損害賠償の額の決定及び和解につ

いて、次のとおり専決処分をする。

令和4年（2 0 2 2年） 1 0月21日専決

1.賠償の額

2.賠償の相手方

3.賠償事件の内容

4.和解の内容

枚方市長伏見 隆

記

金 40, 238円

枚方市在住者

令和4年9月22日午後4時ごろ、市立藤阪小学校教員早川直志が同校駐輪場

において公用自転車を取り出す際、誤って他の公用自転車に当たったことによ

り、駐輪していた公用自転車が次々と転倒し、その先に駐車していた枚方市在

住者が所有する原動機付自転車に当たり、同車側面が損傷した事故である。

(1) 本市は相手方に対し、本件事故に関する A切の損害賠償金として金40, 238円を支払う。なお

本示談成立後、本市は相手方の指示により賠償金40, 238円を市内事業者に速やかに支払う。

(2) 本件事故に関しては、（1）に記載するもの以外には、本市及び相手方聞には一切の債権債務関係がな

いことを確認する。
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専決第11号参考資料

現場見取図 駐車命場

＼ 

教員

公用自転車
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専決第 12号

損害日音イ賞の額を定めることについて

地方自治法（昭和 22年法律第67号）第 18 0条第1項の規定により損害賠償の額の決定及び和解につ

いて、次のとおり専決処分をする。

令和4年（2 0 2 2年） 1 0月26日専決

1.賠償の額

2.賠償の相手方

3.賠償事件の内容

4.和解の内容

枚方市長伏見 隆

記

金 67, 1 0 0円

枚方市所在の団体

令和4年6月8日午前8時58分ごろ、本市環境部家庭ごみ業務第2課職員奥

谷雅和が公用車（ 3. 5トン塵芥収集車・大阪80 0そ38 0 3）を運転し、

楠葉美咲3丁目のマンション敷地内において粗大ごみを収集後、次の収集場所

に向かうため方向転換を行った際、同車左側の停車車両に気を取られ、同車右

後方部分が枚方市所在の団体が管理する植栽地のブロック塀に接触し、塀の一

部が破損した事故である。

(1) 本市は相手方に自己責任額金67 , 1 0 0円を支払う。

(2) 今後本件に関しては双方共裁判上又は裁判外において一切異議、請求の申し立てをしないことを誓

約する。
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専決第12号参考資料

現場見取函 w1← 

4四『、
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専決第13号

損害賠償の額を定めることについて

地方自治法（昭和22年法律第67号）第 18 0条第1項の規定により損害賠償の額の決定及び和解につ

いて、次のとおり専決処分をする。

令和4年（ 2 0 2 2年） 1 1月 14日専決

1.賠償の額

2.賠償の相手方

3.賠償事件の内容

4.和解の内容

枚方市長伏見 隆

記

金 4, 2 2 4円

枚方市在住者

令和3年2月 17日午後4時ごろ、枚方市野外活動センターにおいて、強風に

より木の枝が折れ、同センター内に駐車していた枚方市在住者が所有する普通

乗用車後部に落下し、同車が損傷した事故である。

(1) 本市は、本件事故に係る相手方の損害に対し、相手方が相手方の加入する自動車保険に基づき契約

保険会社から支払を受けた車両損害に係る保険金（以下「車両損害に係る保険金」としづ。）を除き、

代車費用に係る賠償金として4, 2 2 4円を支払うものとする。

(2) 本市は、本市及び相手方間の示談の成立後速やかに、（1）記載の賠償金を相手方が指定する銀行口産

に振り込む方法により支払うものとする。

(3) 本市及び相手方は、本件事故に関し、（1）記載の賠償金の支払以外に、双方聞に何らの債権債務が存

しないことを確認する。
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専決第 14号

損害賠償の額を定めることについて

地方自治法（昭和22年法律第67号）第18 0条第1項の規定により損害賠償の額の決定及び、和解につ

いて、次のとおり専決処分をする。

令和4年（2 0 2 2年） 1 1月15日専決

1.賠償の額

2.賠償の相手方

3.賠償事件の内容

4.和解の内容

枚方市長伏見 隆

記

金 445, 00 0円

大阪市所在の法人

令和3年2月 17日午後4時ごろ、枚方市野外活動センターにおいて、強風に

より木の枝が折れ、同センター内に駐車していた枚方市在住者が所有する普通

乗用車後部に落下し、同車が損傷した事故である。本件の被害者は枚方市在住

者であるが、枚方市在住者が自ら加入している自動車保険に基づき、大阪市所

在の法人から被害車両の損害に係る保険金の支払を受けたため、損害賠償に係

る求償権が同法人へ移転したものである。

(1) 本市は、相手方の本市に対する求償権に基づく本市の債務として、相手方に対し、 445, 000 

円の支払義務があることを確認する。

(2) 本市は、相手方に対し、前項の金額を相手方の指定する銀行口座に振り込む方法により支払う。

(3) 相手方は、本件事故に係る本市に対するその余の請求権を放棄するものとする。

(4) 本市及び相手方の間には、本件事故に関し、本和解条項に定めるもののほか何らの債権債務が存し

ないことを相互に確認する。
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議案第 55号

令和4年度大阪府枚方市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

令和 4年度大阪府枚方市国民健康保険特別会計補正予算（第 3号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第 1条歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 87,237千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ 43,237, 192千円と定める。

2 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第 1表歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為の補正）

第 2条 債務負担行為の変更は、 「第 2表 債務負担行為補正」による。

令和4年（ 2 0 2 2年） 1 2月 8日提出

枚方市長 伏見 隆
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第 1 表

歳入

歳入歳出予算補正

款 項

1. 国民健康保険料

(1）国民健康保険料

2. 府支出金

(1)府補助金

4. 繰入金

(1)一般会計繰入金

歳 入 i口'>.. 計

（単位：千円）

補正前の額 補 正 額 計

7,633,397 10,000 7,643,397 

7,633, 397 10,000 7, 643, 397 

30,520, 320 16,368 30, 536,688 

30,520, 320 16,368 30, 536, 688 

3, 538,963 60,869 3,599, 832 

3,538, 963 60,869 3, 599,832 

43, 149, 955 87,237 43,237, 192 
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歳 出 （単位：千円）

款 項 補正前の額 ネ南 正 額 計

1. 総務費 585,897 73, 169 659,066 

(1）総務管理費 551, 717 73, 169 624,886 

2. 保険給付費 29,828,874 4,000 29,832, 874 

(7）傷病手当金 3, 000 4,000 7,000 

4. 保健事業費 384,656 68 384, 724 

(1）特定健康診査等事業費 343,805 68 343,873 

7. 諸支出金 51, 640 10,000 61,640 

(1）償還金及び還付加算金 51,640 10,000 61,640 

歳 出 l口'>.. 計 43, 149, 955 87,237 43,237, 192 
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第 2表債務負担行為補正

（単位：千円）

千用 正 前 干南 正 後

事 項
期 間 限 度 額 期 間 限 度 額

令和4年度から
1,976 口座振替磁気ファイル化処理委託

令和5年度まで

令和4年度から
28,041 収納代行業務委託

令和8年度まで

令和4年度から
4, 500 特定健康診査受診券封入封械等業務委託

令和5年度まで

令和4年度から
16,865 特定健康診査集団健診委託

令和5年度まで

令和4年度から
501 金融機関統合対応委託

令和5年度まで

令和4年度から
14, 301 診療報酬明細書等点検業務委託

令和5年度まで

限度額適用認定証等更新案内 令和4年度から
922 

令和5年度まで作成等業務委託

令和4年度から
1,413 SM  S送信サービス手数料

令和5年度まで

令和4年度から
4, 007 金融資産等調査電子化事業手数料

令和5年度まで

令和4年度から
1,430 国民健康保険システム改修委託

令和5年度まで

令和4年度から
18, 754 システム保守等委託

令和5年度まで

令和4年度から
37, 106 
令和4年度から

67,322 電算システム等賃貸借料
令和9年度まで 令和10年度まで

,L,、 計 ＼ ＼  295,485 418, 411 口
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歳入歳出補正予算事項別明細書
歳入

節
款 項 日 補正前の額 補正額 言十

区 分 ／且＼:,:. 額

（款）

1.国民健康保険料 7,633,397 10,000 7,643,397 

（項）

(1）国民健康保険料 7,633, 397 10, 000 7,643,397 

1.一般被保険者国民健康 7, 631,997 10,000 7,641,997 4. 医繰療越給付費分滞 6,451 
保険料 納分

5. 後期高齢者支援 2,400 
金分滞納繰越分

6. 介納護繰納越付分金分滞 1, 149 

（款）

2.府支出金 30, 520, 320 16, 368 30,536,688 

（項）

(1）府補助金 30, 520, 320 16, 368 30,536,688 

1.保険給付費等交付金 30, 481, 188 16,368 30,497,556 1.保険給付費等交 68 
付金普通交付
金）

2.保険給付費等交 16,300 
付金（特別交付
金）

（款）

4.繰入金 3, 538,963 60,869 3,599,832 

（項）

(1）一般会計繰入金 3, 538, 963 60,869 3, 599,832 

1.一般会計繰入金 3, 538, 963 60,869 3, 599,832 3.職員給与等繰入 2,395 
ムム比

4. 事務費等分繰入 58,474 
金

歳 入 i口h、 計 43, 149, 955 87,237 43,237, 192 
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品目 節

区 分 〈旦ム

1. 繰医越療分給付費分滞納

1. 後期高齢繰者越支援金
分滞納 分

1. 繰介護越納分付金分滞納

1. 保険給付費等交付
金普通交付金）

2. 特別調整交付金分
（市町村向け）

1. 職員給与等繰入金

1. 事務費等分繰入金

額

6,451 

2,400 

1, 149 

68 

16, 300 

2, 395 

58,474 

概 要

1. 医療給付費分滞納繰越分

2. 後期高齢者支援金分滞納繰越分

3. 介護納付金分滞納繰越分

1. 保険給付費等交付金（普通交付金）

2. 特別調整交付金分（市町村向け）

1. 職員給与等繰入金

2. 事務費等分繰入金

説 明

（単位：千円）

6,451 

2,400 

1, 149 

68 

16, 300 

2, 395 

58,474 
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出

歳

款

（款）

項

1.総務費

（項）

(1）総務管理費

1.一般管理費

（款）

2.保険給付費

（項）

(7）傷病手当金

1.傷病手当金

（款）

4.保健事業費

（項）

日

(1）事特定健康診査等
業費

補正前の額 補正額

585,897 73, 169 

551, 717 73, 169 

543, 717 73, 169 

29,828,874 4, 000 

3, 000 4, 000 

3, 000 4, 000 

384,656 68 

343,805 68 

補正額の財源内訳

言十 特 F足4ー， 財 源
一般財源

国府支出金 地 方 債 そ (!) 他

659,066 12, 300 60,869 

624,886 12, 300 60,869 

616,886 12, 300 60,869 

29,832,874 4, 000 

7,000 4,000 

7,000 4, 000 

384, 724 68 

343, 873 68 
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（単位：千円）

節 非田 節

区 分 区 分 概 要 説 明

金 額 金 額

2. 給 キヰ 2. 一般職給 1.人件費 2, 395 

448 448 (1)一般職員 2, 096 

(2）任期付短時間職員 299 
3.職員手当等 2. 地域手当

2. 国民健康保険事務処理標準システム事業経費 70, 774 
l, 561 45 

委 70, 774 
5. 時間外勤務手当

21 

10. 期末手当

95 

11. 勤勉手当

1,400 

4.共済費 2.健康保険負担金

386 6 

3. 共済組合負担金

356 

10.厚生年金負担金

24 

12.委託料 1.委託料

70, 774 70, 774 

18. 負担金補助及び 1.負担金 1. 傷病手当金 4, 000 
交付金

4, 000 4,000 
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補正額の財源内訳

款 工百 目 補正前の額 補正額 言十 特 P疋4ー， 財 源
一般財源

国府支出金 地 方 債 そ の 他

1.特定健康診査等 343,805 68 343,873 68 
事業費

（款）

7.諸支出金 51, 640 10, 000 61,640 10, 000 

（項）

(1)償還金及び還付 51, 640 10, 000 61,640 10, 000 
加算金

1.一般被保険者還 30, 000 10, 000 40,000 10, 000 
付金

歳出合計 43, 149,955 87,237 43, 237, 192 16,368 10,000 60,869 
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（単位：千円）

節 非日 節

区 分 区 分 概 要 説 明

金 額 』入ム 額

2. 給 料 2. 一般職給 1.人件費 68 

27 27 (1）任期付短時間職員 68 

3.職員手当等 2. 地域手当

30 3 

10. 期末手当

6 

11. 勤勉手当

21 

4.共済費 2. 健康保険負担金

11 2 

3. 共済組合負担金

3 

10.厚生年金負担金

6 

22. 償害1)還金利子及び 6.還付金
引料

1.還付金 10, 000 

10, 000 10, 000 
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高合 与 費 明 品目 三主
巨ヨ

1. 一般職

(1）総括

（単位－千円）

職員数 給 与 費
区分 共済費 l口'- 計 備 考

（人） 幸日 酬 車合 料 職員手当 言十

補正前
(34) 

34 30, 187 135, 112 93, 789 259,088 50,449 309,537 

補正額
（） 

475 1, 591 2, 066 397 2, 463 

補正後
(34) 

34 30, 187 135,587 95, 380 261, 154 50,846 312, 000 

（注） 任期付職員及び会計年度任用職員の職員数については、 （ ）外数とする。

（単位：千円）

区 分 補 JE 目IJ ネ市 正 額 ネ甫 正 後

扶 養 手 当 1,224 1, 224 

地 域 手 当 13,926 48 13,974 

通 勤 手 当 3,233 3,233 

管 理 職 手 当 2,904 2,904 

耳議 貝 手 当 時間外勤務手当 10,225 21 10, 246 

の 内 訳 夜間勤務手当

特殊勤務手当 16 16 

宿 円 直 手 当

期 末 手 当 36,412 101 36,513 

勤 勉 手 当 24,583 1, 421 26,004 

住 居 手 当 1, 266 1,266 
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(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

（単位・千円）

区分 増減額 増減事由男lj 内訳 説 明 備 考

給 料 475 1給与改定に 475 人事院勧告による給料月額の改定

伴う増減分 改定率 0.27弘

給与改定の実施時期

令和4年4月1日

2その他の

増減分
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〔堅生・千円）

区分 増 減額 増減事由別 内訳 説 明 4蒲 考

職員手当 1,591 1制度改正に 1, 340 勤勉手当 1,340 12月期

0. 95月分→1.05月分

伴う増減分 実施時期令和4年12月1日

2その他の 251 扶養手当

増減分 地域手当 48 

通勤手当

管理職手当

時間外勤務手当 21 

夜間勤務手当

特殊勤務手当

宿日直手当

期末手当 101 

勤勉手当 81 

退職手当

住居手当
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(3) 職員手当の状況

ア期末手当・勤勉手当

支 高合 期 別 支 給 率 支給率計 職制上の段階、
区 分

6月 （月分） 12月 （月分） （月分） 職務の級等による加算措置

補 IE 前 2. 15 2. 15 4. 30 有

補 正 後 2. 15 2.25 4.40 有

国の制度 2. 15 2.25 4.40 有
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事 業 名

口座振替磁気ファイル化処理委託

収 車内 代 行 業 務 委 託
メ寸コ』 手口 4 年 度 三巴九λ 定 分

特定健康診査受診券封入封繊等業務委託

特定健康診査集団健診委託

金融機 関 統合対応委託

診療報酬明細書等点検業務委託

限度額適用認定証等更新案内
イ乍 成 等 業 務 委 託

SM  S 送信サービス手数料

金融資産等調査電子化事業手数料

国民健康保険システム改修委託

限

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

債務負担行為で翌年度以降にわたるも

又は支出額の見込み及び当該年度以降

前年度末までの支出（見込）額

度 額 期間
金 額

年度

1,976 ＼＼＼＼  

1,976 

28,041 ＼＼＼＼＼  

28,041 

4,500 ＼＼＼＼＼  

4,500 

16,865 ＼＼＼＼＼  

16,865 

501 ＼＼＼＼＼  

501 

14,301 ＼＼＼＼＼  

14,301 

922 ＼＼＼＼＼  

922 

1,413 ＼＼＼＼＼  

1,413 

4,007 ＼＼  

4,007 

1,430 ＼＼＼  

1,430 
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のについての前年度末までの支出額

の支出予定額等に関する調書

当該年度以降の支出予定額

期間
金 額

年度 国庫支出金

＼＼＼＼＼  1,976 

5 1,976 

＼＼＼＼＼  28,041 

5～8 28,041 

＼＼＼＼＼  4,500 

5 4,500 

＼＼＼＼＼  16,865 

5 16,865 

＼＼  501 

5 501 

＼＼  14,301 

5 14,301 

＼＼＼＼  922 

5 922 

＼＼＼＼＼  1,413 

5 1,413 

＼＼＼＼＼  4,007 

5 4,007 

＼＼＼＼、 1,430 

5 1,430 

（単位：千円）

左 の 財 源 内 訳

特 r正ムEー， 財 源
一般財源

府支出金 地方債 そ の f也

1,976 

1,976 

28,041 

28,041 

4,500 

4,500 

16,865 

16,865 

501 

501 

14,301 

14,301 

922 

922 

1,413 

1,413 

4,007 

4,007 

1,430 

1,430 
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前年度末までの支出（見込）額

事 業 名 限 度 額 期間
金 額

年度

補正前

ン／ ス ア ム 保 守 等 委 託
補正額 18,754 ＼＼＼＼＼  

メfl、 来日 4 年 度 設 疋pムー， 分
補正後 18,754 

補正前 37,106 

電算システム等賃貸借料
補正額 30,216 ＼＼＼＼＼  

メ寸~、 手口 4 年 度 三巴九λ 疋炉ムー・ 分

補正後 67,322 

補正前 1,626,201 ＼＼＼＼  948,059 

ム、 計 補正額 122,926 ＼＼＼  口

補正後 1,749,127 
卜＼＼

948,059 
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（単位：千円）

当該年度以降の支出予定額 左 の 財 源 内 訳

期間
金 額

特 正rムE噌 財 源、
一般財源

年度 国庫支出金 府支出金 地方債 そ の 他

＼＼＼＼＼  18,754 2,464 16,290 

5 18,754 2,464 16,290 

5～9 37,106 37,106 

＼＼＼＼  30,216 30,216 

5～10 67,322 67,322 

＼＼＼＼  678,142 81,479 15,250 581,413 

＼＼＼、 122,926 43,550 79,376 

＼＼＼＼＼  801,068 125,029 15,250 660, 789 
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議案第 56号

令和4年度大阪府枚方市自動車駐車場特別会計補正予算（第2号）

令和 4年度大阪府枚方市自動車駐車場特別会計補正予算（第 2号）は、次に定めるところによる。

（債務負担行為）

第 1条 地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 21 4条の規定により債務を負担する行為をする

ことができる事項、期間及び限度額は、 「第 1表 債務負担行為」による。

令和 4年（ 2 0 2 2年） 1 2月 8日提出

枚方市長 伏見 隆
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第 l表債務負担行為

（単位：千円）

事 項 期 間 F畏 度 額

クレジット決済業務委託
令和4年度から

1,036 
令和5年度まで

J口E、 計 1,036 



_     __     _
30

事 業 名 F艮

補正前

クレジット決済業務委託 補正額

補正後

補正前

メロb、 計 補正額

補正後

債務負担行為で翌年度以降にわたるも

又は支出額の見込み及び当該年度以降

前年度末までの支出（見込）額

度 額 期間
金 額

年度

1,036 ＼＼＼＼＼  

1,036 

242,536 ＼＼  39,600 

1,036 ＼＼＼＼＼  

243,572 ＼＼＼＼＼  39,600 
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のについての前年度末までの支出額

の支出予定額等に関する調書

当該年度以降の支出予定額

期間
p』ム、 額

年度 国庫支出金

＼＼  1,036 

5 1,036 

＼＼＼＼、 202,936 

＼＼＼＼＼  1,036 

＼＼  203,972 

（単位：千円）

左 の 財 源 内 訳

特 r足ムサー 財 源
一般財源

府支出金 地方債 その他

1,036 

1,036 

202,936 

1,036 

203,972 
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議案第 57号

令和4年度大阪府枚方市介護保険特別会計補正予算（第3号）

令和 4年度大阪府枚方市介護保険特別会計補正予算（第 3号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第 1条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ l,620千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ 36,262,716千円と定める。

2 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第 1表 歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為の補正）

第 2条 債務負担行為の変更は、 「第 2表債務負担行為補正」による。

令和 4年（ 2 0 2 2年） 1 2月 8日提出

枚方市長 伏見 隆
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第 1 表 歳入歳出予算補正

歳 入 （単位：千円）

款 項 補正前の額 補 正 額 計

6. 繰入金 6,027, 360 1,620 6, 028,980 

(1）一般会計繰入金 5,402, 673 1,620 5,404, 293 

歳 入 l口°' 計 36,261, 096 1,620 36,262, 716 
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歳 出 （単位：千円）

款 項 補正前の額 中南 正 額 言十

1. 総務費 588,858 1,620 590,478 

(1）総務管理費 372,953 1,620 374,573 

歳 出 i口〉、 計 36,261, 096 1,620 36, 262, 716 
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第 2表債務負担行為補正

（単位：千円）

子用 正 自リ 千用 正 後

事 項
期 間 F艮 度 額 期 間 限 度 額

令和4年度から
3,600 介護予防普及啓発事業委託

令和5年度まで

令和4年度から
294 口座振替磁気ファイル化処理委託

令和5年度まで

令和4年度から
6,687 収納代行業務委託

令和8年度まで

介護保険料納入関係 令和4年度から
4, 568 

令和5年度まで通知封入封繊業務委託

令和4年度から
4, 704 システム保守等委託

令和5年度まで

ム 計 ト＼ 56,876 ｜＼ 76, 729 口
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歳入歳出補正予算事項別明細書
歳入

節
款 項 自 補正前の額 補正額 計

区 分 金 額

（款）

6.繰入金 6,027, 360 1,620 6,028,980 

（項）

(1）一般会計繰入金 5,402,673 1,620 5,404,293 

1.一般会計繰入金 5,402,673 1,620 5,404,293 3.職員給与等繰入 1,620 
金

歳 入 主仁斗J 計 36,261,096 1,620 36,262, 716 
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（単位：千円）

高田 節
概 要 説 明

区 分 金 額

1.職員給与等繰入金 1,620 1. 職員給与等繰入金 1,620 
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歳出

補正額の財源内訳

款 項 目 補正前の額 補正額 言十 特 五'1:: 員オ 源
一般財源

国府支出金 地 方 イ責 そ の 他

（款）

1.総務費 588,858 1,620 590,478 1,620 

（項）

( 1）総務管理費 372,953 1, 620 374, 573 1,620 

1.一般管理費 372,953 1, 620 374,573 1,620 

歳出合計 36,261,096 1,620 36,262, 716 l, 620 



_     __     _
39

節 車問 節

区 分 区 分

金 額 金 額

2. 給 料 2.一般職給

209 209 

3.職員手当等 2. 地域手当

l, 143 22 

5. 時間外勤務手当

8 

10. 期末手当

49 

11.勤勉手当

1, 064 

4.共済費 3.共済組合負担金

268 268 

（単位：千円）

概 説要 明

1.人件費

(1）一般職員

1,620 

1,620 



_     __     _
40

車合 与 費 明 高田 書

1. 一般職

(1）総括

（単位：千円）

職員数 7主~ι口 与 費
区分 共済費 i口〉、 計 備 考

（人） 報 酬 市合 キヰ 職員手当 言十

補正前
(39) 

28 63,830 106, 633 85,868 256,331 49,836 306, 167 

補正額
（） 

209 1, 143 1,352 268 1,620 

補正後
(39) 

28 63,830 106,842 87, 011 257, 683 50, 104 307, 787 

（注） 会計年度任用職員の職員数については、 （ ）外数とする。

（単位：千円）

区 分 ネ市 IE 前 補 正 額 才市 正 千灸

扶 養 手 当 2, 112 2, 112 

地 域 手 当 11, 169 22 11, 191 

通 勤 手 当 3,217 3,217 

管 理 職 手 当 2,940 2, 940 

職 員 手 当 時間外勤務手当 8,923 8 8,931 

の 内 訳 夜間勤務手当

特殊勤務手当 2 2 

宿 日 直 手 当

期 末 手 当 36,385 49 36,434 

勤 勉 手 当 19,488 1, 064 20,552 

住 居 手 当 1,632 1,632 
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(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

（単位千円）

区分 増減額 増減事由別内訳 説 明 備 考

給 手ヰ 209 1給与改定に 209 人事院勧告による給料月額の改定

伴う増減分 改定率 0. 27指

給与改定の実施時期

令和4年4月1日

2その他の

増減分
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L里隼：千円）
区分 増減額 増減事由別 内訳 説 明 4庸 考

職員手当 1, 143 1制度改正に 1,025 勤勉手当 1,025 12月期

0.95月分→1.05月分

伴う増減分 実施時期令和4年12月1日

2その他の 118 扶養手当

増減分 地域手当 22 

通勤手当

管理職手当

時間外勤務手当 8 

夜間勤務手当

特殊勤務手当

宿日直手当

期末手当 49 

勤勉手当 39 

退職手当

住居手当
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(3) 職員手当の状況

ア期末手当・勤勉手当

支 車合 期 531J 支 手合 呼－←込 支給率計 職制上の段階、
区 分

6月 （月分） 12月 （月分） （月分） 職務の級等による加算措置

補 正 前 2. 15 2. 15 4. 30 有

補 正 後 2. 15 2.25 4.40 有

国の制度 2. 15 2.25 4.40 有
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事 業 名

介護予防普及啓発事業委託

口座振替磁気ファイル化処理委託

収 車内 代 行 業 務 委 託
メTJト、 手口 4 年 度 設 p疋ムー， 分

介 護 保 険 キヰ 車内 入 関 係
通知封入封械業務委託

ン／ ス ア ム 保 守 等 委 託
メT己1、 手口 4 年 度 設 P疋-4 分

Jロ'>.. 計

限

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

債務負担行為で翌年度以降にわたるも

又は支出額の見込み及び当該年度以降

前年度末までの支出（見込）額

度 額 期間
人』乙 額

年度

3,600 ＼＼＼＼  

3,600 

294 ＼＼  

294 

6,687 ＼＼  

6,687 

4,568 ＼＼＼＼＼  

4,568 

4,704 ＼＼  

4,704 

1,896,128 ＼＼＼＼＼  598,440 

19,853 ＼＼＼＼＼  

1,915,981 ＼＼＼＼＼  598,440 
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のについての前年度末までの支出額

の支出予定額等に関する調書

当該年度以降の支出予定額

期間
金 額

年度 国庫支出金

＼＼＼＼＼  3,600 900 

5 3,600 900 

＼＼＼＼＼  294 

5 294 

＼＼＼＼＼  6,687 

5～8 6,687 

＼＼＼＼＼  4,568 

5 4,568 

＼＼＼＼  4,704 

5 4,704 

＼＼＼  1,297,688 425,557 

＼＼＼＼  19,853 900 

＼＼＼＼、 1,317,541 426,457 

（単位：千円）

左 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

府支出金 地方債 そ の 他

450 1,800 450 

450 1,800 450 

294 

294 

6,687 

6,687 

4,568 

4,568 

4,704 

4,704 

213,053 265,520 393,558 

450 1,800 16,703 

213,503 267 ,320 410,261 
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議案第 58号

令和4年度大阪府枚方市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）

令和4年度大阪府枚方市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第 1条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 535千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ 7,431, 550千円と定める。

2 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第 1表 歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為）

第 2条 地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 21 4条の規定により債務を負担する行為をする

ことができる事項、期間及び限度額は、 「第 2表 債務負担行為」による G

令和4年（ 2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長 伏見 隆
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第 1 表

歳入

歳入歳出予算補正

款 項

2. 繰入金

(1）一般会計繰入金

歳 入 i口〉、 計

（単位：千円）

補正前の額 中市 正 額 計

1,429, 327 535 1, 429,862 

1,429, 327 535 1,429,862 

7,431, 015 535 7,431, 550 
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歳 出 （単位：千円）

款 項 補正前の額 ネ荷 正 額 言十

1. 総務費 205, 570 535 206, 105 

(1）総務管理費 192, 676 535 193, 211 

歳 出 l口'- 言十 7,431, 015 535 7,431,550 
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第 2表債務負担行為

（単位：千円）

事 項 期 間 限 度 額

通知書等帳票封入封繊等業務委託
令和4年度から

12,650 
令和5年度まで

口座振替磁気ファイノレ処理委託
令手口4年度から

1, 040 
令和5年度まで

収納代行業務委託
令和4年度から

3,843 
令和8年度まで

1口"- 言十 17,533 
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歳入歳出補正予算事項別明細書
歳入

節
款 項 目 補正前の額 補正額 計

区 分 金 額

（款）

2.繰入金 1,429, 327 535 1,429,862 

（項）

(1）一般会計繰入金 1,429,327 535 1,429,862 

1.一般会計繰入金 1,429, 327 535 1,429,862 3.職員給与等繰入 535 
金

歳 入 i口,.. 言十 7,431, 015 535 7,431, 550 
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（単位：千円）

藤田 節
概 要 説 明

区 分 金 額

1.職員給与等繰入金 535 1.職員給与等繰入金 535 
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歳出

補正額の財源内訳

款 項 目 補正前の額 補正額 計 特 少克ム己→・ 財 源
一般財源

国府支出金 地 方 ｛責 そ の ｛也

（款）

1.総務費 205,570 535 206, 105 535 

（項）

(1）総務管理費 192,676 535 193, 211 535 

1.一般管理費 192,676 535 193, 211 535 

歳出合計 7,431,015 535 7,431, 550 535 
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節 品目 節

区 分 区 分

金 額 金 額

2. 給 キヰ 2. 一般職給

36 36 

3.職員手当等 2. 地域手当

410 4 

5. 時間外勤務手当

2 

10. 期末手当

8 

11. 勤勉手当

396 

4.共済費 3. 共済組合負担金

89 89 

（単位：千円）

概 説要 明

1.人件費

(1)一般職員

535 

535 
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高合 与 費 明 車田 三主
巨ヨ

1. 一般職

(1）総括

（単位：千円）

職員数 給 与 費
区分 共済費 l口',,. 言十 備 考

（人） 報 酬 給 料 職員手当 計

補正前
(8) 

9 8,674 38, 745 27, 511 74, 930 15,371 90, 301 

補正額
（一）

36 410 446 89 535 

補正後
(8) 

9 8,674 38, 781 27,921 75, 376 15,460 90,836 

（注） 会計年度任用職員の職員数については、 （ ）外数とする。

（単位：千円）

区 分 ネ南 正 前 補 正 額 才市 正 後

扶 養 手 当 1, 176 1, 176 

地 域 手 当 4, 146 4 4, 150 

通 勤 手 当 961 961 

管 理 職 手 当 1, 428 1, 428 

職 員 手 当 時間外勤務手当 1, 648 2 1, 650 

(!) 内 訳 夜間勤務手当

特殊勤務手当

宿 日 直 手 当

期 末 手 当 10,696 8 10, 704 

勤 勉 手 当 7,244 396 7, 640 

住 居 手 当 212 212 
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(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

｛皇位二三ffl2
区分 増減額 増減事由別内訳 説 明 備 考

給 料 36 1給与改定に 36 人事院勧告による給料月額の改定

伴う増減分 改定率 0.27% 

給与改定の実施時期

令和4年4月1日

2その他の

増減分
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（里生－ :f円］
区分 増減額 増減事 由 Jjfj 内訳 説 明 備 考

職員手当 410 1制度改正に 390 勤勉手当 390 12月期

0.95月分→1.05月分

伴う増減分 実施時期令和4年12月1日

2その他の 20 扶養手当

増減分 地域手当 4 

通勤手当

管理職手当

時間外勤務手当 2 

夜間勤務手当

特殊勤務手当

宿日直手当

期末手当 8 

勤勉手当 6 

退職手当

住居手当
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(3) 職員手当の状況

ア期末手当・勤勉手当

支 川Jド品ロ 期 局リ 支 n。と口〉 竿戸』 支 給率計 職制上の段階、
区 分

6月 （月分） 12月 （月分） （月分） 職務の級等による加算措置

ネ南 正 前 2. 15 2. 15 4.30 有

補 正 後 2. 15 2.25 4.40 有

国の制度 2. 15 2.25 4.40 有
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事 業 名

通知書等帳票封入封織等業務委託

口座振替磁気ファイル処理委託

収 車内 代 行 業 務 委 託
メ寸Lコ 手口 4 年 度 設 定 分

A口、 計

限

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

補正前

補正額

補正後

債務負担行為で翌年度以降にわたるも

又は支出額の見込み及び当該年度以降

前年度末までの支出（見込）額

度 額 期間
金 額

年度

12,650 ＼＼＼＼、

12,650 

1,040 ＼＼＼＼  

1,040 

3,843 ＼＼＼＼＼  

3,843 

114,793 ＼＼＼＼＼  41,340 

17,533 ＼＼＼＼、

132,326 ＼＼＼＼＼  41,340 
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のについての前年度末までの支出額

の支出予定額等に関する調書

当該年度以降の支出予定額

期間
人』ム 額

年度 国庫支出金

＼＼＼＼  12,650 

5 12,650 

＼＼＼＼＼  1,040 

5 1,040 

＼＼＼＼、 3,843 

5～8 3,843 

＼＼＼＼＼  73,453 

＼＼＼＼＼  17,533 

＼＼＼＼＼  90,986 

（単位：千円）

左 の 財 源 内 訳

特 足rム， 財 源
一般財源

府支出金 地方債 そ の他

12,650 

12,650 

1,040 

1,040 

3,843 

3,843 

73,453 

17,533 

90,986 
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議案第 59号

令和4年度大阪府枚方市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計補正予算（第3号）

令和 4年度大阪府枚方市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計補正予算（第 3号）は、次に定める

ところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第 1条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 1,230千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ 48,529千円と定める。

2 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第 1表 歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為）

第 2条 地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 21 4条の規定により債務を負担する行為をする

ことができる事項、期間及び限度額は、 「第 2表 債務負担行為」による。

令和 4年（ 2 0 2 2年） 1 2月 8日提出

枚方市長伏見 隆
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第 1 表 歳入歳出予算補正

歳 入 （単位：千円）

款 項 補正前の額 ネ南 正 額 計

1. 繰入金 2, 569 1,230 3, 799 

(1）一般会計繰入金 2, 569 1,230 3, 799 

歳 入 i口〉、 計 47, 299 1,230 48,529 
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歳 出 （単位：千円）

款 項 補正前の額 補 正 額 言十

1. 母子父子寡費婦福祉資金 47, 289 1, 230 48, 519 
貸付事業

(1）母子父子寡費婦福祉資金 47,289 1,230 48,519 
貸付事業

歳 出 メ口〉、 言十 47,299 1,230 48, 529 
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第 2表債務負担行為

（単位：千円）

事 項 期 間 F艮 度 額

母子父子寡婦福祉資金貸付金回収委託
令和4年度から

500 
令和5年度まで

口座振替磁気ファイル化処理委託
令手口4年度から

18 
令和5年度まで

令和4年度から
1,650 システム保守等委託

令和5年度まで

言十 2, 168 A、
ロ
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歳入歳出補正予算事項別明細書
歳入

節
款 項 目 補正前の額 補正額 言十

区 分 金 額

（款）

1.繰入金 2, 569 1, 230 3, 799 

（項）

(1）一般会計繰入金 2,569 1,230 3, 799 

1.一般会計繰入金 2, 569 1,230 3, 799 1. 事務費等分繰入 1, 230 
金

歳 入 l口:,.. 計 47, 299 1,230 48, 529 



_     __     _
65

（単位：千円）

高田 節
概 要 説 明

区 分 金 額

1. 事務費等分繰入金 1,230 1. 事務費等分繰入金 1,230 
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歳出

補正額の財源内訳

款 項 目 補正前の額 補正額 計 特 定 財 源
一般財源

国府支出金 地 方 イ責 -=c の 他

（款）

1.母子父子寡婦福 47, 289 1, 230 48,519 1, 230 
祉資金貸付事業
費

（項）

(1）母子父子寡婦福 47, 289 1, 230 48, 519 1, 230 
祉資金貸付事業
費

2.母子父子寡婦福務 2,837 1,230 4,067 1,230 
祉資金貸付事
費

歳出合計 47, 299 1,230 48,529 1,230 
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（単位：千円）

節 高田 節

区 分 区 分 概 要 説 明

金 額 金 額

12.委託料 1.委託料 1. 各種委託料 1,230 

l, 230 1,230 (1）母子父子寡婦福祉資金貸付システム改修委託料
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事 業 名

補正前

母子父子寡婦福祉資金貸付金回収委託 補正額

補正後

補正前

口座振替磁気ファイル化処理委託 補正額

補正後

補正前

シ ス ア ム 保 守 等 委 託 補正額

補正後

補正前

Aロ、 計 補正額

補正後

限

債務負担行為で翌年度以降にわたるも

又は支出額の見込み及び当該年度以降

前年度末までの支出（見込）額

度 額 期間
金 額

年度

500 ＼＼＼＼＼  

500 

18 ＼＼＼＼＼  

18 

1,650 ＼＼＼＼、

1,650 

2,147 ＼＼  

2,168 ＼＼  

4,315 ＼＼  
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のについての前年度末までの支出額

の支出予定額等に関する調書

当該年度以降の支出予定額

期間
金 額

年度 国庫支出金

＼＼＼＼＼  500 

5 500 

＼＼＼＼  18 

5 18 

＼＼＼＼＼  1,650 

5 1,650 

＼＼＼＼＼  2,147 

＼＼＼＼＼  2,168 

＼＼＼＼＼  4,315 

（単位：千円）

左 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

府支出金 地方債 そ の他

500 

500 

18 

18 

1,650 

1,650 

2,147 

2,168 

4,315 
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議案第60号

令和4年度大阪府枚方市水道事業会計補正予算（第4号）

（総則）

第1条令和 4年度大阪府枚方市水道事業会計の補正予算（第 4号）は、次に定める

ところによる。

（収益的支出）

第2条令和4年度大阪府枚方市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第 3条に

定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。

支 出

（単位：千円）

科 目 既決予定額 補正予定額 計

第1款 水道事業費用 6,257,025 4,461 6,261,486 

第1項 戸凸'--4 業 費 用 5,668, 738 4,461 5,673, 199 

（資本的支出）

第3条予算第4条本文括弧書きを、 （資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

2,889,555千円は、当年度消費税資本的収支調整額323,685千円、建設改良積立金

200,000千円、過年度損益勘定留保資金754,006千円、当年度損益勘定留保資金

1, 611, 864千円で補てんするものとする。）に改め、資本的支出の予定額を次のとおり

補正する。

支 出

（単位：千円）

科 目 既決予定額 補正予定額 計

第1款 資 本 的 支 出 5,816,603 1,881 5,818,484 

第1項 建 吾両川又 改 良 費 3, 911, 283 1,881 3,913, 164 
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（債務負担行為）

第4条予算第 6条に定めた債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額を

次のとおり改める。

（単位：千円）

事 項
補 正 二目包u 布市 正 後

期 間 限度額 期 間 限度額

令和4年度から
中宮浄水場警備委託

令和7年度まで
45,000 

浄化槽清掃・維持管理委託 令和4年度から

及び定期点検委託
l, 380 

令和7年度まで

令和4年度から
除草作業委託

令和5年度まで
17,000 

令和4年度から
水道料金等収納業務委託

令和5年度まで
2,878 

職員定期・特殊健康診断 令和4年度から

業務委託
1,625 

令和5年度まで

電算システム等賃貸借 令和4年度から

（令和4年度設定分）
37, 710 

令和10年度まで

令和4年度から
j争水発生土搬出運搬等委託

令和5年度まで
39,540 

令和4年度から
貸与用メーター購入費

令和5年度まで
1,843 

上下水道料金システム改修 令手口4年度から

業務委託
3,951 

令和5年度まで

クレーン定期点検及び性能 令和4年度から

検査委託
l, 160 

令和5年度まで

配水管整備等工事 令和4年度から

（令和4年度設定分）
141,000 

令和5年度まで

え口』 計 ～～～～』』 529,955 ～～～～『』 823,042 
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（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第5条予算第9条に定めた経費の金額を次のとおり改める。

科 目 ｜既決予定額｜補正予定額

1.職員給与費｜ 1, 026, 673 I 6, 342 

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

（単位：千円）

計

1,033,015 

枚方市長伏見 隆
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令和 4年度大阪府枚方市水道事業
1 .収益的支出

款 項 目 補正前の額 補 正 額 計

11< 道 事 業 費 用 6,257,025 4,461 6, 261,486 

戸凸ユl与 業 費 用 5,668, 738 4,461 5,673, 199 

原水及び浄水費 1, 775,534 784 1, 776, 318 

配水及び給水費 822,600 2,605 825,205 

Eコ~乙二 託 工 事 費 102,010 73 102, 083 

業 務 費 240,948 364 241,312 
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会計補正予算説明書（第 4号）
（単位：千円）

節
概 要

区 分 f以、z:. 額

Jf口〉 キヰ 123 1 .人件費

(1）給料

一般職員

手 当 等 531 (2）手当等

ア．地域手当

イ．時間外勤務手当

法 疋企~ー・ー 福 禾lj 費 130 ウ．期末手当

エ．勤勉手当

(3）法定福利費

共済組合負担金

給 キヰ 531 1 .人件費

(1)給料

一般職員

手 当 等 1,643 (2）手当等

ア．地域手当

イ．時間外勤務手当

法 疋,-L喰 子高 手lj 費 431 ウ．期末手当

エ．勤勉手当

(3）法定福利費

ア．共済組合負担金

イ．厚生年金負担金

給 キヰ 19 1 .人件費

(1)給料

一般職員

手 当 等 42 (2）手当等

ア．地域手当

イ．時間外勤務手当

法 疋~ 十高 手lj 費 12 ウ．期末手当

エ．勤勉手当

(3）法定福利費

共済組合負担金

給 キヰ 74 1 .人件費

(1）給料

一般職員

手 当 等 230 (2）手当等

ア．地域手当

説 明

千円

784 

123 

531 

13 

2 

27 

489 

130 

2,605 

531 

1,643 

54 

18 

122 

1, 449 

431 

430 

73 

19 

42 

2 

1 

5 

34 

12 

364 

74 

230 

8 
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款 項 目 補正前の額 補 正 額 計

。亦ノ己パ、、 係 費 329,491 635 330, 126 

支 出 l口:,... 言十 6,257,025 4,461 6, 261,486 
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（単位：千円）

節
概 要 説 明

区 分 人-= 額
千円

f去 疋,-L一台 干高 利 費 60 イ．時間外勤務手当 1 

ウ．期末手当 18 

エ．勤勉手当 203 

(3）法定福利費 60 

ア．共済組合負担金 59 

イ．厚生年金負担金

給 料 46 1 .人件費 635 

(1）給料 46 

一般職員

手 当 等 488 (2）手当等 488 

ア．地域手当 5 

イ．時間外勤務手当 6 

法
炉疋ムー， 干高 手lj 費 101 ウ．期末手当 41 

エ．勤勉手当 436 

(3）法定福利費 101 

共済組合負担金
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2. 資本的支出

款 項 目 補正前の額 補 正 額 計

資 本 的 支 出 5,816,603 1,881 5,818,484 

建 三日刊λ 改 良 費 3,911,283 1,881 3,913, 164 

事 務 費 272,033 1,881 273,914 

支 出 t口誌 言十 5,816,603 1,881 5,818,484 
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（単位：千円）

節
概 要 説 明

区 分 人早乙 額

千円

給 料 317 1 .人件費 1, 881 

(1)給料 317 

一般職員

手 当 等 1,254 (2）手当等 1,254 

ア．地域手当 32 

イ．時間外勤務手当 18 

法 定 名高 利 費 310 ウ．期末手当 72 

エ．勤勉手当 1, 132 

(3）法定福利費 310 

ア．共済組合負担金 308 

イ．厚生年金負担金 2 
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給与費明細書
1 .総 括 （単位：千円）

職 貝 数 t、4口 与 費

区 分
特別職

一般職
法 定

よに』I 言十
管理者その他

（人）
幸良 酬 汁J口L,. 料 手 当 計 福利費

（人）（人）

損益勘定
1 9 

(10) 
14,266 261,066 417,580 692,912 93,578 786,490 ネ市 支弁職員 71 

正
資本勘定 (2) 

4, 129 109, 195 81, 198 194,522 39,961 234,483 
支弁職員 30 

前 メ口玉、 計 1 9 
(12) 

101 
18,395 370,261 498, 778 887,434 133,539 1,020,973 

損益勘定 （） 
793 2,934 3, 727 734 4,461 ネ市 支弁職員

正
資本勘定 （一）

317 1, 254 1,571 310 1,881 
支弁職員

額 I口"- 言十
（一）

1, 110 4, 188 5,298 1,044 6,342 

損益勘定
9 
(10) 
14,266 261,859 420,514 696,639 94,312 790,951 

補 支弁職員 71 

正
資本勘定 (2) 

4, 129 109, 512 82,452 196,093 40,271 236,364 
支弁職員 30 

後 メ口玉、 言十 1 9 
(12) 

101 
18,395 371,371 502,966 892, 732 134,583 1,027,315 

※ 会計年度任用職員の職員数については、 （ ）外数とする。

※ 上下水道事業管理者の給料・手当・法定福利費については、下水道事業会計と折半している。

手

区 分 補

扶 養 手 当

地 域 手 当

通 勤 手 当

管 理 職 手 当

当 の 内 訳 時 間 外勤務 手 当

特 殊 勤 務 手 当

住 居 手 当

期 末 手 当

勤 勉 手 当

退 職 五合 イ寸 費

※ 期末・勤勉手当額には、賞与引当金計上分を含む。

※ 退職給付費については、退職給付引当金への繰入分。

（単イ立．千円）

正 目リ 補 正 額 ネ車 正 後

9,996 9,996 

39,453 114 39,567 

8,534 8,534 

14,227 14,227 

34,527 46 34,573 

282 282 

7, 762 7, 762 

88,516 285 88,801 

65,833 3, 743 69,576 

229,648 229,648 
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2.給料及び手当の増減額の明細

一般職

区分 増減額 増減事由別内訳

%、bロ 料 1, 110 1.給与改定に 1, 110 

伴う増減分

2.その他の

増減分

手 当 4, 158 1.制度改正に 3,538 

伴う増減分

2.その他の 620 

増減分

3.職員手当の状況

( 1）期末手当・勤勉手当

（単位．千円）

説 明 備 考

人事院勧告による給料月額の改定

改定率 0. 27% 

給与改定の実施時期

令和4年4月1日

勤勉 手 当 3,538 12月期

0.95月分→1.05月分

実施時期令和4年12月1日

扶養 手 当

地域 手 当 114 

通 勤 手 当

管理職手当

時間外勤務手当 46 

特殊勤務手当

住居 手 当

期 末手 当 255 

勤勉 手 当 205 

退職給付費

支給期別支給率
支給率計 職制上の段階 職務の

区 分

6月 （月分） 12月 （月分）
（月分） 級等 よ る 加 算 措置

補 正 円リ 2. 150 2. 150 4. 30 有

補 正 後 2. 150 2.250 4.40 有

一般会計の制度 2. 150 2.250 4.40 有



_     __     _
82

債 務 負／ 担 行 為

事 項 F艮 度 額

補正前

中宮浄水場警備委託 補正額 45,000 

補正後 45,000 

補正前

浄化槽清掃・維持管理委託及び定期点検委託 補正額 1, 380 

補正後 1,380 

補正前

除草作業委託 補正額 17,000 

補正後 17,000 

補正前

水道料金等収納業務委託 補正額 2,878 

補正後 2,878 

補正前

職員定期・特殊健康診断業務委託 補正額 l, 625 

補正後 1,625 

補正前

電算システム等賃貸借（令和4年度設定分） 補正額 37, 710 

補正後 37, 710 

補正前

浄水発生土搬出運搬等委託 補正額 39, 540 

補正後 39,540 

補正前

貸与用メーター購入費 補正額 1,843 

補正後 1, 843 

補正前

上下水道料金システム改修業務委託 補正額 3, 951 

補正後 3,951 

補正前

クレーン定期点検及び性能検査委託 補正額 1, 160 

補正後 1, 160 

補正前

配水管整備等工事（令和4年度設定分） 補正額 141, 000 

補正後 141,000 

補正前 16, 339, 104 

メ口玉、 計 補正額 293,087 

補正後 16, 632, 191 
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関 す る 調 呈主
τ=I 

（単位：千円）

前年度末までの文払発生（見込）額 当該年度以降の支払義務発生予定額

期 間
人且ム 額

期 間
金 額

左 の 財 源 内 訳

年度 年度

～～～～～ ～～～～』 45,000 水道料金等

5～7 45,000 

～～～～』 ～～～～、』 1,380 水道料金等

5～7 1, 380 

～～～～』 ～～～～』 17,000 水道料金等

5 17,000 

～～～～ー ～～～～』 2,878 水道料金等

5 2,878 

～～～～』 ～～～～』 1, 625 水道料金等

5 1,625 

～～～～』 ～～～～』 37, 710 
水道料金等及び
損益勘定留保資金

5～10 37, 710 

～～～～』 ～～～～』 39,540 水道料金等

5 39,540 

～～～～』 ～～～～』 1,843 損益勘定留保資金

5 1,843 

～～～～～ ～～～～』 3,951 水道料金等

5 3,951 

～～～～～ ～～～～』 1, 160 水道料金等

5 1, 160 

～～～～ー ～～～～』 141, 000 
工事負担金及び
損益勘定留保資金等

5 141,000 

［＼ 
674,517 

＼ 
15,664, 587 

＼＼＼  293,087 

674,517 15,957,674 
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議案第61号

令和4年度大阪府枚方市病院事業会計補正予算（第4号）

（総則）

第1条 令和4年度大阪府枚方市病院事業会計の補正予算（第4号）は、次に定めるところによる。

（収益的収入及び支出）

第2条 令和4年度大阪府枚方市病院事業会計予算（以下「予算Jとしづ。）第3条に定めた収益

的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

収 入

科 目 既決予定額補正予定額 計

第1款病院事業収益 11, 236, 147千円 374,451千円 11,610,598千円

第2項医業外収益 1,816,440千円 374,451千円 2, 190,891千円

支 出

科 目 既決予定額補正予定額 計

第 1款病院事業費用 11, 179,275千円 437,864千円 11, 617, 139千円

第 1項医業費用 10, 754,580千円 436,824千円 11, 191, 404千円

第3項特別損失 1,000千円 1,040千円 2,040千円

（債務負担行為）

第 3条 予算第5条に定めた債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額を次のとおり

改める。

事 項
ネ市 正 目IJ ネ南 王 後

期 問 限度額 期 間 限度額

職員検診等委託 令和4年度から
10,896千円

（令和4年度設定分） 令和5年度まで

医療機器賃借（その1) 令和4年度から
2,357千円

（令和4年度設定分） 令和5年度まで

簡易診察室賃借 令和4年度から
6,937千円

（令和4年度設定分） 令和5年度まで

情報システム保守点検等委託 令和4年度から
14千円

令和4年度から
87,995千円（その1) （令和4年度設定分） 令和5年度まで 令和5年度まで

医療機器保守点検委託（その1) 令和4年度から
21,512千円

令和4年度から
23, 387千円

（令和4年度設定分） 令和8年度まで 令和8年度まで

医療機器保守点検委託（その2) 令和4年度から
6,655千円

令和4年度から
136,242千円（令和4年度設定分） 令和9年度まで 令和9年度まで

医療機器保守点検委託（その3) 令和4年度から
111, 296千円（令和4年度設定分） 令和5年度まで
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事 項
ネ市 正 日lj 補 正 後
期 間 限度額 期 間 限度額

医療機器保守点検委託（その4) 令和4年度から
65,340千円（令和4年度設定分） 令和7年度まで

医療機器保守点検委託（その5) 令和4年度から
7,681千円（令和4年度設定分） 令和11年度まで

医療機器保守点検委託（その6) 令和4年度から
6,094千円（令和4年度設定分） 令和12年度まで

放射線量測定等業務委託 令和4年度から
2,201千円（令和4年度設定分） 令和5年度まで

未収金回収業務委託 令和4年度から
1, 144千円（令和4年度設定分） 令和5年度まで

文献検索等ライセンス料 令和4年度から
2, 792千円（令和4年度設定分） 令和5年度まで

ベンチマークシステム利用料 令和4年度から
1,030千円（令和4年度設定分） 令和5年度まで

経営コンサルティング等業務委託 令和4年度から
5,000千円（令和4年度設定分） 令和5年度まで

サイバーリスク保険料 令和4年度から
751千円（令和4年度設定分） 令和5年度まで

遠隔地医療通訳業務委託 令和4年度から
858千円（令和4年度設定分） 令和5年度まで

医薬品契約事務支援業務委託 令和4年度から
7,260千円（令和4年度設定分） 令和5年度まで

感染症対応業務委託 令和4年度から
34,637千円（令和4年度設定分） 令和5年度まで

バイクル連携機器等購入費 令和4年度から
30,000千円（令和4年度設定分） 令和5年度まで

l口h、 言十 ＼＼＼  31,849千円 ＼＼＼  547,566千円

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第4条 予算第9条に定めた経費の金額を次のとおり改める。

d
T
 

イ
古
川
I 目 既決予定額｜補正予定額 計

(1) 給 与 費 5, 391,457千円 104, 172千円｜ 5,495,629千円

令和4年（ 2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見隆
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令和4年度大阪府枚方市

1 .収益的収入

款 項 目 補正前の額 補正額 計

(1) 病 院 事 業 収 益 11, 236, 147 374,451 11, 610, 598 

2. 医 業 外 収 益 1,816,440 374,451 2, 190,891 

3.補 助 金 522,053 374,451 896,504 

収 入 l口-'-.. 計 11, 236, 147 374,451 11, 610, 598 
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病院事業会計補正予算説明書（第4号）

（単位：千円）

節

区 分 f且、ム＼ 額

府 十市 助 金 374,451 

概 要 説

1.府補助金

( 1）お盆期間における発熱患者等診療・

検査協力金

( 2）新型コロナウイルス感染症高齢者

リハビリ・ケア病床体制確保協力金

( 3）新型コロナウイルス感染症患者等

入院病床確保緊急支援事業費補助金

(4）新型コロナウイルス感染症に係る

特殊勤務手当支給事業補助金

明

千円

374,451 

400 

2,400 

366,374 

5, 277 
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2.収益的支出

款 項 目 補正前の額 補正額 計

(1) 病 院事業 費 用 11, 179, 275 437,864 11, 617, 139 

1. 医 業 費 用 10, 754,580 436,824 11, 191, 404 

1.給 与 費 5,391,457 104, 172 5,495,629 

2.材 料 費 1,897,057 254,325 2,151,382 
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（単位：千円）

節

区 分 人』L 額
概 要 言見 明

千円

1.給料 7,934 

( 1）一般職 7,208 

ア．医師給 595 

イ．看護師給 5,447 

高合 料 7,934 ウ．医療技術員給 954 

エ．事務員給 212 

(2）任期付職員 726 

医師給 726 

2.手 当 等 53,532 

( 1 ）地域手当 797 

( 2）時間外勤務手当 613 

手 当 等 53,532 ( 3）夜間勤務手当 98 

(4）特殊勤務手当 30, 150 

( 5）期末手当 1, 953 

( 6）勤勉手当 19,921 

法 r足4 名画 未lj 費 6,099 
3.法定福利費 6,099 

( 1）共済組合負担金 6,092 

( 2）厚生年金負担金 7 

退 職 市合 付 費 36,607 
4.退職給付費 36,607 

退職給付引当金繰入額 36,607 

1.薬品 費 125,805 

薬 ロロ口 費 125,805 
2.診療材料費 128,520 

診療用消耗品費 128,520 

ニtコZ品：：；；、 療 材 手ヰ 費 128,520 
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2.収益的支出

款 項 自 補正前の額 補正額 計

3.経 費 2,460,844 78,327 2, 539, 171 

3.特 日j 損 失 1,000 1,040 2,040 

2.その他特別損失 1,040 1,040 

支 出 之口〉、 言十 11,179,275 437,864 11, 617, 139 
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（単位：千円）

節

区 分 金 額

光 熱 水 費 78,327 

その他特別損失 1, 040 

概

1.光熱水費

( 1）電気料金

( 2）ガス料金

1. その他特別損失

要 説

64,308 

14,019 

明

78,327 

1,040 
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給与費明細書

1.総括
i単位：千円）

職 員 数 給 与 費

特別職 一般職
法 Y:ι正ー二・

区 分 合計

管理者 その他
報 酬 給料 手当 言十 福利費

（人） （人） （人）

損益勘定
(167) 

補 支弁職員
1 22 495 332,898 1,971,247 2,244,527 4,548,672 819,640 5,368,312 

正
資本勘定
支弁職員

前
(167) 

よ口』 言十 1 22 495 332,898 1, 971, 247 2, 244,527 4,548,672 819,640 5,368,312 

損益勘定
（一）

補 支弁職員
7,934 90, 139 98,073 6,099 104, 172 

正
資本勘定
支弁職員

額
（一）

1口』 言十 7,934 90, 139 98,073 6,099 104, 172 

損益勘定
(167) 

補 支弁職員
1 22 495 332,898 1,979, 181 2,334,666 4,646, 745 825, 739 5,472,484 

正
資本勘定
支弁職員

後
(167) 

1口』 言十 1 22 495 332,898 1, 979, 181 2,334,666 4,646, 745 825, 739 5,472,484 

（注）任期付職員及び会計年度任用職員の職員数については、（ ）外数とする。

~・ E ''  

区 分 ネ市 正 目リ 補 正 額 ネ南 正 後

扶 養 手 当 37, 164 37, 164 

手
地 域 手 当 207,646 797 208,443 

通 勤 手 当 50,071 50,071 

当
F目1耳 理 職 手 当 79,306 79,306 

初 任 小εiι口 調 整 手 当 64,659 64,659 

時 間 外 勤 務 手 当 140, 723 613 141,336 

の

夜 間 勤 務 手 当 34,237 98 34,335 

特 殊 勤 務 手 当 539, 797 30, 150 569,947 

内 宿 日 直 手 当 21,456 21,456 

期 末 手 当 513, 145 1,953 515,098 

訳
勤 勉 手 当 345,917 19,921 365,838 

イ主 居 手 当 46,096 46,096 

退 耳哉 車合 付 費 164,310 36,607 200, 917 

※期末・勤勉手当額には、 賞与引当金計上分を含む。

※退職給付J費については、退職給付引当金への繰入分を含む。



2. 給料及び手当の増減額の明細

般職
' I I-'/  

区分 増減額 増減事由別内訳 説 明 備 考

給料 7,934 1.給与改定に 7,934 人事院勧告による給料月額の改定

伴う増減分 改定率 0. 27話

給与改定の実施時期

令和4年4月1日

2.その他の増減分

手当 90,080 1.制度改正に 18,350 勤勉手当 18, 350 12月期

伴う増減分 0. 95月分→1.05月分

実施時期令和4年12月1日

2.その他の増減分 71, 730 扶養手当

地域手当 797 

通勤手当

管理職手当

初任給調整手当

時間外勤務手当 613 

夜間勤務手当 98 

特殊勤務手当 30, 150 

宿日i貰手当

期末手当 1,894 

勤勉手当 1,571 

住居手当

退職給付費 36,607 

3.職員手当の状況

期末手当・勤勉手当

支 五合 期 日iJ ー〉ト仁 意民 キ一＋ーヱ 支給率計 職制上の段階、
区 分 職務の級等に

6月（月分） 12月（月分） （月分） よる加算措置

補 正 日lj 2. 150 2. 150 4. 30 有

補 正 後 2. 150 2.250 4.40 有

一般会計の制度 2. 150 2. 250 4.40 有

円

4
4qu 

Administrator
鉛筆

Administrator
鉛筆
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債務負担行為

前年度末までの支払発生（見込）

事項 限度額 期 間
金額

年度

補 正 日lj

職員検診等委託
補 正 額 10,896 

（令和4年度設定分）
ネ南 正 後 10, 896 

十市 正 目lj

医療機器賃借（その 1) ーーネ市 正 額 2,357 
（令和4年度設定分）

補 正 後 2,357 

補 正 日lj

簡易診察室賃借
ネ市 正 額 6,937 

（令和4年度設定分）
ネ市 正 後 6,937 

f南 正 前 14 
情報システム保守点検等委託

ネ市 正 額 87,981 一～一一一（その 1) （令和4年度設定分）
ネ市 正 後 87,995 

十市 正 円lj 21,512 
医療機器保守点検委託（その 1) 

十市 正 額 1,875 
（令和4年度設定分）

補 正 後 23,387 

ネ市 正 円lj 6,655 
医療機器保守点検委託（その2)

ネ市 正 額 129,587 
（令和4年度設定分）

十市 正 後 136,242 

十南 正 目IJ

匿療機器保守点検委託（その 3)
補 正 額 111, 296 

（令和4年度設定分）
ネ南 正 後 111, 296 

宇宙 正 円lj

医療機器保守点検委託（その4)
十吉 正 額 65,340 

（令和4年度設定分）
十南 正 後 65,340 

ネ南 正 円lj

医療機器保守点検委託（その5)
宇宙 正 額 7,681 

（令和4年度設定分）
ネ市 正 後 7,681 

十市 正 日lj

医療機器保守点検委託（その6)
十市 正 額 6,094 

（令和4年度設定分）
十市 正 後 6,094 

ネ市 正 目lj

放射線量測定等業務委託
十市 正 額 2,201 

（令和4年度設定分）
ネ市 正 後 2,201 

十市 正 目JJ

未収金回収業務委託
補 正 額 1, 144 一～～一～～～～ー（令和4年度設定分）
ネ市 正 後 1, 144 
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関 す る 言周 書

（単位：千円）

当該年度以降の支払発生予定額

期 間
金額

左 の財源 内 訳

年度

一、～～～～～九九」～～～～～～ー～ 10,896 診療収入

5 10,896 

一一一一一一、 2,357 診療収入

5 2,357 

～～～～、～～～ー～ー～～～、ーー～ーーーーーー～ー 6,937 診療収入

5 6,937 

14 

～～～～～ー～～～～～ 87,981 診療収入

5 87,995 

21,512 

一一～一一一～ 1,875 診療収入

5～ 8 23,387 

6,655 

～一一一一～ 129,587 診療収入

5～ 9 136,242 

111, 296 診療収入

5 111,296 

一一一一一一 65,340 診療収入

5～ 7 65,340 

ー、～～～～～ー～～～～ーー九、～～～～ 7,681 診療収入

5～11 7,681 

6,094 診療収入

5～12 6,094 

一～～～～～～～～～～ 2,201 診療収入

5 2,201 

～九九～～～ー～』ーー一～一一～一ー 1, 144 診療収入

5 1, 144 
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前年度末までの支払発生（見込）

事項 限度額 期 間
金額

年度

ネ南 正 目IJ

文献検索等ライセンス料
ネ市 正 額 2, 792 

（令和4年度設定分）
十市 正 後 2, 792 

補 正 目IJ

ベンチマークシステム利用料
ネ市 正 額 1,030 

（令和4年度設定分）
ネ南 正 後 1,030 

補 正 自IJ

経営コンサルティング等業務委託
中市 正 額 5,000 

（令和4年度設定分）

ネ南 正 後 5,000 

令市 正 目IJ

サイバーリスク保険料
十南 正 額 751 

（令和4年度設定分）
十高 正 後 751 

十市 正 日IJ
遠隔地医療通訳業務委託

補 正 額 858 
（令和4年度設定分）

ネ市 正 後 858 

ネ南 正 目IJ

医薬品契約事務支援業務委託
半面 正 額 7,260 

（令和4年度設定分）
十市 正 後 7,260 

十市 正 前

感染症対応業務委託
ネ南 正 額 34,637 

（令和4年度設定分）

＋古 正 後 34,637 

ネ南 正 日IJ
パイタル連携機器等購入費

十市 正 額 30,000 
（令和4年度設定分）

ネ市 正 後 30,000 

ネ市 正 前 4,413,517 

＼＼  
1,348,574 

A 計 ネ市 正 額 515, 717 口

1,348,574 十市 正 後 4,929,234 
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（単位：千円）

当該年度以降の支払発生予定額

期 開
金額

左 の財源内 訳

年度

一一～一一 2, 792 診療収入

5 2, 792 

一一一一～一一～ 1,030 診療収入

5 1,030 

一～～～一ーーー、、、、ーーーー、ー～ーーーーーーー、、 5,000 診療収入

5 5,000 

一一一一一 751 診療収入

5 751 

一一＼＼～～ 858 診療収入

5 858 

～～～～～ー～～～～～ 7,260 診療収入

5 7,260 

一一一一～～ 34,637 診療収入

5 34,637 

一一一一一 30,000 企業債、損益勘定留保資金

5 30,000 

I~ 
3,064,943 

一＼＼一一一一515, 717 

3,580,660 
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議案第62号

令和4年度大阪府枚方市下水道事業会計補正予算（第2号）

（総則）

第1条令和4年度大阪府枚方市下水道事業会計の補正予算（第 2号）は、次に定める

ところによる。

（収益的支出）

第2条令和4年度大阪府枚方市下水道事業会計予算（以下「予算Jとしづ。）第3条に

定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。

支 出

（単位：千円）

科 目 既決予定額 補正予定額 計

第1款 下水道事業費用 11, 400, 298 3,943 11, 404, 241 

第1項 戸凸'--4 業 費 用 9,954,872 3,943 9,958,815 

（資本的支出）

第3条予算第4条本文括弧書きを、 （資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

4,916,316千円は、当年度消費税資本的収支調整額107,477千円、減債積立金

256,365千円、過年度損益勘定留保資金1,652,522千円、当年度損益勘定留保資金

2,899,952千円で補てんするものとする。）に改め、資本的支出の予定額を次の

とおり補正する。

支 出

（単位：千円）

科 目 既決予定額 補正予定額 計

第1款 資 本 的 支 出 9,094, 143 2, 399 9,096, 542 

第1項 整 ｛詰 事 業 費 2, 531, 162 1,916 2, 533,078 

第2項 建設改良事業費 1, 371, 196 483 1, 371,679 
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（債務負担行為）

第4条予算第 6条に定めた債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額を

次のとおり改める。

（単位：千円）

事 項
十市 正 円IJ ネ市 正 後

期 間 限度額 期 間 限度額

下水道施設維持管理等委託 令和4年度から

（令和4年度設定分）
123, 430 

令和7年度まで

電算システム等賃貸借 令和4年度から

（令和4年度設定分）
41,094 

令和10年度まで

電算システム等保守委託 令和4年度から

（令和4年度設定分）
4,270 

令和5年度まで

職員定期・特殊健蔵診断 令和4年度から

業務委託
1, 762 

令和5年度まで

水道料金等収納業務委託
令和4年度から

2, 878 
令和5年度まで

汚水管移設工事
令和4年度から

25,000 
令和5年度まで

上下水道料金システム改修 令和4年度から

業務委託
3,951 

令和5年度まで

メ口h、 言十 ＼～＼  403,296 ～～～＼  605,681 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第5条予算第10条に定めた経費の金額を次のとおり改める。

科

1.職員

目

給与

既決予定額｜補正予定額

）
－
 
円－
千
一
－

－

－

一
園

二

三

ロ

位
－
山早一
（
－
 

費 937,821 6,342 944, 163 

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見 隆
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令和 4年度大阪府枚方市下水道事業
1 .収益的支出

款 項 目 補正前の額 補 正 額 言十

下水道事業費用 11,400, 298 3,943 11, 404, 241 

戸凸江． 業 費 用 9,954,872 3,943 9,958,815 

汚 水 費 302,830 457 303,287 

雨 水 費 845,305 2,345 847,650 

業 z京h?:: 費 125, 743 215 125, 958 

係 費 264,531 926 265,457 

支 出 l口込 計 11, 400, 298 3,943 11, 404, 241 
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会計補正予算説明書（第 2号）
（単位：千円）

節
概 要

区 分 人』ム 額

手 当 等 380 1 .人件費

(1)手当等

勤勉手当

法 疋,-L市 福 手iJ 費 77 (2）法定福利費

ア．共済組合負担金

イ．厚生年金負担金

給 料 178 1 .人件費

(1）給料

一般職員

手 当 等 1, 780 (2）手当等

ア．地域手当

イ．時間外勤務手当

法 疋炉上申 福 手iJ 費 387 ウ．期末手当

エ．勤勉手当

(3）法定福利費

ア．共済組合負担金

イ．厚生年金負担金

手 当 等 179 1 .人件費

(1）手当等

勤勉手当

1去 疋pム， 干冨 利 費 36 (2）法定福利費

共済組合負担金

給 料 114 1 .人件費

(1）給料

一般職員

手 当 等 662 (2）手当等

ア．地域手当

イ．時間外勤務手当

f去 疋,-L喰 f高 手iJ 費 150 ウ．期末手当

エ．勤勉手当

(3）法定福利費

共済組合負担金

説 明

千円

457 

380 

77 

75 

2 

2,345 

178 

1, 780 

20 

20 

42 

1,698 

387 

384 

3 

215 

179 

36 

926 

114 

662 

13 

7 

55 

587 

150 
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2. 資本的支出

款 項 目 補正前の額 補 正 額 言十

資 本 自句 支 出 9,094, 143 2,399 9,096,542 

整 備 事 業 費 2,531, 162 1,916 2,533,078 

整 備 事 務 費 277, 157 1,916 279,073 

建設改良事業費 1,371, 196 483 1,371,679 

建設改良事務費 69, 154 483 69,637 

支 出 l口:,.. 計 9,094, 143 2,399 9,096, 542 
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（単位：千円）

節

区 分 金 額
概 要 説 明

千円

高合 料 343 1 .人件費 1,916 

(1）給料 343 

一般職員

手 当 等 1,257 (2）手当等 1, 257 

ア．地域手当 35 

イ．時間外勤務手当 27 

法 定 者冨 手rJ 費 316 ウ．期末手当 73 

エ．勤勉手当 1, 122 

(3）法定福利費 316 

ア．共済組合負担金 315 

イ．厚生年金負担金

iiiδ口． 料 49 1 .人件費 483 

(1)給料 49 

一般職員

手 当 等 353 (2）手当等 353 

ア．地域手当 6 

イ．時間外勤務手当 2 

法 定 福 未rJ 費 81 ウ．期末手当 12 

エ．勤勉手当 333 

(3）法定福利費 81 

共済組合負担金
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給与費明細書
1 .総 括 （単位：千円）

職 員 数 給 与 費

区 分
特別職

一般職
法 r疋よ＋

l口"'- 計
管理者その他

（人）
幸1日 酬 給 料 手 当 言十 福利費

（人）（人）

損益勘定 (9) 
9,479 285,008 227,697 522, 184 102,394 624,578 ネ南 支弁職員 71 

正
資本勘定 (1) 

1,893 139, 705 113, 774 255,372 50,476 305,848 
支弁職員 38 

f'jlj 
I口"' 計

(10) 
11, 372 424, 713 341,471 777, 556 152,870 930,426 

109 

損益勘定 （） 
292 3,001 3,293 650 3,943 ネ市 支弁職員

正
資本勘定 （一）

392 1, 610 2,002 397 2,399 
支弁職員

額 よ口』 計
（一）

684 4, 611 5,295 1,047 6,342 

損益勘定 (9) 
9,479 285,300 230,698 525,477 103, 044 628,521 

ネ市 支弁職員 71 

正
資本勘定 (1) 

1,893 140,097 115, 384 257,374 50,873 308,247 
支弁職員 38 

後 メ口玉、 言十
(10) 
11, 372 425,397 346,082 782,851 153,917 936, 768 

109 

※ 会計年度任用職員の職員数については、 （ ）外数とする。

※ 上下水道事業管理者の給料・手当・法定福利費については、水道事業会計と折半している。

手

区 分 ネ市 正 円IJ

扶 養 手 当

地 域 手 当

通 勤 手 当

管 理 職 手 当

当 の 内訳 時 間 外勤務 手 当

特 殊 勤 務 手 当

住 居 手 当

期 末 手 当

勤 勉 手 当

退 月哉 局εー、ιロ イ寸 費

※ 期末・勤勉手当額には、賞与引当金計上分を含む。

※ 退職給付費については、退職給付引当金への繰入分。

15,525 

45,401 

9,802 

13,656 

47, 774 

484 

5,052 

101,549 

77,228 

25,000 

（単位：千円）

補 TI: 額 ネ市 正 後

15,525 

74 45,475 

9,802 

13,656 

56 47,830 

484 

5,052 

182 101, 731 

4,299 81,527 

25,000 
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2.給料及び手当の増減額の明細

一般職

区分 増減額 増減事由別内訳

系企 手ヰ 684 1.給与改定に 684 

伴う増減分

2.その他の

増減分

手 当 4,581 1.制度改正に 4, 170 

伴う増減分

2.その他の 411 

増減分

3.職員手当の状況

( 1 ）期末手当・勤勉手当

（単位：千円）

説 明 備 考

人事院勧告による給料月額の改定

改定率 0. 27% 

給与改定の実施時期

令和4年4月1日

勤勉 手 当 4, 170 12月期

0.95月分→1.05月分

実施時期令和4年12月1日

扶養 手 当

地域手 当 74 

通 勤 手 当

管理職手当

時間外勤務手当 56 

特殊勤務手当

｛主 居手 当

期 末 手 当 152 

勤勉 手 当 129 

退職給付費

支給期別支給率
支給率計 職制上の段階 職務の

区 分

6月 （月分） 12月 （月分）
（月分） 級 等 よ る 力日 算 措置

補 正 日lj 2. 150 2. 150 4. 30 有

ネ南 正 千麦 2. 150 2.250 4.40 有

一般会計の制度 2. 150 2.250 4.40 有
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イ責 務 負 一丁4イl 為

事 項 ドN 度 額

補正前

下水道施設維持管理等委託（令和4年度設定分） 補正額 123,430 

補正後 123,430 

補正前

電算システム等賃貸借（令和4年度設定分） 補正額 41, 094 

補正後 41, 094 

補正前

電算システム等保守委託（令和4年度設定分） 補正額 4,270 

補正後 4,270 

補正前

職員定期・特殊健康診断業務委託 補正額 1, 762 

補正後 1, 762 

補正前

水道料金等収納業務委託 補正額 2,878 

補正後 2,878 

補正前

汚水管移設工事 補正額 25,000 

補正後 25,000 

補正前

上下水道料金システム改修業務委託 補正額 3,951 

補正後 3,951 

補正前 3,894,563 

メ口玉、 計 補正額 202, 385 

補正後 4,096, 948 
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関 す る 調 書

前年度末までの支払発生（見込）額 当該年度以降の支払義務発生予定額

期 間
人』ム 額

期 間
金 額

左 の 財 源、 内 訳

年度 年度

～～～～』 ～～～＼ 123,430 
下水道使用料等及び
他会計負担金

5～7 123,430 

～～～～』 ～～～～』 41,094 
下水道使用料等及び
損益勘定留保資金

5～10 41,094 

～～～～』 『＼＼ 4,270 
下水道使用料等及び
他会計負担金

5 4,270 

～～～～』 ～～～～h』 1, 762 
下水道使用料等及び
他会計負担金

5 1, 762 

～～～＼ ～～～＼ 2,878 下水道使用料等

5 2,878 

～～～＼ ～～～『』 25,000 
工事負担金及び
損益勘定留保資金等

5 25,000 

九～～＼ ＼～＼ 3,951 下水道使用料等

5 3,951 

＼ 
1,974,436 

＼ 
1,920, 127 

＼＼＼  202,385 

1, 974, 436 2, 122, 512 

（単位：千円）
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議案第 63 号

枚方市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

次のとおり枚方市個人情報の保護に関する法律施行条例を制定するにつき、地方自治法（昭和22

年法律第67号）第96条第 1項第 1号の規定により議会の議決を求める。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、必要な事項を定めるため。
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枚方市条例第 号

枚方市個人情報の保護に関する法律施行条例

（趣旨）

第1条 この条例は、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号。以下「法」という。）

の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第2条 この条例の用語の意義は、法の定めるところによる。

2 この条例において「実施機関」とは、市長、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査

委員、農業委員会、固定資産評価審査委員会、上下水道事業管理者及び病院事業管理者をしづ。

（開示決定等の期限等）

第 3条 開示決定等は、開示請求があった日から起算して15日以内にしなければならない。ただ

し、法第77条第3項の規定により補正を求めた場合にあっては、当該補正に要した日数は、当該

期間に算入しない。

2 訂正決定等は、訂正請求があった日から起算して30日以内にしなければならない。ただし、法

第91条第3項の規定により補正を求めた場合にあっては、当該補正に要した日数は、当該期間に

算入しない。

3 利用停止決定等は、利用停止請求があった日から起算して30日以内にしなければならない。た

だし、法第99条第3項の規定により補正を求めた場合にあっては、当該補正に要した日数は、当

該期間に算入しない。

4 前 3項の規定にかかわらず、実施機関は、事務処理上の困難その他正当な理由があるときは、

これらの規定に規定する期間を30日以内に限り延長することができる。この場合において、実施

機関は、開示請求者、訂正請求者又は利用停止請求者に対し、遅滞なく、延長後の期間及び延長

の理由を書面により通知しなければならない。

5 実施機関がする開示決定等、訂正決定等及び利用停止決定等については、法第84条、第95条及

び第103条の規定は、適用しない。

（訂正請求権及び利用停止請求権の特例）

第4条 訂正請求又は利用停止請求は、法第90条第 1項各号に該当しない自己を本人とする保有個

人情報についてもすることができる。

2 訂正請求及び利用停止請求については、法第90条第3項及び第98条第3項の規定は、適用しな

し、。

（手数料等）

第5条 開示請求、訂正請求及び利用停止請求に係る手数料は、無料とする。

2 開示請求者は、文書の写しその他の法第87条の規定による開示により交付することとなるもの

（以下「文書の写し等」という。）の交付により保有個人情報の開示を受ける場合においては、

当該文書の写し等の作成及び送付に要する費用として規則で定める額を負担しなければならな
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し、。

3 実施機関は、経済的困難その他特別の理由があると認めるときは、規則で定めるところによ

り、文書の写し等の作成に要する費用を減額し、又は免除することができる。

（利用及び提供に関する報告）

第6条 実施機関は、法第69条第2項第2号から第4号までの規定により利用目的以外の目的のた

めに保有個人情報を自ら利用し、又は提供したときは、当該目的、当該保有個人情報の内容その

他当該利用又は提供の状況を明らかにするために必要な事項を枚方市附属機関条例（平成24年枚

方市条例第35号）別表 1の表に規定する枚方市情報公開・個人情報保護審議会に報告しなければ

ならない

（個人情報ファイル簿の作成、公表等）

第7条 実施機関は、自ら保有する法第74条第2項第9号に掲げる個人情報ファイルについて、個

人情報ファイル簿を作成し、公表しなければならない。

2 1去第75条第4項において読み替えられた同条第1項に定める事項のほか、個人情報ファイル簿

には、規則で定める事項を記載しなければならない。

3 実施機関は、個人情報ファイルを保有しようとするときは、規則で定めるところにより、あら

かじめ、市長に届け出なければならない。当該個人情報ファイノレの保有をやめ、又は届け出た事

項を変更しようとするときも、また、同様とする。

（運用状況の公表）

第8条 市長は、毎年度、規則で定めるところにより、法及びこの条例の運用状況を公表するもの

とする。

（委任）

第9条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

附則

（施行期日）

1 この条例は、令和5年4月 1日から施行する。

（枚方市個人情報保護条例の廃止）

2 枚方市個人情報保護条例（平成29年枚方市条例第39号）は、廃止する。

（枚方市個人情報保護条例の廃止に伴う経過措置）

3 次に掲げる者に係る前項の規定による廃止前の枚方市個人情報保護条例（以下「旧個人情報保

護条例」という。）第7条の規定によるその業務に関して知り得た旧個人情報保護条例第2条第

2項に規定する個人情報（以下「！日個人情報」という。）の内容をみだりに他人に知らせ、又は

不当な目的に利用しではならない義務については、この条例の施行後も、なお従前の例による。

(1) この条例の施行の際現に！日個人情報保護条例第2条第 1項に規定する実施機関の職員である

者又はこの条例の施行前において問項に規定する実施機関の職員であった者のうち、この条例

の施行前において旧個人情報の取扱いに従事していた者

(2) この条例の施行前において旧個人情報保護条例第2条第11項に規定する受託業務又は同条第
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12項に規定する指定管理業務に従事していた者

4 この条例の施行の目前に旧個人情報保護条例第14条、第19条又は第21条の規定による請求がさ

れた場合における旧個人情報保護条例に規定する保有個人情報の開示、訂正及び利用停止等につ

いては、なお従前の例による。

5 次に掲げる者が、正当な理由がないのに、この条例の施行前において旧個人情報保護条例第2

条第1項に規定する実施機関が保有していた個人の秘密に属する事項が記録されたその業務に係

る同条第8項に規定する個人情報ファイノレ（同項第1号に掲げる情報の集合物に係るもの（行政

手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成25年法律第27号。以

下「番号法」という。）第48条に規定する特定個人情報ファイルに該当するものを除く。）に限

り、その全部又は一部を複製し、又は加工したものを含む。）をこの条例の施行後に提供したと

きは、 2年以下の懲役又は100万円以下の罰金に処する。

(1) この条例の施行の際現に旧個人情報保護条例第2条第 1項に規定する実施機関の職員である

者又はこの条例の施行前において同項に規定する実施機関の職員であった者

(2) 附則第3項第2号に掲げる者

6 前項各号に掲げる者が、その業務に関して知り得たこの条例の施行前において旧個人情報保護

条例第2条第1項に規定する実施機関が保有していた旧個人情報（その業務上収集されたもので

あって、組織的に利用するものとして保管されているもの（番号法第2条第5項に規定する個人

番号を除く。）に限る。）をこの条例の施行後に自己若しくは第三者の不正な利益を図る目的で

提供し、又は盗用したときは、 1年以下の懲役又は50万円以下の罰金に処する。

7 この条例の施行前に！日個人情報保護条例第2条第11項に規定する受託者又は同条第四項に規定

する指定管理者であった法人（法人でない団体で代表者又は管理人の定めのあるものを含む。以

下同じ。）の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の

業務に関して、前2項の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対しで

も、各本項の罰金刑を科する。

8 附則第5項及び第6項の規定は、本市の区域外においてこれらの項の罪を犯した者にも適用す

る。

9 この条例の施行後において、偽りその他不正の手段により、附則第4項の規定によりなお従前

の例によることとされた旧個人情報保護条例第24条第1項第1号又は第2号に掲げる決定に基づ

き開示を受けた者は、 5万円以下の過料に処する。

10 この条例の施行前にした旧個人情報保護条例に関する違反行為の処罰については、この条例の

施行後も、なお従前の例による。

（枚方市附属機関条例の一部改正）

11 枚方市附属機関条例の一部を次のように改正する。

別表 1の表枚方市情報公開・個人情報保護審議会の項中
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次に掲げる事項に関する調査審議

(1) 枚方市個人情報保護条例（平

成29年枚方市条例第39号）の規

定によりその権限に属させられ｜ を

た事項

(2) 情報公開制度及び個人情報保

護制度の運営に関する重要事項

人以内」を「7人以内」に改める。

情報公開制度及び個人情報保護制

度の運営についての重要事項に関

する調査審議

（枚方市附属機関条例の一部改正に伴う経過措置）

に、「15

12 この条例の施行の際現に前項の規定による改正前の枚方市附属機関条例別表1の表に規定する

枚方市情報公開・個人情報保護審議会の委員に委嘱されている者（以下「現委員」という。）の

数が、同項の規定による改正後の枚方市附属機関条例別表 1の表に規定する枚方市情報公開・個

人情報保護審議会の定数を超えているときは、同表の規定にかかわらず、現委員の任期中は、現

委員の数をもって定数とする。
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議案第 64 号

枚方市情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について

次のとおり枚方市情報公開・個人情報保護審査会条例を制定するにつき、地方自治法（昭和22年

法律第67号）第96条第1項第1号の規定により議会の議決を求める。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、枚方市情報公開・個人情報保護審査会の設

置根拠等を整備するため。
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枚方市条例第 号

枚方市情報公開・個人情報保護審査会条例

（設置）

第1条 情報公開に係る審査請求及び個人情報に係る審査請求に関する審査を行うため、地方自治

法（昭和22年法律第67号）第138条の4第3項及び行政不服審査法（平成26年法律第68号）第81

条第1項の規定に基づき、枚方市情報公開・個人情報保護審査会（以下「審査会」という。）を

置く。

（定義）

第2条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

(1) 情報公開に係る審査請求 枚方市情報公開条例（平成29年枚方市条例第40号）第14条に規定

する審査請求をいう。

(2) 個人情報に係る審査請求 個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）第106条第

1項に規定する審査請求をし、う。

(3) 諮問庁 情報公開に係る審査請求にあっては枚方市情報公開条例第15条第 1項の規定による

諮問をした同条例第2条第1項に規定する実施機関を、個人情報に係る審査請求にあっては個

人情報の保護に関する法律第105条第3項において読み替えられた同条第1項の規定による諮

問をした枚方市個人情報の保護に関する法律施行条例（令和4年枚方市条例第 号）第2条第

2項に規定する実施機関をいう。

凶） 公文書 枚方市情報公開条例第10条第1項に規定する公開決定等に係る同条例第2条第2項

に規定する公文書をし、う。

(5) 保有個人情報 個人情報の保護に関する法律第四条各項、第93条各項又は第101条各項の決

定に係る同法第60条第1項に規定する保有個人情報をいう。

（審査会の組織）

第3条審査会は、委員5人以内で組織する。

2 委員は、学識経験を有する者のうちから市長が委嘱する。

（委員の委嘱）

第4条 委員の委嘱期間は、 2年（委員を増員する場合その他特別の事情がある場合にあっては、

2年以内）とする。

2 補欠の委員の委嘱期間は、前委員の委嘱期間の残期間とする。

3 委員の再度の委嘱は、妨げない。

（臨時委員）

第5条 市長は、審査会の担任事務に関し必要があると認めるときは、臨時委員を委嘱することが

できる。

（会長及び高lj会長）

第6条審査会に、会長及び副会長を置く。
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2 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。ただし、副会長については、会長が必要と認

めるときは、その指名により定めることができる。

3 会長は、会務を総理し、審査会を代表する。

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を行う。

（会議）

第7条 審査会の会議は、会長（会長が定められていない場合にあっては、市長）が招集し、会長

がその議長となる。

2 審査会の会議は、委員（臨時委員を含む。以下同じ。）の2分の 1以上が出席しなければ、開

くことができない。

3 審査会の会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる0

4 委員は、自己の利害に関係する議事に参与することができない。

5 前各項に定めるもののほか、審査会の会議については、枚方市附属機関条例（平成24年枚方市

条例第35号）第5条第2項の規定の例による。

（会議の非公開等）

第8条審査会の会議は、非公開とする。

2 審査会の会議の議事については、会議録を作成しなければならない。

（委員の守秘義務）

第9条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、また、同様と

する。

（審査会の調査審議の手続）

第10条審査会は、必要があると認めるときは、諮問庁に対し、公文書又は保有個人情報の提示を

求めることができる。この場合においては、何人も、審査会に対し、その提示された公文書又は

保有個人情報の公開又は開示を求めることができない。

2 諮問庁は、審査会から前項の規定による求めがあったときは、これを拒んではならない。

3 審査会は、必要があると認めるときは、諮問庁に対し、公文書に記録されている情報又は保有

個人情報に含まれている情報の内容を審査会の指定する方法により分類又は整理をした資料を作

成し、審査会に提出するよう求めることができる。

4 第1項及び前項に定めるもののほか、情報公開に係る審査請求についての審査会の調査審議の

手続は、行政不服審査法第5章第1節第2款の規定の例による。

（書面等交付手数料等）

第11条 枚方市行政不服審査に関する条例（平成27年枚方市条例第44号）第11条第3項から第5項

までの規定は、前条第4項の規定によりその例によることとされる行政不服審査法第78条第4項

又は同法第81条第3項において読み替えて準用する同法第78条第4項の規定により納めなければ

ならない手数料について準用する。

2 枚方市行政不服審査に関する条例第11条第6項の規定は、送付により前条第4項の規定により

その例によることとされる行政不服審査法第78条第 1項又は同法第81条第3項において準用する
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同法第78条第1項の規定による交付を受ける者について準用する。

（委任）

第12条 この条例に定めるもののほか、審査会の組織及び運営に関し必要な事項は、市長が別に定

める。

附則

（施行期日）

1 この条例は、令和5年4月1日から施行する。

（枚方市附属機関条例の一部改正）

2 枚方市附属機関条例の一部を次のように改正する。

別表1の表枚方市情報公開・個人情報保護審査会の項を削る。

（枚方市附属機関条例の一部改正に伴う経過措置）

3 この条例の施行の際現に前項の規定による改正前の枚方市附属機関条例別表1の表に規定する

枚方市情報公開・個人情報保護審査会の委員に委嘱されている者は、第3条第2項の規定により

委嘱された審査会の委員とみなす。

（枚方市情報公開条例の一部改正）

4 枚方市情報公開条例の一部を次のように改正する。

第11条第3項中「第15条第3項」を「第15条第2項」に改める。

第15条第 1項中「枚方市附属機関条例（平成24年枚方市条例第35号）別表1の表」を「枚方市

情報公開・個人情報保護審査会条例（令和4年枚方市条例第 号）第1条」に改め、同条第2項

を削り、同条第3項中「第1項」を「前項」に改め、同項第1号中「第5項j を「第4項」に改

め、同項を同条第2項とし、同条第4項を同条第3項とし、同条第5項を同条第4項とする。

（枚方市行政不根審査に関する条例の一部改正）

5 枚方市行政不服審査に関する条例の一部を次のように改正する。

第 1条中「条例は」の次に「、別に定めるものを除くほか」を加える。

第11条第 3項中「係る」の次に「法第81条第3項において準用する」を加え、同条第4項中

「審査会は、 Jの次に「法第81条第3項において準用する」を加え、同条第6項中「又は」の次

に「法第81条第3項において準用する」を加え、 「受けたJを「受ける」に改める。



_     __     _
117

議案第 65 号

枚方市重度障害者の医療費の助成に関する条例等の一部改正について

次のとおり枚方市重度障害者の医療費の助成に関する条例等の一部を改正するにつき、地方自治

法（昭和22年法律第67号）第96条第 1項第 1号の規定により議会の議決を求める。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 生活保護法の規定による保護の停止をされている被保護者を医療費の助成の対象とする

ため。
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枚方市条例第 号

枚方市重度障害者の医療費の助成に関する条例等の一部を改正する条例

（枚方市重度障害者の医療費の助成に関する条例の一部改正）

第 1条 枚方市重度障害者の医療費の助成に関する条例（昭和49年枚方市条例第3号）の一部を次

のように改正する。

第2条第2項第1号中「被保護者」の次に「（同法第26条の規定による保護の停止をされてい

る被保護者を除く。）」を加える。

（枚方市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部改正）

第2条 枚方市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例（昭和55年枚方市条例第21号）の一部を

次のように改正する。

第2条第2項第1号中「被保護者j の次に「（同法第26条の規定による保護の停止をされてい

る被保護者を除く。）」を加える。

（枚方市子どもの医療費の助成に関する条例の一部改正）

第3条 枚方市子どもの医療費の助成に関する条例（平成5年枚方市条例第19号）の一部を次のよ

うに改正する。

第3条第2項第1号中「被保護者」の次に「（同法第26条の規定による保護の停止をされてい

る被保護者を除く。）」を加える。

第6条第3項中「市と契約を締結した病院、診療所又は薬局（以下「契約医療機関等」を「大

阪府内に所在する健康保険法第63条第3項第 1号に規定する保険医療機関若しくは保険薬局又は

同法第88条第 1項に規定する指定訪問看護事業者（以下「医療機関等」に、 「契約医療機関等

に」を「大阪府内に所在する医療機関等に」に改める。

第8条第2項中「契約医療機関等」を「大阪府内に所在する医療機関等」に改める。

附則

1 この条例は、令和5年4月 1日から施行する。ただし、第3条中枚方市子どもの医療費の助成

に関する条例第6条第3項及び第8条第2項の改正規定は、公布の日から施行する。

2 第 1条の規定による改正後の枚方市重度障害者の医療費の助成に関する条例第2条第2項第1

号、第2条の規定による改正後の枚方市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例第2条第2項

第1号及び第3条の規定による改正後の枚方市子どもの医療費の助成に関する条例第3条第2項

第 1号の規定は、この条例の施行の日以後の療養に係る医療費の助成について適用し、同日前の

療養に係る医療費の助成については、なお従前の例による。
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議案第 65 号参考資料

枚方市重度障害者の医療費の助成に関する条例等の一部改正について

新（改正後）

［枚方市重度障害者の医療費の助成に関する条例関係］

（対象者）

第2条［略］

主要な改正部分の新旧対照表

旧（現行）

［枚方市重度障害者の医療費の助成に関する条例関係］

（対象者）

第2条［略］

2 対象者のうち、次のいずれかに該当する者については、前項の規定に I2 対象者のうち、次のいずれかに該当する者については、前項の規定に

かかわらず、この条例による医療費の助成は行わない。 ｜ かかわらず、この条例による医療費の助成は行わない。

(1) 生活保護法（昭和25年法律第144号）による被保護者（同法第26条の｜ (1) 生活保護法（昭和25年法律第144号）による被保護者又は中国残留邦

規定による保護の停止をされている被保護者を除く。）文は中国残留邦

人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定

配偶者の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）による支援

給付を受けている者

(2）～（6) ［略］

3 ［略］

［枚方市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例関係］

（対象者等）

第2条［略］

人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定

配偶者の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）による支援

給付を受けている者

(2）～（6) ［略］

3 ［略］

［枚方市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例関係］

（対象者等）

第2条［略］

2 対象者のうち、次のいずれかに該当する者については、前項の規定に I2 対象者のうち、次のいずれかに該当する者については、前項の規定に

かかわらず、この条例による医療費の助成は行わない。 ｜ かかわらず、この条例による医療費の助成は行わない。

(1) 生活保護法（昭和25年法律第144号）による被保護者（同法第26条の｜ (1) 生活保護法（昭和25年法律第144号）による被保護者又は中国残留邦

規定による保護の停止をされている被保護者を除く。）又は中国残留邦

人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定

人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定

配偶者の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）による支援
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新（改正後）

配偶者の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）による支援

給付を受けている者

(2）～（4) ［略］

3・4 ［略］

［枚方市子どもの医療費の助成に関する条例関係］

（対象者）

第3条［略］

主要な改正部分の新！日対照表

旧（現行）

給付を受けている者

(2）～性）［略］

3・4 ［略］

［枚方市子どもの医療費の助成に関する条例関係］

（対象者）

第3条［略］

2 前項の規定にかかわらず、次の各号のし、ずれかに該当する者は、対象 I2 前項の規定にかかわらず、次の各号のし、ずれかに該当する者は、対象

者としない。ただし、第3号又は第4号に該当する者については、食事

の提供たる療養（病院又は診療所への入院及びその療養に伴う世話その

他の看護と併せて行うものに限る。）に係る助成に限り、対象者とする。

(1) 生活保護法（昭和25年法律第144号）の規定による被保護者」田法第

26条の規定による保護の停止をされている被保護者を除く。）

(2）～（4) ［略］

（医療証の交付等）

第6条［略］

2 ［略］

者としない。ただし、第3号又は第4号に該当する者については、食事

の提供たる療養（病院又は診療所への入院及びその療養に伴う世話その

他の看護と併せて行うものに限る。）に係る助成に限り、対象者とする。

(1) 生活保護法（昭和25年法律第144号）の規定による被保護者

(2）～（4) ［略］

（医療証の交付等）

第6条［略］

2 ［略］

3 医療証の交付を受けた者が主匿丘E']J；：所在する健康保険法第63条第三 I3 医療証の交付を受けた者が車主望童生主主事結した病院、診療所又は薬局
項第1号に規定する保険医療機関若しくは保険薬局又は同法第88条第1

項に規定する指定訪問看護事業者（以下「医療機関等」という。）におい

て助成対象医療を受けようとするときは、その保護者は、医療証を本医

（以下「契約医療機関等」とし寸。）において助成対象医療を受けようと

するときは、その保護者は、医療証を契約医療機関等に提示しなければ

ならない。ただし、市長が特別の事情があると認めるときは、この限り
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新（改正後） ｜ 旧（現行）

府内に所在する医療機関等に提示しなければならない。ただし、市長が｜ でない。

特別の事情があると認めるときは、この限りでない。

（助成の方法）

第8条［略］

（助成の方法）

第8条［略］

主要な改正部分の新旧対照表

2 前項の規定にかかわらず、市は、医療証を提示して、対象者に助成対 I2 前項の規定にかかわらず、市は、医療証を提示して、対象者に助成対

象医療が行われた場合には、大阪府内に宜主主亙医療機関等に対し、助｜ 象医療が行われた場合には、契約医療機関笠に対し、助成額を支払うこ

成額を支払うことができる。 とができる。

3 ［略］ 3 ［略］
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議案第 66 号

枚方市子どもの医療費の助成に関する条例の一部改正について

次のとおり枚方市子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正するにつき、地方自治法（昭

和22年法律第67号）第96条第1項第1号の規定により議会の議決を求める。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 対象者の年齢を拡大するため。
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枚方市条例第 号

枚方市子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

枚方市子どもの医療費の助成に関する条例（平成5年枚方市条例第19号）の一部を次のように改

正する。

第2条第 1号中「15歳」を「18歳j に改める。

附則

1 この条例は、令和5年8月1日から施行する。

2 改正後の第2条第1号の規定は、この条例の施行の日以後の療養に係る医療費の助成について

適用し、同日前の療養に係る医療費の助成については、なお従前の例による。
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議案第 66 号参考資料

枚方市子どもの医療費の助成に関する条例の一部改正について

新（改正後）

（定義）

第 2条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に

定めるところによる。

(1) 子ども 盟藍に達する日以後の最初の 3月31日までの聞にある者を

いう D

(2) ［略］

主要な改正部分の新旧対照表

旧（現行）

（定義）

第 2条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に

定めるところによる。

(1) 子ども 15歳に達する日以後の最初の 3月31日までの間にある者を

し、う。

(2) ［略］
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議案第 67 号

市長等の給与に関する条例の一部改正について

次のとおり市長等の給与に関する条例の一部を改正するにつき、地方自治法（昭和22年法律第67

号）第96条第1項第1号の規定により議会の議決を求める。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 期末手当の支給率を改定するため。
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枚方市条例第 号

市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例

第1条 市長等の給与に関する条例（昭和60年枚方市条例第14号）の一部を次のように改正する。

第5条第1項中「100分の162.5」を「100分の167.5」に改める。

第2条 市長等の給与に関する条例の一部を次のように改正する。

第5条第1項中「100分の167.5」を「100分の165」に改める。

附則

1 この条例中第1条及び次項の規定は公布の日から、第2条の規定は令和5年4月1日から施行

する。

2 第1条の規定による改正後の市長等の給与に関する条例の規定は、令和4年12月 1日から適用

する。
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議案第 67 号参考資料

市長等の給与に関する条例の一部改正について
主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

［第1条関係］ ［第1条関係］

第5条 市長等の期末手当の額は、 6月1日及び12月1日（以下これらの｜第5条 市長等の期末手当の額は、 6月1日及び12月1日（以下これらの

日を「基準日」としづ。）現在（基準日前1月以内に退職し、又は死亡｜ 日を「基準日」としづ。）現在（基準日前1月以内に退職し、又は死亡

した場合においては、退職し、又は死亡した日現在）において市長等が

受けるべき給料の月額及びこれに対する地域手当の月額並びにこれらの

合計額に100分の20を乗じて得た額の合計額に、給料月額に100分の25を

乗じて得た額を加算した額に100分の167.5を乗じて得た額に、基準日以

前6月以内の期間におけるその者の在職期間の区分に応じて枚方市職員

給与条例（昭和23年枚方市条例第103号）第34条の2第2項の表に定める

割合を乗じて得た額とする。

2 ［略］

［第2条関係］

した場合においては、退職し、又は死亡した日現在）において市長等が

受けるべき給料の月額及びこれに対する地域手当の月額並びにこれらの

合計額に100分の羽を乗じて得た額の合計額に、給料月額に100分の25を

乗じて得た額を加算した額に100分の162.5を乗じて得た額に、基準日以

前6月以内の期間におけるその者の在職期間の区分に応じて枚方市職員

給与条例（昭和23年枚方市条例第103号）第34条の2第2項の表に定める

割合を乗じて得た額とする。

2 ［略］

［第2条関係］

第5条 市長等の期末手当の額は、 6月1日及び12月1日（以下これらの｜第5条 市長等の期末手当の額は、 6月1日及び12月1日（以下これらの

日を「基準日」としづ。）現在（基準目前1月以内に退職し、又は死亡｜ 日を「基準日j としづ。）現在（基準日前1月以内に退職し、又は死亡

した場合においては、退職し、又は死亡した日現在）において市長等が

受けるべき給料の月額及びこれに対する地域手当の月額並びにこれらの

合計額に100分の20を乗じて得た額の合計額に、給料月額に100分の25を

乗じて得た額を加算した額に100分の165を乗じて得た額に、基準日以前

6月以内の期間におけるその者の在職期間の区分に応じて枚方市職員給

与条例（昭和23年枚方市条例第103号）第34条の2第2項の表に定める割

した場合においては、退職し、又は死亡した日現在）において市長等が

受けるべき給料の月額及びこれに対する地域手当の月額並びにこれらの

合計額に100分の20を乗じて得た額の合計額に、給料月額に100分の25を

乗じて得た額を加算した額に100分の167.5を乗じて得た額に、基準日以

前6月以内の期間におけるその者の在職期間の区分に応じて枚方市職員

給与条例（昭和23年枚方市条例第103号）第34条の2第2項の表に定める
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） ！日（現行）

合を乗じて得た額とする。 割合を乗じて得た額とする。

2 ［略］ 2 ［略］
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議案第 68 号

枚方市職員給与条例等の一部改正について

次のとおり枚方市職員給与条例等の一部を改正するにつき、地方自治法（昭和22年法律第67号）

第96条第1項第1号の規定により議会の議決を求める。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由

l 給料月額及び一時金に係る手当の支給率を改定するため。

2 管理職員特別勤務手当の支給対象及び額の規定を整備するため。
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枚方市条例第 号

枚方市職員給与条例等の一部を改正する条例

（枚方市職員給与条例の一部改正）

第1条 枚方市職員給与条例（昭和23年枚方市条例第103号）の一部を次のように改正する。

第12条の 3第 1項中「もの」の次に「（以下「管理職手当支給対象職員」という。）」を加

え、同条第2項中「職員」を「管理職手当支給対象職員」に改め、同条第3項本文中「管理職手

当の支給を受ける職員」を「管理職手当支給対象職員（規則で定めるものを除く。）」に改め、

同項ただし書中「職員」を「管理職手当支給対象職員」に改め、 「及び規則で定めるもの」を削

る。

第34条第1項及び第2項を次のように改める。

管理職手当支給対象職員が臨時又は緊急の必要その他の公務の運営に必要な業務として規則

で定める業務について勤務時間条例の規定により定められた週休日又は休日等（以下「週休日

等」という。）に勤務をした場合は、当該管理職手当支給対象職員には、当該勤務 1回につ

き、 12,000円を超えない範囲内において規則で定める額（当該勤務をした時間を考慮、して規則

で定める勤務をした管理職手当支給対象職員にあっては、当該額に100分の150を乗じて得た

額）を管理職員特別勤務手当として支給する。ただし、勤務時間条例第10条第3項の規定によ

り、任命権者が管理職手当支給対象職員に休日の勤務に替えて他の勤務日等の勤務を免除した

場合は、当該休日の勤務に係る管理職員特別勤務手当を支給しない。

2 前項本文に規定する場合のほか、管理職手当支給対象職員が臨時又は緊急の必要により規則

で定める業務について週休日等以外の日の午前0時から午前5時までの聞に勤務をした場合

は、当該管理職手当支給対象職員には、当該勤務 1回につき、 6,000円を超えない範囲内にお

いて規則で定める額を管理職員特別勤務手当として支給する。ただし、当該勤務が同項本文の

勤務に引き続く場合は、この限りでない。

第34条第3項中「前2項」を「前3項」に改め、同項を同条第4項とし、同条第2項の次に次

の1項を加える。

3 前2項の勤務については、規則で定める勤務をもって 1固とする。

第34条の 5第2項第1号中「100分の95」を「100分の105」に改め、同項第2号中「100分の

45」を「100分の50」に改める。

第41条第1項の表中「375,000円」を「376,000円」に改め、同条第4項中「管理職手当の支給

を受ける職員」を「管理職手当支給対象職員」に改め、同条第6項を同条第7項とし、同条第5

項中「100分の215J を「100分の225」に改め、同項を同条第6項とし、同条第4項の次に次の 1

項を加える。

5 特定任期付職員について第34条の規定を適用する場合においては、同条第1項及び第2項中

「管理職手当支給対象職員」とあるのは「特定任期付職員」と読み替えるものとする。

第41条の 2第1項の表中「165,900円」を「169,800円」に、 「174,500円」を「177,300円」
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に、「183,400円」を「186,100円」に、「195,500円」を「198,500円」に、「199,700円」を

「201,600円」に、 「203,800円」を「204,600円」に改める。

別表第2から別表第4までを次のように改める。
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別表第2 （第5条関係）

丘政職盆相表

職員の ｜＼職務 I級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級
区分

の級
号給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

再任用 1 150, 100円 205,400円 246,000円 294,400円 344,600円 382,100円 425,900円 479,600円 504,600円
職員以 2 151,200 207,200 247,500 296,400 346,600 384,800 428,000 491,500 516,500 
外の職 3 152,400 209,000 249,000 298,500 348,600 387,400 430,100 
員 4 153 500 210,800 250,300 300,500 350,600 390, 100 432,200 

5 154,600 212,400 251,800 302 400 352,300 392,500 433,900 
6 155,700 214,200 253,000 304,500 354,300 394,800 435 700 
7 156,800 216,000 254,300 306,500 356,100 397,000 437,700 
8 157,900 217,800 255,500 308,600 358,000 399,400 439,700 
9 158,900 219,200 256,800 310,300 359,900 401,200 441,600 
10 160,300 221,000 258,200 312,400 361,800 403,200 443,400 
11 161 600 222, 700 259,600 314,400 363,800 405, 100 445,200 
12 162,900 224,500 261,100 316,400 365, 700 406,900 446,900 
13 164,100 226,100 262, 700 318,100 367,700 408,800 448,700 
14 165,600 227,800 264 400 320, 100 369,600 410,600 450,200 
15 167 ,100 229,400 266,000 322,200 371,600 412,400 451,600 
16 168, 700 230,900 267,600 324,300 373,600 414,300 453,100 
17 169,800 232,200 269,400 325,500 375,100 416,100 454,500 
18 171,200 233,800 271,200 327 500 376,900 417,600 455,800 
19 172,600 235,400 272,900 329,400 378,700 419,100 457 100 
20 174,000 236,900 274,600 331,500 380,300 420,700 458 300 
21 175,300 237,900 276,200 333,400 382,100 422,300 459,300 
22 177,800 239,400 277 900 335,300 383,500 423,600 460,000 
23 180,300 240,700 279,700 337,300 385,000 424,900 460,800 
24 182,800 241,900 281,200 339,200 386,600 426,100 461,500 
25 185,200 243,100 282,400 341,100 388,000 427,300 462,200 
26 186 900 244,100 284,100 343,000 389,200 428,600 463,000 
27 188,500 245,100 285, 700 344 800 390,400 429,900 463,700 
28 190,200 246,100 287,400 346, 700 391,500 431,100 464,300 
29 191,700 247,200 289,000 348,200 392,600 432,300 464,800 
30 193,400 248,100 290,700 349,600 393,800 433,100 465,400 
31 195,200 249,000 292,500 351,100 395,000 433,900 466,000 
32 196,900 250,000 294,300 352,600 396,100 434,700 466,600 
33 198,500 250,900 295,800 354,200 396,800 435,300 467,100 
34 199,900 252,200 297,500 355,000 397,500 436,000 467,600 
35 201,400 253,400 299,000 356,200 398,200 436,700 468,000 
36 202,900 254, 700 300,600 357,200 398,900 437,400 468,300 
37 204,200 256,000 302,200 358,100 399,500 438,200 468,600 
38 205,500 257,400 303,900 359,200 400,100 439,000 
39 206,700 258,600 305,500 360,100 400,600 439,400 
40 208,000 259,800 307,200 361,200 401,000 440,100 
41 209,300 260,900 308,100 362,100 401,400 440,600 
42 210,600 262,100 309,600 362,800 401, 700 441,000 
43 211,900 263,400 311,100 363,500 402,000 441,400 
44 213,200 264,500 312, 700 364,200 402,300 441,800 
45 214,300 265,600 314,300 364,600 402,600 442,200 
46 215,600 266,600 315,900 365,200 402,900 442,600 
47 216,900 267,800 317,500 365,900 403,200 443,000 
48 218,200 268,900 319,000 366,600 403,500 443,300 
49 219,200 269,900 320,500 366,900 403,800 443,600 
50 220,300 270,900 321, 700 367,600 404,100 444,000 
51 221,300 272,000 322,900 368,300 404,400 444,300 
52 222,300 273,100 324,100 369,000 404,700 444,600 
53 223,300 274,000 324,800 369,300 405,000 444,900 
54 224,200 275,000 325, 700 369,900 405,300 
55 225,100 275,900 326,500 370,600 405,600 
56 226,000 277,000 327,300 371,200 405,900 
57 226,300 278,100 328,200 371,500 406,100 
58 227,100 279,100 328,600 406,400 
59 227,800 280,000 329,300 406,700 
60 228,500 281,000 330,100 407,000 
61 229,200 281,500 330,900 407,200 
62 230,000 282,400 331,600 407,500 
63 230, 700 283, 100 332,300 407,800 
64 231,300 284,000 333,000 408,000 
65 231,900 285,000 333,500 408,200 
66 232,500 285,800 334,100 408,500 
67 233,100 286,600 334,600 408,800 
68 233,800 287,400 335,200 409,000 
69 234,500 288,200 335,500 409,200 
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70 235,100 288,700 336,000 409,500 
71 235,600 289,100 336,400 409,800 
72 236,300 289,600 336,900 410,000 
73 237,000 289,800 337,300 410,200 
74 237,600 337,800 
75 238,200 338,300 
76 238,700 338,800 
77 239,300 339,100 
78 240,000 339,500 
79 240,700 340,000 
80 241,200 340,400 
81 241,700 340,700 
82 242,300 
83 242,900 
84 243,400 
85 243,900 
86 244,500 
87 245,100 
88 245,600 
89 246,100 
90 246,600 
91 246,900 
92 247,300 
93 247,600 

再任用
150,160 172,160 204,160 219,680 231, 760 252,080 285,440 311,920 352,800 

職員

備考この表は、他の給料表の適用を受けない職員（第3条に規定する職員を除く。）に適用する。
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別表第3 （第5条関係）
技能労務職給料表

職員の ＼職務 l級 2級 3級 4級 5級
の級

区分 号給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額
再任用 1 136,200円 187,400円 213,600円 269,400円 300,000円
職員以 2 137,100 188,700 215,000 270,500 301,700 
外の職 3 138,100 190,100 216,400 271,500 303,300 
員 4 139,000 191,300 217,800 272,300 304,800 

5 140,000 192,300 219,100 273,200 306,300 
6 141,000 193,800 220,700 274,100 307 ,900 
7 142,000 195,200 222,300 275,100 309,500 
8 143,000 196,500 223, 700 275,900 311,200 
9 143,800 197,900 224,900 276,500 312,200 
10 144,800 198,900 226,400 277,300 313,600 
11 145,800 200,200 227,900 278,200 315,000 
12 146,900 201,200 229,200 279,100 316,500 
13 147,700 202,400 230,000 280,000 317,600 
14 148,700 203,500 230, 700 281,100 319,100 
15 149,800 204,600 231,600 282,100 320,500 
16 150,800 205, 700 232,600 283,100 321,900 
17 151,900 206,600 233,200 283,800 323,500 
18 153,300 207,700 234,700 284,700 324,700 
19 154,500 208, 700 236,000 285,600 326,000 
20 155,700 209, 700 237 ,000 286, 700 327,200 
21 156,800 210,600 238,300 287,300 328,300 
22 158,000 211,700 239,500 288,200 329,200 
23 159,200 212,800 240,800 289,100 330,300 
24 160,400 213,700 242,000 290,000 331,400 
25 161,500 214,600 242,800 290,600 332,500 
26 163,000 215,500 244,000 291,600 333,600 
27 164,500 216,200 245,200 292,600 334,600 
28 166,000 217,100 246,300 293,500 335,600 
29 167,400 217,900 247,400 294,200 336,600 
30 168,800 219,100 248,400 295,100 337,600 
31 170,300 220,100 249,500 296,000 338,600 
32 171,800 220,900 250,500 296,900 339,600 
33 173,100 221,500 251,600 297,600 340,500 
34 17 4,800 222,500 252,500 298,200 341,500 
35 176,500 223,600 253,500 298,900 342,500 
36 178,200 224,700 254,500 299,700 343,500 
37 179,900 225,200 255,500 300,300 344,400 
38 181,300 226,300 256,700 301,100 345,300 
39 183,000 227,400 257 ,600 301,800 346,200 
40 184,500 228,400 258,900 302,500 347,000 
41 185,800 229,200 259,600 303,200 347,800 
42 187,200 230,200 260,600 303,900 348,600 
43 188,500 231,200 261,700 304, 700 349,400 
44 189,900 232,100 262,600 305,400 350,100 
45 191,400 233,000 263,700 306,000 350,800 
46 192,700 233,900 264,700 306, 700 351,600 
47 194,100 234,700 265,800 307,400 352,400 
48 195,500 235,400 266,500 308,100 353,100 
49 196,800 236,300 267 ,200 308,600 353,800 
50 197,900 237,300 268,000 309,100 354,500 
51 199,000 238,300 269,000 309,700 355,200 
52 200,200 239,300 270,000 310,300 355,900 
53 201,300 240,300 270,800 310,900 356,500 
54 202,400 241,300 271,800 311,600 357 ,000 
55 203,300 242,000 272,900 312,300 357 ,500 
56 204,400 242,700 273,900 313,000 358,000 
57 205,500 243,500 274,900 313,700 358,400 
58 206,400 244,400 276,000 314,400 359,200 
59 207 ,400 245,300 276,800 315,100 360,100 
60 208,400 246,000 277,900 315,800 361,200 
61 209,500 246,800 278, 700 316,500 362,100 
62 210,400 247,600 279,500 317,200 362,800 
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63 211,300 248,500 280,300 317,900 363,500 
64 212,200 249,200 281,100 318,600 364,200 
65 212,800 250,000 281,700 319,300 364,600 
66 213,600 250,600 282,500 320,000 365,200 
67 214,300 251,300 283,300 320,700 365,900 
68 215,000 251,800 284,000 321,400 366,600 
69 215,400 252,500 284,800 322,100 366,900 
70 215,800 253,100 285,500 322,800 367,600 
71 216,100 253,500 286,300 323,500 368,300 
72 216,400 253,900 287,100 324,200 369,000 
73 216,600 254,100 287, 700 324,900 369,300 
74 217,000 254,500 288,200 325,600 
75 217,400 255,000 288, 700 326,300 
76 218,000 255,500 289,100 327,000 
77 218,200 255,800 289,500 327,700 
78 218,700 256,200 289,900 328,400 
79 219,100 256,700 290,400 329,100 
80 219,500 257,200 290,900 329,800 
81 220,000 257,500 291,300 330,500 
82 220,300 257,800 291,900 331,200 
83 220,600 258,100 292,500 331,900 
84 221,000 258,400 293,100 332,600 
85 221,500 258,600 293,400 333,300 
86 221,900 258,800 293,900 334,000 
87 222,300 259,100 294,400 334, 700 
88 223,000 259,400 294,800 335,400 
89 223,400 259,600 295,200 336,100 
90 223,900 259,800 295,700 
91 224,400 260,200 296,200 
92 224,800 260,400 296,700 
93 225,100 260,700 297,000 
94 225,500 261,100 297,400 
95 225,900 261,400 297,900 
96 226,200 261,700 298,400 
97 226,500 261,900 298,800 
98 226,900 262,200 299,200 
99 227,300 262,400 299,500 
100 227,700 262, 700 299,800 
101 228,100 263,000 300,100 
102 228,500 263,200 300,500 
103 228,900 263,500 300,900 
104 229,300 263,800 301,300 
105 229,700 264,000 301,600 
106 230,200 264,200 302,000 
107 230,500 264,500 302,400 
108 230,900 264,700 302,700 
109 231,100 265,000 302,900 
110 231,500 265,300 303,200 
111 232,000 265,600 303,500 
112 232,400 265,800 303,700 
113 232,600 266,000 303,900 
114 233,100 266,300 304,200 
115 233,600 266,500 304,500 
116 234,100 266,700 304, 700 
117 234,400 267,000 304,900 
118 234,800 267,300 
119 235,200 267,600 
120 235,600 267,900 
121 236,000 268,100 

再任用
154,880 163,760 178,560 201,040 219,760 

職員

備考この表は、作業員、調理員その他これに類する職員（市長が定める職員を除く。）に適用する。
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別表第4 （第5条関係）
医療職給料表

｜＼職務
の級

1級 2級 3級 4級

号給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額
1 253,600円 338,400円 400,400円 471,700円
2 256,100 341,400 403,300 474,000 
3 258,600 344,200 405,900 476,200 
4 261,100 347,100 408,600 478,500 
5 263,300 349,800 411,000 480,700 
6 267,100 352,800 413,300 482,900 
7 270,900 355,900 415,400 485,100 
8 27 4, 700 358,700 417,300 487,300 
9 278,300 361,100 419,500 489,300 
10 282,300 363,700 422,200 491,400 
11 286,300 366,400 424,800 493,500 
12 290,300 369,200 427,500 495,600 
13 294,000 372,100 429,900 497,700 
14 298,000 375,600 432,400 499,800 
15 301,900 378,600 434,800 501,900 
16 305, 700 382,200 437 ,300 504,000 
17 309,300 385,600 439,300 506,100 
18 312,800 388,300 441,700 508,100 
19 316,300 390,800 444,000 510,100 
20 319,800 393,400 446,400 512,100 
21 323,400 396,100 447,900 513,900 
22 327,100 398,300 450,300 515,700 
23 330,500 400,200 452,600 517,600 
24 333,800 401,800 454,900 519,500 
25 337 ,300 403,800 456,900 521,200 
26 339,800 406,100 459,200 523,000 
27 342,400 408,300 461,400 524,800 
28 344,700 410,600 463, 700 526,600 
29 347,100 412,900 465,800 528,200 
30 348,900 415,000 468,100 530,000 
31 350,700 417,000 470,400 531,800 
32 352, 700 419,100 472,600 533,600 
33 354,900 421,000 474,600 535,200 
34 357,200 422,800 476,700 537 ,000 
35 359,300 424,600 478,800 538, 700 
36 361,600 426,600 480,900 540,500 
37 363,700 428,500 483,000 542,100 
38 366,100 430,500 484,800 543,700 
39 368,300 432,400 486,600 545,100 
40 370,300 434,400 488,400 546,700 
41 372,500 436,200 490,100 548,200 
42 373,500 438,000 491,900 549,600 
43 374,300 439,700 493,700 551,000 
44 375,000 441,500 495,500 552,300 
45 376,200 443,300 497,100 553,500 
46 377,600 445,100 498,800 554,500 
47 379,100 446,900 500,600 555,500 
48 380,600 448,600 502,400 556,500 
49 381,700 450,400 504,000 557,500 
50 382, 700 452,100 505,300 558,400 
51 383,700 453,900 506,600 559,300 
52 384,500 455,700 507 ,900 560,200 
53 385,400 457,600 508,900 561,000 
54 386,300 458,800 510,200 561,900 
55 387 ,000 460,000 511,500 562,800 
56 387,900 461,200 512,800 563,700 
57 388,600 462,400 513,800 564,600 
58 389,500 463,400 514,600 565,500 
59 390,300 464,400 515,400 566,400 
60 391,100 465,400 516,200 567,100 
61 391,600 466,200 517,100 568,000 
62 392,100 466,900 517,900 568,900 
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63 392,500 467 ,600 518,800 569,800 
64 393,000 468,300 519,600 570, 700 
65 393,300 469,000 520,500 571,600 
66 469,700 521,400 
67 470,400 522,100 
68 471,000 523,000 
69 471,300 523,900 
70 472,000 524,700 
71 472,700 525,600 
72 473,400 526,500 
73 473,800 527,300 
74 474,400 528,200 
75 475,100 529,100 
76 475,800 529,800 
77 476,200 530,600 
78 476,800 531,500 
79 477,400 532,400 
80 477,900 533,300 
81 4 78,500 534,100 
82 479,000 535,000 
83 479,500 535,900 
84 480,000 536,800 
85 480,400 537 ,600 
86 481,000 538,500 
87 481,400 539,400 
88 481,900 540,300 
89 482,400 541,100 
90 483,000 
91 483,600 
92 484,000 
93 484,500 
94 485,100 
95 485, 700 
96 486,300 
97 486,800 

備考この表は、医師及び歯科医師で、市長の定めるものに適用する。
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第2条 枚方市職員給与条例の一部を次のように改正する。

第34条の 5第2項第1号中「100分の105」を「100分の100」に改め、問項第2号中「100分の

50J を「100分の47.5」に改める。

第41条第6項中「100分の225J を「100分の220」に改める。

（企業職員の給与等の種類及び基準に関する条例の一部改正）

第3条 企業職員の給与等の種類及び基準に関する条例（平成16年枚方市条例第14号）の一部を次

のように改正する。

第14条の 2中「限るJの次に「。以下「管理職手当支給対象職員」という」を加え、 「に勤務

したlを「（以下「週休日等Jという。）に勤務をしたJに、 「当該職員j を「当該管理職手当

支給対象職員」に改め、同条に次のただし書を加える。

ただし、管理者が定めるところにより、管理者が管理職手当支給対象職員に休日の勤務に替

えて他の勤務日等の勤務を免除した場合には、当該休日の勤務に係る管理職員特別勤務手当を

支給しない。

第14条の2に次の 1項を加える。

2 前項本文に規定する場合のほか、管理職員特別勤務手当は、管理職手当支給対象職員が臨時

又は緊急の必要により週休日等以外の日の午前0時から午前5時までの聞に勤務をした場合

に、当該管理職手当支給対象職員に対して、当該勤務について支給する。ただし、当該勤務が

同項本文の勤務に引き続く場合には、この限りでない。

（枚方市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正）

第4条 枚方市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令和元年枚方市条例第2号）

の一部を次のように改正する。

第8条第2項中「100分の120」を「100分の125」に改める。

別表第2及び別表第3を次のように改める。
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別表第2 （第4条関係）
行政職給料表

卜＼ 職務
l級 2級

の級
号給 給料月額 給料月額

150,100円 205,400円
2 151,200 207,200 
3 152,400 209,000 
4 153,500 210,800 
5 154,600 212,400 
6 155,700 214,200 
7 156,800 216,000 
8 157,900 217,800 
9 158,900 219,200 
10 160,300 221,000 
11 161,600 222,700 
12 162,900 224,500 
13 164,100 226,100 
14 165,600 227,800 
15 167,100 229,400 
16 168,700 230,900 
17 169,800 232,200 
18 171,200 233,800 
19 172,600 235,400 
20 174,000 236,900 
21 175,300 237,900 
22 177,800 239,400 
23 180,300 240,700 
24 182,800 241,900 
25 185,200 243,100 
26 186,900 244,100 
27 188,500 245,100 
28 190,200 246,100 
29 191,700 247,200 
30 193,400 248,100 
31 195,200 249,000 
32 196,900 250,000 
33 198,500 250,900 
34 199,900 252,200 
35 201,400 253,400 
36 202,900 254,700 
37 204,200 256,000 
38 205,500 257,400 
39 206,700 258,600 
40 208,000 259,800 
41 209,300 260,900 
42 210,600 262,100 
43 211,900 263,400 
44 213,200 264,500 
45 214,300 265,600 
46 215,600 266,600 
47 216,900 267,800 
48 218,200 268,900 
49 219,200 269,900 
50 220,300 270,900 
51 221,300 272,000 
52 222,300 273,100 
53 223,300 274,000 
54 224,200 275,000 
55 225,100 275,900 
56 226,000 277,000 
57 226,300 278,100 
58 227,100 279,100 
59 227,800 280,000 
60 228,500 281,000 
61 229,200 281,500 
62 230,000 282,400 
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63 230,700 283,100 
64 231,300 284,000 
65 231,900 285,000 
66 232,500 285,800 
67 233,100 286,600 
68 233,800 287,400 
69 234,500 288,200 
70 235,100 288,700 
71 235,600 289,100 
72 236,300 289,600 
73 237,000 289,800 
74 237,600 
75 238,200 
76 238,700 
77 239,300 
78 240,000 
79 240, 700 
80 241,200 
81 241,700 
82 242,300 
83 242,900 
84 243,400 
85 243,900 
86 244,500 
87 245,100 
88 245,600 
89 246,100 
90 246,600 
91 246,900 
92 247,300 
93 247,600 

備考 この表は、他の給料表の適用を受けない会計年度任用職員に適用する。
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別表第3 （第4条関係）

卜＼ 職務 ｜ の級
号給 I 

14 I 

144,800 
145,800 
146,900 
147,700 I 

148,100 I 
149,soo I 

技能労務職給料表

l級

益社且昼
1.)0,L 

137,100 
138,100 

ゴ
1 ') I' 円00円

140,000 
141,000 
1 ,1つnnn

~ 

I 
143,000 
1丘『.800

116 

111 I 151,900 
I 18 I 153,300 
119 I 154,500 
120 I 155,100 
121 I 156,800 1 

122 I 158,ooo I 
123 I 159,200 I 
124 I 150.400 I 
125 I 151,500 I 
126 I 163,ooo I 
121 I 164,500 I 
128 I 166.ooo I 
129 I 151,400 I 
130 I 168,800 1 

131 I 110,300 
132 I 111,soo 
133 I 113,100 
134 I 174,800 
I 35 I 176,500 
136 I 178,200 1 

137 I 179,900 I 
138 I 181,300 I 
139 I 183,ooo I 
l4o I 184,500 I 
141 I 185,800 1 

142 I 181.200 
143 I 18s,500 
144 I 189,900 
145 I 191.400 
146 I 192,100 
147 I 194.100 I 

195,500 I 
196,800 
197,900 
199,000 
200,200 

同

出
回
一
日
官
一
6
－2
5
2

一
201,300 
202,400 
203.300 I 
204,400 I 
205,500 I 
205,400 I 
201.400 I 
2os,400 I 
209,500 I 
210,400 I 



_     _
142

63 211,300 
64 212,200 
65 212,800 
66 213,600 
67 214,300 
68 215,000 
69 215,400 
70 215,800 
71 216,100 
72 216,400 
73 216,600 
74 217,000 
75 217,400 
76 218,000 
77 218,200 
78 218,700 
79 219,100 
80 219 500 
81 220,000 
82 220,300 
83 220,600 
84 221,000 
85 221,500 
86 221,900 
87 222,300 
88 223,000 
89 223,400 
90 223,900 
91 224,400 
92 224,800 
93 225,100 
94 225,500 
95 225,900 
96 226 200 
97 226,500 
98 226,900 
99 227,300 
100 227,700 
101 228,100 
102 228,500 
103 228,900 
104 229,300 
105 229, 700 
106 230,200 
107 230,500 
108 230,900 
109 231,100 
110 231,500 
111 232,000 
112 232,400 
113 232,600 
114 233,100 
115 233 600 
116 234,100 
117 234,400 
118 234,800 
119 235 200 
120 235,600 
121 236,000 

備考この表は、作業員、調理員その他これに類する会計年度任用職員に適用する。



_     _
143

附則

1 この条例は、公布の日から施行する。ただし、第1条中枚方市職員給与条例第12条の 3及び第

34条の改正規定、同条例第41条の改正規定（同条第 1項の改正規定及び同条第5項の改正規定

（「100分の215」を「100分の225Jに改める部分に限る。）を除く。）並びに第3条の規定は令

和5年1月1日から、第2条及び第4条の規定は同年4月1日から施行する。

2 第1条の規定による改正後の枚方市職員給与条例（以下「新給与条例」としづ。）第41条第1

項、第41条の 2第1項及び別表第2から別表第4までの規定は令和4年4月 1日から、新給与条

例第34条の5第2項及び第41条第6項の規定は同年12月1日から適用する。この場合において、

第 1条の規定による改正前の枚方市職員給与条例の規定に基づいて支給された給与は、新給与条

例の規定による給与の内払とみなし、その差額があるときは、当該差額は この条例の施行の日

以後最初の給料の支給の日に支給する。
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議案第 68 号参考資料

枚方市職員給与条例等の一部改正について
主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） ！日（現行）

［第1条関係］ ［第1条関係］

第12条の3 管理職手当は、管理又は監督の地位にある職員のうち、市長 第12条の3 管理職手当は、管理又は監督の地位にある職員のうち、市長

が規則で定めるもの（以下「管理職手当支給対象職員」という。）につ が規則で定めるものについてその職務の特殊性に基づき支給する。

いてその職務の特殊性に基づき支給する。

2 管理職手当の額は、その管理職手当支給対象職員の属する職務の級に 2 管理職手当の額は、その嘩皇の属する職務の級における最高の号給の

おける最高の号給の給料月額の100分の25を超えない範囲で規則で定め 給料月額の100分の25を超えない範囲で規則で定める額とする。

る額とする。

3 管理職手当支給対象職員（規則で定めるものを除く。）については、 3 管理職手当の支給を受ける職員については、第24条から第26条までの

第24条から第26条までの規定は適用しない。ただし、災害救助法（昭和 規定は適用しない。ただし、災害救助法（昭和22年法律第118号）の適

22年法律第118号）の適用を受け、管理職手当支給対象職員が災害救助 用を受け、盤皇が災害救助の業務に従事した場合及び規則で定めるもの

の業務に従事した場合は、この限りでない。 は、この限りでない。

第34条 管理職手当支給対象職員が臨時又は緊急の必要その他の公務の運 第34条 第12条の3第1項に規定する規則で定める職員が臨時又は緊急の

営に必要な業務として規則で定める業務について勤務時間条例の規定に 必要その他の公務の運営の必要により勤務時間条例の規定により定めら

より定められた週休日又は休日等（以下「週休日等Jとしづ。）に勤務 れた週休日又は休日に勤務した場合は、当該職員には、管理職員特別勤

をした場合は、当該管理職手当支給対象職員にはミ当該勤務 1回につ 務手当を支給することができる。

き、 12!000円を超えない範囲内において規則で定める額（当該勤務をし

た時間を考慮して規則で定める勤務をした管理職手当支給対象職員にあ

つては、当該額に100分の150を乗じて得た額）を管理職員特別勤務手当

として支給する。ただし、勤務時間条例第10条第3項の規定により、｛壬

命権者が管理職手当支給対象職員に休日の勤務に替えて他の勤務日等の
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主要な改正部分の新！日対照表

新（改正後） 旧（現行）

勤務を免除した場合は、当該休日の勤務に係る管理職員特別勤務手当を

支給しない。

2 前項本文に規定する場合のほか、管理職手当支給対象職員が臨時又は I2 管理職員特別勤務手当の額は、前項の規定による勤務 1回につき、

緊急の必要により規則で定める業務について週休日等以外の日の午前oI 6, ooo円を超えない範囲内において規則で定める額とするの
時から午前5時までの聞に勤務をした場合は、当該管理職手当支給対象

職員には、当該勤務 1回につき、 6,000円を超えない範囲内において規

則で定める額を管理職員特別勤務手当として支給するのただし、当該勤

務が同項本文の勤務に引き続く場合は、この限りでない。

3 前2項の勤務については、規則で定める勤務をもって1固とするの

4 前3項に規定するもののほか、管理職員特別勤務手当の支給に関し必 I3 前2項に規定するもののほか、管理職員特別勤務手当の支給に関し必

要な事項は、規則で定める。 ｜ 要な事項は、規則で定める。

命任てつ従準基るめ定で
円
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の
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〆｛、

44
q
d
 
第

2命任てつ従準基る、ju出定で
向只規首同一

活
字礎基当手勉ιリ

＃
呈

斗
J
F

配

鶴

）

［

の

山「
1

当」

手

5

手

勉
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勤

／
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町、

A
吐qd
 
第

2

権者が定める割合を乗じて得た額とする。この場合において、任命権者

が支給する勤勉手当の額の、その者に所属する次の各号に掲げる職員の

区分ごとの総額は、それぞれ当該各号に定める額を超えてはならない。

(1) 前項の職員のうち再任用職員以外の職員 当該職員の勤勉手当基礎

額に当該職員がそれぞれその基準日現在（退職し、若しくは失職し、

又は死亡した職員にあっては、退職し、若しくは失職し、又は死亡し

た日現在をいう。第4項において同じ。）において受けるべき扶養手

当の月額及びこれに対する地域手当の月額の合計額を加算した額に

権者が定める割合を乗じて得た額とする。この場合において、任命権者

が支給する勤勉手当の額の、その者に所属する次の各号に掲げる職員の

区分ごとの総額は、それぞれ当該各号に定める額を超えてはならない。

(1) 前項の職員のうち再任用職員以外の職員 当該職員の勤勉手当基礎

額に当該職員がそれぞれその基準日現在（退職し、若しくは失職し、

又は死亡した職員にあっては、退職し、若しくは失職し、又は死亡し

た日現在をいう。第4項において同じ。）において受けるべき扶養手

当の月額及びこれに対する地域手当の月額の合計額を加算した額に
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

100分の105を乗じて得た額の総額 100分の95を乗じて得た額の総額

(2) 前項の職員のうち再任用職員 当該再任用職員の勤勉手当基礎額に (2) 前項の職員のうち再任用職員 当該再任用職員の勤勉手当基礎額に

100分の50を乗じて得た額の総額 100分の45を乗じて得た額の総額

3～6 ［略］ 3～6 ［略］

（特定任期付職員の給与の特例） （特定任期付職員の給与の特例）

第41条 一般職の任期付職員の採用に関する条例（平成16年枚方市条例第 第41条 一般職の任期付職員の採用に関する条例（平成16年枚方市条例第

35号。以下「任期付職員条例Jとしづ。）第2条第 1項の規定により任 35号。以下「任期付職員条例」という。）第2条第 1項の規定により任

期を定めて採用された職員（以下「特定任期付職員Jとしづ。）には、 期を定めて採用された職員（以下「特定任期付職員」という。）には、

次の給料表を適用する。 次の給料表を適用する。

？仁ヨヨ「 五合 給 料 月 額 号 高合 五合 料 月 額

1 376,000円 1 375, 000円

2 ［略］ 2 ［略］

3 ［略］ 3 ［略］

4 ［略］ 4 ［略］

2・3 ［略］ 2・3 ［略］

4 特定任期付職員について第12条の3第3項の規定を適用する場合にお 4 特定任期付職員について第12条の3第3項の規定を適用する場合にお

いては、同項中「管理職手当支給対象職員Jとあるのは「特定任期付職 いては、同項中「管理職手当の支給を受ける職員」とあるのは「特定任

員」と読み替えるものとする。 期付職員」と読み替えるものとする。

立特定任期付職員について第34条の規定を適用する場合においては、同

条第1項及び第2項中「管理職手当支給対象職員j とあるのは「特定任

期付職員」と読み替えるものとする。
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

6 特定任期付職員に対する第34条の 2第2項の規定の適用については、 5 特定任期付職員に対する第34条の2第2項の規定の適用については、

同項中「100分の120」とあるのは「100分の225J とする。 同項中「100分の120」とあるのは「100分の215J とする。

7 ［略］ 6 ［略］

（任期付常勤職員の給料の特例） （任期付常勤職員の給料の特例）

第41条の 2 任期付職員条例第3条の規定により任期を定めて採用された 第41条の2 任期付職員条例第3条の規定により任期を定めて採用された

職員（以下「任期付常勤職員」という。）には、次の給料表を適用す 職員（以下「任期付常勤職員」という。）には、次の給料表を適用す

る。 る。

干仁三1子 手合 五合 料 月 額 号 手合 車合 料 月 額

1 169,800円 1 165,900円

1 2 177,300円 1 2 174,500円

3 186, 100円 3 183,400円

1 198,500円 1 195,500円

2 2 201,600円 2 2 199, 700円

3 204,600円 3 203,800円

Vヘ／、ハゾヘ／、ハゾヘ／vヘ/'vvヘ／／八八／＼」 ~VV~'v'ゾ＼／〉＼／〉＼／〉＼介ゾヘfゾVVVVVVV＂＂＇－~－ヘノ～~vヘ 、/'v'v"VV、Jへv戸、／＼シヘ〉〈、／＼／＼ノヘゾ＇Vvv 、， .,'../'-A／ヘ／＼／ヘJ'v'//ノ＼ノ〈〉戸、／＼ノ、ノ＼／＼／ヘJ'.///'vハ、／＼／ヘ〉〈、／＼／＼／＼／ヘゾA./Vヘ〉ハ＼
~ノ／／／／／VV＇：ν〈〉〈〉〈ゾV v v vVVVV＇－ノ、へ／＼／＼／＼／＼ノ~ノ＼ノ~Vvvvvvvvvv ／＂...＿，~ノ＼ノ＼ノ＼／＼／＼ ドIiI … vvvvvvvv~~~ 1 ［略］

4 2 ［略］

3 ［略］

2 ・ 3 ［略］ 2 • 3 ［略］

［第2条関係］ ［第2条関係］

（勤勉手当） （勤勉手当）
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

第34条の5 ［略］ ｜第34条の5 ［略］

2 勤勉手当の額は、勤勉手当基礎額に、規則で定める基準に従って任命 I2 勤勉手当の額は、勤勉手当基礎額に、規則で定める基準に従って任命
権者が定める割合を乗じて得た額とする。この場合において、任命権者

が支給する勤勉手当の額の、その者に所属する次の各号に掲げる職員の

区分ごとの総額は、それぞれ当該各号に定める額を超えてはならない。

(1) 前項の職員のうち定年前再任用短時間勤務職員以外の職員 当該職

員の勤勉手当基礎額に当該職員がそれぞれその基準日現在（退職し、

若しくは失職し、又は死亡した職員にあっては、退職し、若しくは失

職し、又は死亡した日現在をいう。第4項において同じ。）において

受けるべき扶養手当の月額及びこれに対する地域手当の月額の合計額

を加算した額に100分の100を乗じて得た額の総額

(2) 前項の職員のうち定年前再任用短時間勤務職員 当該定年前再任用

短時間勤務職員の勤勉手当基礎額に100分の47.5を乗じて得た額の総

額

3～6 ［略］

（特定任期付職員の給与の特例）

第41条［略］

2～5 〔略］

6 特定任期付職員に対する第34条の2第2項の規定の適用については、

同項中「100分の120J とあるのは「100分の220J とする。

7 ［略］

権者が定める割合を乗じて得た額とする。この場合において、任命権者

が支給する勤勉手当の額の、その者に所属する次の各号に掲げる職員の

区分ごとの総額は、それぞれ当該各号に定める額を超えてはならない。

(1) 前項の職員のうち定年前再任用短時間勤務職員以外の職員 当該職

員の勤勉手当基礎額に当該職員がそれぞれその基準日現在（退職し、

若しくは失職し、又は死亡した職員にあっては、退職し、若しくは失

職し、又は死亡した日現在をいう。第4項において同じ。）において

受けるべき扶養手当の月額及びこれに対する地域子当の月額の合計額

を加算した額に100分の105を乗じて得た額の総額

(2) 前項の職員のうち定年前再任用短時間勤務職員 当該定年前再任用

短時間勤務職員の勤勉手当基礎額に旦立公~を乗じて得た額の総額

3～6 ［略］

（特定任期付職員の給与の特例）

第41条［略］

2～5 ［略］

6 特定任期付職員に対する第34条の2第2項の規定の適用については、

同項中「100分の120」とあるのは「100分の225」とする。

7 ［略］
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

［第3条関係］ ［第3条関係］

（管理職員特別勤務手当） （管理職員特別勤務手当）

第14条の2 管理職員特別勤務手当は、第4条の規定に基づき管理職手当｜第14条の2 管理職員特別勤務手当は、第4条の規定に基づき管理職手当

を支給される職員（管理者が定める者に限るの以下「管理職手当支給対｜ を支給される職員（管理者が定める者に限る。）が臨時又は緊急の必要

象職員j という。）が臨時又は緊急の必要その他の業務の運営の必要に

より週休日又は休日等（以下「週休日等j とし寸。）に勤務をした場合

に、当該管理職手当支給対象職員に対して、当該勤務について支給す

る。ただし、管理者が定めるところにより、管理者が管理職手当支給対

象職員に休日の勤務に替えて他の勤務日等の勤務を免除した場合には、

当該休日の勤務に係る管理職員特別勤務手当を支給しない。

2 前項本文に規定する場合のほか、管理職員特別勤務手当は、管理職手

当支給対象職員が臨時又は緊急の必要により週休日等以外の日の午前0

時から午前5時までの聞に勤務をした場合に、当該管理職手当支給対象

職員に対して、当該勤務について支給する。ただし、当該勤務が同項本

文の勤務に引き続く場合には、この限りでないの

［第4条関係］

（期末手当）

第8条［略］

その他の業務の運営の必要により週休日又は休日等に勤務した場合に

当蓋盤皇に対して、当該勤務について支給する。

［第4条関係］

（期末手当）

第8条［略］

2 期末手当の額は、期末手当基礎額に100分の125を乗じて得た額に、基 Iz 期末手当の額は、期末手当基礎額に100分の120を乗じて得た額に、基
準日以前6月以内の期間におけるその者の在職期間の区分に応じて、次

の表に定める割合を乗じて得た額とする。

表［略］

準日以前6月以内の期間におけるその者の在職期間の区分に応じて、次

の表に定める割合を乗じて得た額とする。

表［略］
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議案第 69 号

枚方市職員の退職手当に関する条例の一部改正について

次のとおり枚方市職員の退職手当に関する条例の一部を改正するにつき、地方自治法（昭和22年

法律第67号）第96条第 1項第1号の規定により議会の議決を求める。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 国家公務員の取扱いに準じ、非常勤職員の退職手当の支給に関する規定を整備するた

め。
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枚方市条例第 号

枚方市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

枚方市職員の退職手当に関する条例（昭和38年枚方市条例第18号）の一部を次のように改正す

る。

第2条第2項中「含む」の次に「。第10条第2項において「勤務日数」という」を、 「18日」の

次に「（枚方市の休日に関する条例（平成3年枚方市条例第3号）第2条第1項に規定する市の休

日の日数を除く 1月の日数が20日に満たない場合にあっては、 18日から20日と当該日数との差に相

当する日数を減じた日数。第10条第2項において「職員みなし日数」という。）」を加える。

第10条第2項中「職員について定められている勤務時間以上勤務した日（法令又は条例若しくは

これに基づく規則により、勤務を要しないこととされ、又は休暇を与えられた日を含む。）が18

日」を「勤務日数が職員みなし日数」に、 「すべての」を「全ての」に改める。

附則

1 この条例は、令和5年1月1日から施行する。

2 改正後の第2条第2項及び第10条第2項の規定は、この条例の施行の日以後の期間における退

職手当の支給の基礎となる勤続期間の計算について適用し、同日前の期間における退職手当の支

給の基礎となる勤続期間の計算については、なお従前の例による。
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議案第 69 号参考資料

枚方市職員の退職手当に関する条例の一部改正について

（退職手当の支給）

第2条［略］

新（改正後）

（退職手当の支給）

第2条［略］

！日（現行）

主要な改正部分の新！日対照表

2 職員以外の者のうち、職員について定められている勤務時間以上勤務 I2 職員以外の者のうち、職員について定められている勤務時間以上勤務

した日（法令又は条例若しくはこれに基づく規則により、勤務を要しな｜ した日（法令又は条例若しくはこれに基づく規則により、勤務を要しな

いこととされ、又は休暇を与えられた日を含む。第10条第2項において

「勤務日数j としづ。）が18日（枚方市の休日に関する条例（平成3年

枚方市条例第3号）第2条第1項に規定する市の休日の日数を除く 1月

の日数が20日に満たない場合にあっては、 18日から20日と当該日数との

差に相当する日数を減じた日数。第10条第2項において「職員みなし日

数」という。）以上ある月が引き続いて12月を超えるに至ったもので、

その超えるに至った日以後引き続き当該勤務時間により勤務することと

されているものは、職員とみなして、この条例（第4条中11年以上25年

未満の期間勤続した者の通勤による負傷又は病気（以下「傷病」という。）

による退職及び死亡による退職に係る部分以外の部分並びに第5条中公

務上の傷病又は死亡による退職に係る部分並びに25年以上勤続した者の

通勤による傷病による退職及び死亡による退職に係る部分以外の部分を

除く。）の規定を適用する。ただし、地方公務員法第22条の2第1項第

1号に掲げる職員については、この限りでない。

（失業者の退職手当）

第10条［略］

いこととされ、又は休暇を与えられた日を含む。）が18日以上ある月が

引き続いて12月を超えるに至ったもので、その超えるに至った日以後引

き続き当該勤務時間により勤務することとされているものは、職員とみ

なして、この条例（第4条中11年以上25年未満の期間勤続した者の通勤

による負傷又は病気（以下「傷病j としづ。）による退職及び死亡によ

る退職に係る部分以外の部分並びに第5条中公務上の傷病又は死亡によ

る退職に係る部分並びに25年以上勤続した者の通勤による傷病による退

職及び死亡による退職に係る部分以外の部分を除く。）の規定を適用す

る。ただ、し、地方公務員法第22条の2第1項第1号に掲げる職員につい

ては、この限りでない。

（失業者の退職手当）

第10条［略］
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

2 前項の基準勤続期間とは、職員としての勤続期間をし寸。この場合に I2 前項の基準勤続期間とは、職員としての勤続期間をしづ。この場合に

おいて、当該勤続期間に係る職員となった日前に職員又は職員以外の者｜ おいて、当該勤続期間に係る職員となった日前に職員又は職員以外の者

で勤務日数が職員みなし日数以上ある月が 1月以上あるもの（季節的業｜ で職員について定められている勤務時間以上勤務した日（法令又は条例

務に4月以内の期間を定めて雇用され、又は季節的に4月以内の期間を｜ 若しくはこれに基づく規則により、勤務を要しないこととされ、又は休

定めて雇用されていた者にあっては、引き続き当該所定の期間を超えて

勤務したものに限る。）であった者（以下この項において「職員等Jと

いう。）で、あったことがあるものについては、当該職員等であった期間

を含むものとし、当該勤続期間又は当該職員等で、あった期間に次の各号

に掲げる期間が含まれているときは、当該各号に掲げる期間に該当する

全ての期間を除く。

(1）・（2) ［略］

3～17 ［略］

暇を与えられた日を含む。）が18日以上ある月が 1月以上あるもの（季

節的業務に4月以内の期間を定めて雇用され、又は季節的に4月以内の

期間を定めて雇用されていた者にあっては、引き続き当該所定の期聞を

超えて勤務したものに限る。）であった者（以下この項において「職員

等j という。）であったことがあるものについては、当該職員等であっ

た期間を含むものとし、当該勤続期間又は当該職員等であった期間に次

の各号に掲げる期間が含まれているときは、当該各号に掲げる期間に該

当する士三エ！！）＿＿期間を除く。

(1）・（2) ［略］

3～17 ［略］
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議案第 70 号

枚方市附属機関条例の一部改正について

次のとおり枚方市附属機関条例の一部を改正するにつき、地方自治法（昭和22年法律第67号）第

96条第1項第1号の規定により議会の議決を求める。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 枚方市生活困窮者等就労準備支援事業者選定審査会等を設置するため。
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枚方市条例第 号

枚方市附属機関条例の一部を改正する条例

枚方市附属機関条例（平成24年枚方市条例第35号）の一部を次のように改正する。

別表1の表枚方市人事行政制度調査審議会の項の次に次のように加える。

枚方市生活 枚方市生活困窮者等就労準備支援 5人 (1) 学識経験を有する者

困窮者等就 事業を委託する事業者の選定に関 以内 (2) 医療に関する専門的知識

労準備支援 する審査 を有する者

事業者選定 (3) 自立支援に関する専門的

審査会 知識を有する者

(4) 雇用に関する専門的知識

を有する者

枚方市生活 枚方市生活保護受給者等就労支援 5人 (1) 学識経験を有する者

保護受給者 事業を委託する事業者の選定に関 以内 (2) 医療に関する専門的知識

等就労支援 する審査 を有する者

事業者選定 (3) 自立支援に関する専門的

審査会 知識を有する者

(4) 雇用に関する専門的知識

を有する者

附員!J

この条例は、公布の日から施行する。

答申

の日

まで

答申

の日

まで
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議案第 70 号参考資料

枚方市附属機関条例の一部改正について

別表（第1条、第2条関係）

1 市長の附属機関

新（改正後）

名称 担任事務
委員の
定数
委員の構成

委員の
委嘱期間

別表（第1条、第2条関係）

1 市長の附属機関

旧（現行）

名称 担任事務
委員の
定数

主要な改正部分の新！日対照表

委員の
委員の構成 i委嘱期間

＼／＼ Vヘ、ハ、八／〉＼／＼／い〉ヘ/'V",.A/~人～へ/Vγいゾヘノい＼ハ／＼／＼／＼ハV-v'/V'-vヘん〈〉ヘノゾ〉〈ゾヘ／＼／＼ノ ｜ ’＼／＼汗〉ヘハゾヘ〈／＼ヘ／＼／ゾ、ハ〉＼／＼／＼んへ／＼／げし～～～ヘノ＼／〉＼入〈／ へん八八八八0/'v

V ＇，.／＇－ノ＼／＼／＼／／＼／＼／＼／＼／＼ノ＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／〉〉〉〉〉〉〉 ＼／＼／＼／＼／ 

枚方市人事 ［略］ ［略］

行政制度調

査審議会

枚方市生活 枚方市生活困窮者等就労 5人

困窮者等就 準備支援事業を委託する 以内

労準備支援 事業者の選定に関する審

事業者選定 査

査室全

枚方市生活 枚方市生活保護受給者等 5人

保護受給者 就労支援事業を委託する 以内

等就労支援 事業者の選定に関する審

事業者選定 査

査室全

/'v v v v"',./V＇－／ヘ／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／九／＼／＼／＼／＼／＼ど

［略］

ill 学識経験を有する 答申の
者 日まで

(g)_ 医療に関する専門

的知識を有する者

(3) 自立支援に関する

専門的知識を有する

者

(4) 雇用に関する専門

的知識を有する者

ill学識経験を有する 答申の
者 日まで

(g)_ 医療に関する専門

的知識を有する者

i.fil 自立支援に関する
専門的知識を有する

者

へ~＂ノ＼ノVVV'v'ゾVVVVVV'J'VVVVVVVVVVVVVV'V'/VVVVVVVVVVVVVVV'V'0/V、ノ＼／＼〈

枚方市人事｜ ［略］

行政制度調

査審議会

［路］｜［略］
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新（改正後）

回雇用に関する専門

的知識を有する者

し…二：：：1V＇，＝二人二二二コ…一二仁ふーん一一ニムム］
ゾ＼ヘム／＼ム八A/V,Vゾ＼ノ＼ムJへ~八／＼λ/VV'V'v'vVVペゾVVVV'V',へ介vVV'vV'vv~ん~ペゾV~＂＇.／‘

枚方市老人｜［略］

ホーム入所

判定審査会

［略］｜［略］

主要な改正部分の新！日対照表

旧（現行）

I I I I I I 
ヘノ~；~ノヘ/V、Jヘ／＇v"Vv"'v＇°＂＇ノヘゾへ、~／VVへノ＼、JへJ＇、~/V"-/'v'v、／＇－，A、／~~／＇－ゾヘ、AA／＇、介vへ、／、、ノヘv"v＇イヘvハ＼ノヘf、Aノ、

枚方市老人｜［略］

ホーム入所

判定審査会

［略］｜［略］
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議案第 71 号

枚方市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の一部を

改正する条例について

次のとおり枚方市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の一部を改

正するにつき、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第1項第1号の規定により議会の議決を

求める。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 農地利用最適化推進委員の定数を見直すため。
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枚方市条例第 号

枚方市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の一部を改正する

条例

枚方市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例（平成28年枚方市条例

第39号）の一部を次のように改正する。

第2項中「7人」を「6人j に改める。

附則

1 この条例は、公布の日から施行する。

2 改正後の枚方市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の規定は、

この条例の施行の際現に農地利用最適化推進委員に委嘱されている者の任期満了後に委嘱する農

地利用最適化推進委員の定数について適用する。
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議案第 71 号参考資料

枚方市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の一部改正について
主要な改正部分の新！日対照表

新（改正後） 旧（現行）

1 ［略］ 1 ［略］

2 法第18条第2項の規定により条例で定める農地利用最適化推進委員の 2 法第18条第2項の規定により条例で定める農地利用最適化推進委員の

定数は、 6人とする。 定数は、ヱムとする。
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議案第 72 号

枚方市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

次のとおり枚方市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正するにつ

き、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第1項第1号の規定により議会の議決を求める。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 個人番号を利用し、又は提供することができる事務及び情報の範囲を見直すため。
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枚方市条例第 号

枚方市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

枚方市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例（平成27年枚方市条例第34号）の一

部を次のように改正する。

別表第1の2の項中「又は中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律Jを「、中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永

住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律」に改め、 「中国残留邦人等

支援給付関係情報」という。）」の次に「又は生活に困窮する外国人に対する生活保護法による保

護に準じた措置の実施に関する情報（以下「外国人生活保護実施関係情報」という。）」を加え、

同表3の項中「又は中国残留邦人等支援給付関係情報」を「、中国残留邦人等支援給付関係情報又

は外国人生活保護実施関係情報」に改め、同表4の項中「若しくは養育医療関係情報又はその他

の」を「、養育医療関係情報、外国人生活保護実施関係情報又は」に改め、同表9の項中「又は介

護保険法」を「、介護保険法」に改め、 「という。）」の次に「又は外国人生活保護実施関係情

報」を加え、同表10の項及び15の項中「又は介護保険料関係情報」を「、介護保険料関係情報又は

外国人生活保護実施関係情報」に改め、同表17の項中「又は介護保険法」を「、介護保険法」に改

め、 「関する情報」の次に「又は外国人生活保護実施関係情報」を加え、同表に次のように加え

る。

21 市長 生活に困窮する外国人に対する 身体障害者手帳関係情報、精神障害者保健福

生活保護法による保護に準じた 祉手帳関係情報又は地方税関係情報であって

措置の決定及び実施又は徴収金 規則で定めるもの

の徴収に関する事務であって規

員IJで定めるもの

別表第2の1の項中「又は地方税関係情報」を「、地方税関係情報又は外国人生活保護実施関係

情報」に改める。

附則

この条例は、公布の日から施行する。
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議案第 72 号参考資料

枚方市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について
主要な改正部分の新！日対照表

新（改正後） 旧（現行）

別表第1 （第3条関係） 別表第1 （第3条関係）

項 執行機関 事 務 特定個人情報 項 執行機関 事 務 特定個人情報

1 1 

月lj 自リ

除 ｜徐

2 ［略］ ［略］ 身体障害者福祉法（昭和24年 2 ［略］ ［略］ 身体障害者福祉法（昭和24年

法律第283号）による身体障害 法律第283号）による身体障害

者手I帳に関する情報（以下「身 者手帳に関する情報（以下「身

体障害者手帳関係情報」とい 体障害者手帳関係情報」とい

う。）、精神保健及び精神障害 う。）、精神保健及び精神障害

者福祉に関する法律（昭和25 者福祉に関する法律（昭和25

年法律第123号）による精神障 年法律第123号）による精神障

害者保健福祉手帳に関する情 害者保健福祉手帳に関する情

報（以下「精神障害者保健福 報（以下「精神障害者保健福

祉手帳関係情報」という。）、 祉手帳関係情報j という。）、

生活保護法（昭和25年法律第 生活保護法（昭和25年法律第

144号）による保護の実施に関 144号）による保護の実施に関

する情報（以下「生活保護実 する情報（以下「生活保護実

施関係情報j という。）、地方 施関係情報」という。）、地方
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

税法（昭和25年法律第226号） 税法（昭和25年法律第226号）

その他の地方税（同法第1条 その他の地方税（同法第1条

第 1項第4号に規定する地方 第 1項第4号に規定する地方

税をいう。以下同じ。）に関す 税をし、う。以下同じ。）に関す

る法律に基づく条例の規定に る法律に基づく条例の規定に

より算定した税額若しくはそ より算定した税額若しくはそ

の算定の基礎となる事項に関 の算定の基礎となる事項に関

する情報（以下「地方税関係 する情報（以下「地方税関係

情報」という。）、国民健康保 情報」という。）、国民健康保

険法（昭和33年法律第192号） 険法（昭和33年法律第192号）

による保険給付の支給若しく による保険給付の支給若しく

は保険料の徴収に関する情報 は保険料の徴収に関する情報

（以下「国民健康保険関係情 （以下「国民健康保険関係情

報」という。）、母子保健法（昭 報」としづ。）、母子保健法（昭

和40年法律第141号）による養 和40年法律第141号）による養

育医療の給付若しくは養育医 育医療の給付若しくは養育医

療に要する費用の支給に関す 療に要する費用の支給に関す

る情報（以下「養育医療関係 る情報（以下「養育医療関係

情報Jという。）、高齢者の医 情報Jという。）、高齢者の医

療の確保に関する法律（昭和 療の確保に関する法律（昭和

57年法律第80号）による後期 57年法律第80号）による後期

高齢者医療給付の支給若しく 高齢者医療給付の支給若しく
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主要な改正部分の新｜日対照表

新（改正後） 旧（現行）

は保険料の徴収に関する情報 は保険料の徴収に関する情報

（以下「後期高齢者医療給付 （以下「後期高齢者医療給付

等関係情報」という。）、中国 等関係情報」という。）又は中

残留邦人等の円滑な帰国の促 国残留邦人等の円滑な帰国の

進並びに永住帰国した中国残 促進並びに永住帰国した中国

留邦人等及び特定配偶者の白 残留邦人等及び特定配偶者の

立の支援に関する法律（平成 自立の支援に関する法律（平

6年法律第30号）による支援 成 6年法律第30号）による支

給付（以下「中国残留邦人等 援給付（以下「中国残留邦人

支援給付」としづ。）の支給に 等支援給付」という。）の支給

関する情報（以下「中国残留 に関する情報（以下「中国残

邦人等支援給付関係情報Jと 留邦人等支援給付関係情報」

いう。）又は生活に困窮する外 という。）で、あって規則で定め

国人に対する生活保護法によ るもの

る保護に準じた措置の実施に

関する情報（以下「外国人生

活保護実施関係情報J とい

ムヰLで、あって規則で定めるも
の

3 ［略］ ［略］ 身体障害者手帳関係情報、精 3 ［略］ ［略］ 身体障害者手帳関係情報、精

神障害者保健福祉手帳関係情 神障害者保健福祉手，，張関係情

報、生活保護実施関係情報、 報、生活保護実施関係情報、
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

地方税関係情報、国民健康保 地方税関係情報、国民健康保

険関係情報、児童扶養手当法 険関係情報、児童扶養手当法

（昭和36年法律第238号）によ （昭和36年法律第238号）によ

る児童扶養手当の支給に関す る児童扶養手当の支給に関す

る情報（以下「児童扶養手当 る情報（以下「児童扶養手当

関係情報」という。）、養育医 関係情報」という。）、養育医

療関係情報、後期高齢者医療 療関係情報、後期高齢者医療

給付等関係情報、中国残留邦 給付等関係情報又は中国残留

人等支援給付関係情報又は外 邦人等支援給付関係情報であ

国人生活保護実施関係情報で って規則で定めるもの

あって規則で定めるもの

4 ［略］ ［略］ 生活保護実施関係情報、国民 4 ［略］ ［略］ 生活保護実施関係情報、国民

健康保険関係情報、養育医療 健康保険関係情報若しくは養

関係情報、外国人生活保護実 育医療関係情報又はその他の

施関係情報又は枚方市子ども 枚方市子どもの医療費の助成

の医療費の助成に関する条例 に関する条例による医療費の

による医療費の助成に関し必 助成に関し必要な情報であっ

要な情報であって規則で定め て規則で定めるもの

るもの

、／'vハV'ジヘJVVVV～へ／＼／、/'vヘvへへヘゾヘハ＼／＼／＼戸、ハV'V'vヘ／、戸、ハvパ'v'vヘ〉ヘゾへ／v、／＼／、ハ＼ノ＼ハ Jヘ／ヘ＼ノヘ／九ハゾVVヘ/'v＇＂ノ＼ノ＼／＼ /"'-J~/'-/"'-A/'-J~/\/‘//\ ＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／、＿／·J·,AA／＂＂－／ヘ.／，／＇J.'/',A/'J'J'J'J'AAAAA／＂－.／＇·，／·＂－，·へ）ノ＂／《＇＞.／＂.／•.＿，，＂"J 、／，／
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） ！日（現行）

9 ［略］ ［略］ 生活保護実施関係情報、国民 9 ［略］ ［略］ 生活保護実施関係情報、国民

健康保険法による保険料の徴 健康保険法による保険料の徴

収に関する情報、高齢者の医 収に関する情報、高齢者の医

療の確保に関する法律による 療の確保に関する法律による

保険料の徴収に関する情報」 保険料の徴収に関する情報又

介護保険法（平成9年法律第 は介護保険法（平成9年法律

123号）による保険料の徴収に 第123号）による保険料の徴収

関する情報（以下「介護保険 に関する情報（以下「介護保

料関係情報j という。）又は外 険料関係情報Jという。）であ

国人生活保護実施関係情報で って規則で定めるもの

あって規則で定めるもの

10 ［略］ ［略］ 生活保護実施関係情報、中国 10 ［略］ ［略］ 生活保護実施関係情報、中国

残留邦人等支援給付関係情 残留邦人等支援給付関係情報

報、介護保険料関係情報又は 又は介護保険料関係情報であ

外国人生活保護実施関係情報 って規則で定めるもの

であって規則で定めるもの

VVVv'v／，~／＂ノ＼／＼／＼／＼／＼／へ／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼戸，／'v~＂－/'v'v/'v/'v'v~／＇v/V、vhv'v＇＂－ノ＼／＼／、／＇－A/'V'V'-A/'vV'v ＼／＼／＼／＼ノ＼／＼／＼／＼／＼／〉〉〉〉〉／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼ノ V'v''/'J'v'VV'v"vVVVVVVVV'v~Vv''v''v''v/V／＂＂.，~ヘ／＼／＼／＼／＼／＼／＼

＇~，V~／'v/'v'v'v""'/v',A/'v'v~'v'VV'vA.,,ヘ／V',./'v~／ VAA-/VV'V'/'v"v'vv／~~，~~ '/'vVV'vヘ／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／ノ～~／~，／、v＂＇..，，~"'v~VV~VV~＇s.,／＇、／＼／＼／＼／＼’＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼

15 ［略］ ［略］ 生活保護実施関係情報、国民 15 ［略］ ［略］ 生活保護実施関係情報、国民

健康保険関係情報、中国残留 健康保険関係情報、中国残留

邦人等支援給付関係情報、介 邦人等支援給付関係情報又は

護保険料関係情報又は外国人 介護保険料関係情報であって
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） ｜日（現行）

生活保護実施関係情報であっ 規則で定めるもの

て規則で定めるもの

16 ［略］ ［略］ ［略］ 16 ［略］ ［略］ ［略］

17 ［略］ ［略］ 中国残留邦人等支援給付関係 17 ［略］ ［略］ 中国残留邦人等支援給付関係

情報、介護保険法による保険 情報又は介護保険法による保

給付の支給に関する情報又は 険給付の支給に関する情報で

外国人生活保護実施関係情報 あって規則で定めるもの

で、あって規則で定めるもの

18 ［略］ ［略］ ［略］ 18 ［略］ ［略］ ［略］

19 ［略］ ［略］ ［略］ 19 ［略］ ［略］ ［略］

20 ［略］ ［略］ ［略］ 20 ［略］ ［略］ ［略］

21 車長 生活に困窮する外国 身体障害者手帳関係情報、精

人に対する生活保護 神障害者保健福祉手帳関係情

法による保護に準じ 報又は地方税関係情報であっ

た措置の決定及び実 て規則で定めるもの

施又は徴収金の徴収

に関する事務であっ

て規則で定めるもの

別表第2 （第4条関係） 別表第2 （第4条関係）
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

項
情報照

事 務
情報提

特定個人情報 項
情報照

事 務
情報提

特定個人情報
会機関 供機関 会機関 供機関

1 ［略］ ［略］ ［略］ 生活保護実施関係情 1 ［略］ ［略］ ［略］ 生活保護実施関係情

報、地方税関係情報 報又は地方税関係情

又は外国人生活保護 並であって規則で定

実施関係情報であっ めるもの

て規則で定めるもの
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議案第 73 号

枚方市一般廃棄物の減量及び適正処理の促進等に関する条例の一部改正について

次のとおり枚方市一般廃棄物の減量及び適正処理の促進等に関する条例の一部を改正するにつ

き、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第1項第1号の規定により議会の議決を求める。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 許可を受けた者が持ち込んだごみ等の処理手数料の額を改定するため。
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枚方市条例第 号

枚方市一般廃棄物の減量及び適正処理の促進等に関する条例の一部を改正する条例

枚方市一般廃棄物の減量及び適正処理の促進等に関する条例（平成5年枚方市条例第30号）の一

部を次のように改正する。

別表第1ごみ等の項中「90」を「150」に改める。

附則

1 この条例は、令和5年12月1日から施行する。

2 改正後の別表第1の規定は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後に持ち込ま

れたごみ等の処分について適用し、施行目前に持ち込まれたこ、み等の処分については、なお従前

の伊jによる。

3 施行日から令和 7年11月30日までの聞に持ち込まれたご、み等の処分についての改正後の別表第

1の規定の適用については、同表ごみ等の項中「150」とあるのは、 「120」とする。
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議案第 73 号参考資料

枚方市一般廃棄物の減量及び、適正処理の促進等に関する条例の一部改正について
主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

別表第1 （第23条関係） 別表第1 （第23条関係）

け~ι~~~~~勺三一「E ｜種類｜名 称｜ 取扱区分 ｜単位｜金額l
、／＼／＼／＼／＼／へ、／ヘ／＼ノヘ／へノヘ／＼／＼／＼／＼／＼／＼／〉へ／＼ノ＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／、ノ~／Vvv vv  vv  ＼戸＼／＼／＼／「Jへ〉ハv'vヘ／＼／＼／＼／＼／＼

＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼／＼ノ＼／＼／＼／＼／＼／＼ノ'Vv/V'v/V'/VV°" /v  vvv  vvv  vv  /'v-''v'V'../'v'v'V'v'VVVV'"./'vV'v',/vヘゾ"v'y''-._/""A_/V、－.，／＇v＂，~V γ 〉〉〉〉〉／＼／＼／＼／＼ノヘ；~V/"-/'V'v＂－.，ノ＼／＼／

ごみ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］ ごみ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］

等 ［略］ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］ 等 ［略］ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］

［略］ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］

［略］ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］

持込みごみ処理 市長が ［略］ ［略］ ［略］ ［略］ 持込みごみ処理 市長が ［略］ ［略］ ［略］ ［略］

手数料 指定す ［略］ ［略］ ［略］ 手数料 指定す ［略］ ［略］ ［略］

る場所 許可を受けた者 10キロ 150 る場所 許可を受けた者 10キロ 90 

に搬入 が持ち込んだご グラム に搬入 が持ち込んだご グラム

したご み等 したご み等

み等の み等の

処分 処分

備考 ［略］ 備考 ［略］
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議案第 74 号

枚方市都市公園条例及び枚方市附属機関条例の一部を改正する条例の一部改正について

次のとおり枚方市都市公園条例及び枚方市附属機関条例の一部を改正する条例の一部を改正する

につき、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第 1項第 1号の規定により議会の議決を求め

る。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 指定管理者制度の円滑な実施に向け、有料施設の使用区分等を見直すため。
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枚方市条例第 号

枚方市都市公園条例及び枚方市附属機関条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

枚方市都市公園条例及び枚方市附属機関条例の一部を改正する条例（令和4年枚方市条例第23

号）の一部を次のように改正する。

第 1条のうち、枚方市都市公闘条例（昭和49年枚方市条例第22号）第3条ただし書の改正規定の

次に次のように加える。

第4条第3項中「から第5号まで」を「及び第4号」に改め、第4号を削り、第5号を第4号

とし、第6号から第8号までを 1号ずつ繰り上げる。

第 1条のうち、枚方市都市公園条例第5条の改正規定の次に次のように加える。

第10条第2項中「有料施設（」の次に「王仁公園プール、」を加え、 「（以下この条において

「有料施設等」という。） J及び「（王仁公園プーノレにあっては、 7月1日から 8月31日までの

日） Jを削り、同条第4項中「前2項」を「前3項」に改め、問項を同条第5項とし、同条第 3

項中「有料施設等」を「有料施設（会議室及び駐車場を除く。）及び鏡伝池緑地（次項において

「有料施設等」という。）」に改め、同項を同条第4項とし、同条第2項の次に次の 1項を加え

る。

3 王仁公園プールの供用日は、次の各号に掲げる使用の目的の区分に応じ、当該各号に定める

日とする。

(1）遊泳次に掲げる日

イ 学校教育法施行令（昭和28年政令第340号）第29条第 1項の規定により定められた枚方

市立小学校及び中学校の夏季における休業日（ロにおいて「夏季休業日」としづ。）

ロ 6月1日から 9月30日までの間（夏季休業日を除く。）において指定管理者が市長の承

認を得て定める日

(2) 遊泳以外 12月29日から翌年の 1月3日まで及び前号に定める日以外の日

第11条第1項に次のただし書を加える。

ただし、当該有料施設を使用しようとする日前規則で定める日において、市長の登録を受け

た団体が当該有料施設の使用の許可に係る申請をしていない場合又は市長と事前に協議を行っ

た場合であって、市長が特に認めたときは、この限りでない。

第12条第 1項中「若しくは」を「又は」に改め、 「、又はその施設を目的外に使用しJを削

る。

第 1条のうち、枚方市都市公園条例第16条第2項の改正規定中「、公園」の次に「の占用、公

園Jを加え、 「又は公園における行為」を「又は公園の占用」に、 「別表第5」を「から別表第5

まで」に、 「31J表第4」を「及び別表第3」に改め、同条第3項の改正規定中「中「使用料」を

「前2項の使用料Jに改める」を「を同条第4項とし、同条第2項の次に次の 1項を加えるj に改

め、同改正規定に次のように加える。

3 市長は、公園における行為につき、特に収益が見込まれる場合においては、別表第4の規定
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にかかわらず、当該収益を勘案して、第1項の使用料の額から収益の総額に100分の 5を乗じ

て得た額までの範囲内において、使用料の額を定めることができる。

第1条のうち、枚方市都市公園条例第23条の 2第2項各号の改正規定中「（第23条の3の2を除

く。）」を削り、同条第3項の表の改正規定中「第3項各号」を「第3項第7号」に、 「第10条第

4項」を「第10条第5項」に改め、同条例第23条の 3第3項後段を削り、同条第7項を改め、同条

の次に 1条を加える改正規定を次のように改める。

第23条の 3第3項後段を削り、同条第7項中「（王仁公園、香里ケ丘中央公園及び中の池公園

に係るものに限る。）」を削り、同項を同条第8項とし、同条第6項中「第4項」を「第5項」

に改め、同項を同条第7項とし、同条中第5項を第6項とし、第4項を第5項とし、第3項の次

に次の 1項を加える。

4 前項の規定にかかわらず、有料施設の使用につき、特に収益が見込まれるときは、当該収益

を勘案して、収益の総額に100分の 5を乗じて得た額の範囲内において指定管理者が定める額

を利用料金の額とする。

第1条のうち、枚方市都市公園条例別表第1の改正規定中「改める」を「改め、同表に備考とし

て次のように加える」に改め、同改正規定に次のように加える。

備考 王仁公園プーノレ、運動広場及び野球場は、それぞれ遊泳、運動及び野球以外の用途に使

用することを妨げない。

第1条のうち、枚方市都市公園条例別表第5の改正規定を次のように改める。

別表第5中「（第16条、第23条の 3関係）」を「（第23条の 3関係）」に、 「使用料Jを「利

用料金の上限」に改め、同表1の表王仁公園の項中
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大人 900円

普通券 1 日

小人 450円

大人
券

4,000円
1 日

個人
5枚つづり

2,000円小人
回数券

プール 大人
1 日 券

36,000円

小人
50枚つづり

18,000円

大 人
720円

1 人
団 体

1 日
( 3 0人以上）

人
360円

1 人

間
1,500円

運 動 広 場 2 時
(3, 000円）

600円
テニスコート 1面 1時間

(1, 200円）

300円
バレーボールコート 1面 1時間

(600円）

を

大人
900円

1人
遊 i分く 1 日

ブρール 小人
450円

1人

遊泳以外 4 時 間 5,400円

間
1,500円

運 動 2 時
(3, 000円）

運動広場
3, 000円

運動以外 2 日寺 間
(6, 000円）

600円
テニスコート 1面 1時間

(1, 200円）

に、同表香里ケ正中央公園の項及び中の池公園の項中
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運動広場
円

）
∞
円

広
u
n
v
’
nu 

t
i
n
U
 

円

J
J

’’t
、

2 時間

を

1, 500円
運 動 2 時 間

(3, 000円）

運動広場

3,000円
運動以外 2 時 間

(6, 000円）

に、同表東部公園の項中

2 時 間

（規則で定める 3,000円

時間帯を除 (6,000円）

く。）

野 球 場
1 時 間

（規則で定める 1, 500円

時間帯に限 (3, 000円）

る。）

を
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2 時 間

（規則で定める 3,000円

時間帯を除 (6, 000円）

野球又はソ
く。）

フトボール
1 時 間

（規則で定める 1, 500円

時間帯に限 (3, 000円）

る。）
野球場

2 時 間

（規則で定める 6,000円

時間帯を除 (12,000円）

野球又はソフ
く。）

トボール以外
1 時 開

（規則で定める 3,000円

時間帯に限 (6, 000円）

る。）

に改める。

附則

この条例は、公布の日から施行する。
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議案第 74 号参考資料

枚方市都市公園条例及び枚方市附属機関条例の一部を改正する条例の一部改正について
主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

第1条枚方市都市公闘条例（昭和49年枚方市条例第22号）の一部を次のよ 第1条枚方市都市公園条例（昭和49年枚方市条例第22号）の一部を次のよ

うに改正する。 うに改正する。

第4条第3項中「から第5号までjを「及び第4号」に改め、第4号を

削り、第5号を第4号とし、第6号から第8号までを1号ずつ繰り上げる。

第10条第2項中「有料施設（」の次に「王仁公園プールョ」を加えョ「（以

下この条において「有料施設等」という。）J及び「（王仁公園プールにあ

つては当 7月1日から8月31日までの日）」を削久同条第4項中「前2

項」を「前3項Jに改め、同項を同条第5項としh 同条第3項中「有野施

設等」を「有料施設（会議室及び駐車場を除く且）及び鏡｛云池緑地（次項

において「有針施設等」という且）」に改めミ同項を同条第4項とし、同条

第2項の次に次の1項を加える。

立王仁公園プールの供用日はョ次の各号に掲げる使用の目的の区分に応

じ、当該各号に定める日とする。

ill遊塗次に掲げる日
こ仁学校教育法施行令（昭和28年政令第340号）第29条第1項の規定

により定められた枚方市立小学校及び中学校の夏季における休業

日（ロにおいて「夏季休業日」という且）

ロ 6月1日から9月30日までの間（夏季休業日を除く且）において

指定管理者が市長の承認を盆て定める日
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

{21 遊泳以外 12月29日から翌年の 1月3日まで及び前号に定める日

以外の日

第11条第1項に次のただし書を加える。

ただし、当該有料施設を使用しようとする目前規則で定める日におい

て、市長の登録を受けた団体が当該有料施設の使用の許可に係る申請を

していない場合又は市長と事前に協議を行った場合で、あって、市長が特

に認めたときは、この限りでない。

第12条第1項中「若しくは」を「又はj に改め、「、又はその施設を目

的外に使用し」を削る。

第16条第1項中「別表第5」を「別表第4」に改め、ただし書を削り、 第16条第1項中「別表第5」を「別表第4J に改め、ただし書を削り、

同条第2項中人公園の占用、公園における行為又は有料施設の使用jを 同条第2項中「、公園における行為又は有料施設の使用」を「又は公園に

「又は公園の占用Jに、「から別表第5までjを「及び別表第3Jに改め、 おける行為Jに、「別表第5」を「別表第4」に改め、同条第3項中「使

同条第3項を同条第4項とし、同条第2項の次に次の 1項を加える。 用料Jを「前2項の使用料Jに改める。

3 市長は、公園における行為につき、特に収益が見込まれる場合におい

ては、別表第4の規定にかかわらず、当該収益を勘案して、第1項の使

用料の額から収益の総額に100分の 5を乗じて得た額までの範囲内にお

いて、使用料の額を定めることができる。

第23条の2第1項中「有料施設（野球場及び会議室を除く。次項及び第 第23条の2第1項中「有料施設（野球場及び会議室を除く。次項及び第

3項本文において同じ。）、鏡伝池縁地及び香里ケ正中央公閏のうち市長が 3項本文において同じ。）、鏡伝池緑地及び香里ケ丘中央公園のうち市長が

定める区域（第6項及び第7項において「みどりの広場Jとしづ。）Jを「王 定める区域（第6項及び第7項において「みどりの広場jとし、う。）Jを「王

仁公園、香里ケ丘中央公園、中の池公園、東部公園及び鏡伝池緑地jに改 仁公園、香里ケ正中央公園、中の池公園、東部公闘及び鏡伝池緑地」に改

め、同条第2項中「有料施設の指定管理者は、Jを「指定管理者は、王仁 め、同条第2項中「有料施設の指定管理者は、Jを「指定管理者は、王仁
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

公園、香呈ケ正中央公園、中の池公園、東部公園及び鏡伝池緑地について

のj に改め、同項各号を次のように改める。

(1) 公園の設置目的を達成するために必要な事業の実施に関する業務

(2) 第4条第1項又は第2項の許可その他公園の利用に関する業務

(3) 次条から第23条の5までに規定する利用料金に関する業務

凶） 公園の維持管理に関する業務

第23条の2第3項表以外の部分中「有料施設Jを「王仁公園、香里ケ丘

中央公園、中の池公園、東部公園及び鏡伝池緑地Jに改め、同項の表を次

のように改める。

第4条（笠立 ［略］ ［略］

項第7号を除

く。）

第10条第1項 ［略］ ［略］

第10条第5項 ［略］ ［略］

'-v  ""  vvv  、r 、〆、〆、／、J 、／、J 、／、〆、J 、〆、〆、〆 VV  V"V  VV'VV  VV'-'V'  

第15条約項μ型
［略］

［略］

［略］

［略］

［略］

公園、香里ケ正中央公園、中の池公園、東部公園及び鏡伝池緑地について

の」に改め、同項各号を次のように改める。

(1) 公闘の設置目的を達成するために必要な事業の実施に関する業務

(2) 第4条第1項文は第2項の許可その他公闘の利用に関する業務

(3) 次条から第23条の5まで（第23条の3の2を除く。）に規定する利

用料金に関する業務

(4) 公園の維持管理に関する業務

第23条の2第3項表以外の部分中「有料施設」を「王仁公園、香里ケE

中央公園、中の池公園、東部公園及び鏡伝池緑地」に改め、同項の表を次

のように改める。

第4条（筆立 ［略］ ［略］

項各号を除

く。）

第10条第1項 ［略］ ［略］

第10条第4項 ［略］ ［略］

"V 'v' 'v' 'v' ' 〉- - -- v 

第 時第2項 μ堕J
［略］

［略］

附
一
蹴
一
問

第23条の3第3項後段を削り、同条第7項中「（王仁公園、香里ケ正中｜ 第23条の3第3項後段を削り、同条第7項中「（王仁公園、香里ケ丘中

央公園及び中の池公園に係るものに限る。）Jを削り、同項を同条第8項と｜ 央公園及び中の池公園に係るものに限るの）Jを削り、同条の次に次の1条

し、同条第6項中「第4項lを「第5項｜に改め、同項を同条第7項とし、｜ を加えるの
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

同条中第5項を第6項とし、第4項を第5項とし、第3項の次に次の 1項 （利用料金の特例）

を加える。 第23条の3の2 第12条第1項の規定による有料施設の目的外の使用の

4 前項の規定にかかわらず、有料施設の使用につき、特に収益が見込ま 許可を受けた者はョ特に収益が見込まれるときは、当該収益を勘案して、

れるときは、当該収益を勘案してョ収益の総額に100分の5を乗じて得 収益の総額に100分の5を乗じて持た額及び別表第5に掲げる利用料金

た額の範囲内において指定管理者が定める額を利用料金の額とする。 の上限の額を下回らない範囲内において、市長が定める額の使用料を納

付しなければならない。この場合において、前条第1項の規定は、適用

しない。

2 前項の使用料の算定方法及び徴収方法に関し必要な事項は、市長が定

める。

別表第1王仁公園の項中 別表第1王仁公園の項中

パレーボーノレコート パレーボーノレコート

テニスコート ｜ に改めミ同表に備 テニスコート ｜ に改める。

考として次のように加える。

盤主王仁公園プール、運動広場及び野球場は、それぞれ遊泳、運動

及び野球以外の用途に使用することを妨げない。

別表第5中「（第16条、第23条の3関係）Jを「（第23条の3関係）Jに、 別表第5中「（第16条ミ第23条の3関係）Jを「（第23条の3、第23条の

「使用料」を「利用料金の上限Jに改め、同表王仁公園の項中 3の2関係）」に、「使用料」を「利用料金の上限jに改め、同表王仁公園

の項中
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

大人

普通券ト→ 1 日
小人

900円

450円

600円
テニスコート I 1面 1時間｜

(1, 200円）
を

4,000円

2,000円

バレーボールコート I1面 1時間｜
300円

(600円）個人｜ 川 1 S 券
5枚つづり

36,000円
回数券

プ｝ル｜
大人 1 日 券 ム

18,000円

720円

／ト人 50枚つづり

大人

団 体

｜テニスコート II面 1叶（I,20::~ Iに叩
360円

(30人以上）
1日
｜小人

1人

ι 

運 動 広 場
1, 500円

(3, 000円）
時 間

600円

( 1, 200円）
テニスコート I 1面 1時間

300円

(600円）
バレーボールコート I 1面 1時間

J_ 

を
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

大人

1人
900円

遊泳 ト一一一一一 1 日
プ｝ル 小人

1人
450円

遊泳以外 4 日寺 間 5,400円

運 動 時 間
l, 500円

2 
(3, 000円）

運動広場

運動以外 時 間
3,000円

2 
(6, 000円）

テニスコート 1面 1時間
600円

(1, 200円）

ι 
にミ同表香里ケ丘中央公園の項及び中の池公園の項中

運 動 広 場 時 間
1, 500円

2 
(3, 000円）

ム
を
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新（改正後） 旧（現行）

運 動 時 間
1,500円

2 
(3, 000円）

運動広場

運動以外 時 間
3,000円

2 
(6, 000円）

l_ 

に、同表東部公園の項中

2 時 間

（規則で定め 3,000円

る時間帯を除 (6, 000円）

く。）
野 球 場

1 時 間

（規則で定め 1,500円

る時間帯に限 (3, 000円）

る。）

ム
を
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主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

2 時 間

（規則で定め 3,000円

る時間帯を除 (6, 000円）

野球又はソ く。）

フトボーノレ 1 時 間

（規則で定め 1, 500円

る時間帯に限 (3, 000円）

る。）
野球場

2 時 間

（規則で定め 6,000円

る時間帯を除 (12, 000円）
野球又はソ

く。）
フトボール

以外
1 時 間

（規則で定め 3,000円

る時間帯に限 (6, 000円）

る。）

ι 
に改める。
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議案第 75 号

枚方市自転車駐車場条例の一部改正について

次のとおり枚方市自転車駐車場条例の一部を改正するにつき、地方自治法（昭和22年法律第67

号）第96条第 1項第 1号の規定により議会の議決を求める。

令和 4 年（2022年） 12月 8 日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 指定管理者制度の円滑な実施に向け、自転車駐車場の使用車種及び使用時間帯の見直し

を行うため。
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枚方市条例第 号

枚方市自転車駐車場条例の一部を改正する条例

枚方市自転車駐車場条例（昭和61年枚方市条例第31号）の一部を次のように改正する。

第5条第1項中「自転車及び原動機付自転車（藤阪自転車駐車場、村野自転車駐車場及び津田東

自転車駐車場にあっては、自転車等」を「自転車等（規則で定める駐車場にあっては、自転車及び

原動機付自転車」に改める。

第6条第2項第2号中「第11条」を「第12条」に改める。

第7条第1項ただし書中「駐車場に自転車等を入庫し、又は駐車場から自転車等を」を「規則で

定める駐車場において自転車等を入庫し、又は」に改める。

第8条中「日からその翌日の午前 1時までを限度とする使用方法をいう」を「時刻から24時間

（前条第1項ただし書に規定する駐車場にあっては、入庫の日からその翌日の午前1時まで）を限

度とする使用方法をいう。以下同じ」に改める。

第9条第1項ただし書中「規則で定める駐車券の交付Jを「駐車場に設置している機械式設備の

使用（第7条第1項ただし書に規定する駐車場にあっては、規則で定める駐車券の交付）」に改め

る。

第17条を第18条とし、第11条から第16条までを 1条ずつ繰り下げ、第10条の次に次の 1条を加え

る。

（使用料の徴収方法）

第11条 使用許可期間に係る使用料は、次の各号に掲げる使用区分に応じて、当該各号に定める行

為の際に徴収する。

(1) 一時使用 自転車等の入庫又は出庫

(2) 定期使用 定期使用に係る許可

2 使用許可期間を経過して駐車した場合の当該経過した部分に係る使用料は、自転車等の出庫の

際に徴収する。

別表第2備考3中「額は、」の次に「機械式設備の使用をもって許可を受けた場合にあっては経

過した時間24時間（24日寺聞に満たない場合についても これを24時間とする。）、駐車券の交付を

もって許可を受けた場合又は定期使用に係る許可を受けた場合にあっては」を加え、同表備考に次

のように力日える。

4 第5条第1項又は第7条第1項ただし書の規則の施行その他の事情の変更があった場合に

ついての備考3の規定の適用については、なお従前の例による。

附則

この条例は、令和5年4月 1日から施行する。
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議案第 75 号参考資料

枚方市自転車駐車場条例の一部改正について
主要な改正部分の新旧対照表

新（改正後） 旧（現行）

（使用車種） （使用車種）

第；：＊：＝＝~~I：，~：；」ぷ話器）官（規一 1m:: ＜話器：：~よ！ニニ：：：占＝；盟主
2 ［略］

（指定管理者による管理）

第6条［略］

2 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。

(1) ［略］

(2) 第9条に規定する使用の許可及び筆些全に規定する使用の許可の取

消し等に関する業務

(3) ［略］

（駐車場の使用時間等）

あっては、自転車等）とする。

2 ［略］

（指定管理者による管理）

第6条［略］

2 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。

(1) ［略］

(2) 第9条に規定する使用の許可及び筆11全に規定する使用の許可の取

消し等に関する業務

(3) ［略］

（駐車場の使用時間等）

第7条駐車場の使用は、全日について行うことができる。ただし、豊魁｜第7条駐車場の使用は、全日について行うことができる。ただし、監皇

で定める駐車場において自転車等を入庫し、文は出庫することができる｜ 場に自転車等を入庫し、又は駐車場から自転車等を出庫することができ

時間は、次に定めるとおりとする。 る時間は、次に定めるとおりとする。

(1）・（2) ［略］ (1）・（2) ［略］

2 ［略］ 2 ［略］

（駐車場の使用区分） （駐車場の使用区分）

第8条駐車場の使用区分は、一時使用（入庫の時刻から24時間（前条第｜第8条駐車場の使用区分は、一時使用（入庫の日からその翌日の午前1

1項ただし書に規定する駐車場にあっては、入庫の日からその翌日の午｜ 時までを限度とする使用方法をいう。）及び定期使用（月の初日から当該
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主要な改正部分の新｜日対照表

新（改正後） ｜ 旧（現行）

前1時まで）を限度とする使用方法をいう。以下同じ。）及び定期使用｜ 月の末日までを単位とする使用方法をいう。以下同じ。）とする。

（月の初日から当該月の末日までを単位とする使用方法をいう。以下同

じ。）とする。

（使用許可） ｜ （使用許可）

第9条 駐車場を使用しようとする者は、指定管理者に申請してその許可｜第9条 駐車場を使用しようとする者は、指定管理者に申詰してその許可

を受けなければならない。ただし、一時使用については、駐車場に設置｜ を受けなければならない。ただし、一時使用については、規則で定める

している機械式設備の使用（第7条第1項ただし書に規定する駐車場に｜ 駐車券の交付をもって、その許可があったものとみなす。

あっては、規則で定める駐車券の交付）をもって、その許可があったも

のとみなす。

2 ［略］

（使用料の徴収方法）

第11条 使用許可期間に係る使用料は、次の各号に掲げる使用区分に応じ

て、当該各号に定める行為の際に徴収する。

w二庄隼旦 自転車等の入庫文は出庫
iZl亙塑盈星定期使用に係る許可
2 使用許可期間を経過して駐車した場合の当該経過した部分に係る使用

料は、自転車等の出庫の際に徴収する。

室旦全 ［略］

~ ［略］

蓋立金 ［略］

筆些全 ［略］

筆控室 ［略］

2 ［略］

第11条 ［略］

第12条 ［略］

第13条 ［略］

第14条 ［略］

第15条 ［略］
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重立金 ［略］

筆盟全 ［略］

別表第2 （第10条関係）

表［略］

備考

1・2 ［略］

新（改正後）

3 使用許可期間を経過して駐車した場合の使用料の額は、盛盤基蓋

備の使用をもって許可を受けた場合にあっては経過した時間24時間

(24時間に満たない場合についても、これを24時間とする。）、！駐車

券の交付をもって許可を受けた場合又は定期使用に係る許可を受け

た場合にあっては経過した日 1日につき自転車については100円、原

動機付自転車については200円、普通自動二輪車及び大型自動二輪車

については300円とする。

4 第5条第1項又は第7条第1項ただし書の規則の施行その他の事

情の変更があった場合についての備考3の規定の適用については、

なお従前の例による。

筆些全 ［略］

第17条［略］

別表第2 （第10条関係）

表［略］

備考

1・2 ［略］

主要な改正部分の新旧対照表

旧（現行）

3 使用許可期間を経過して駐車した場合の使用料の額は、経過した

日1日につき自転車については100円、原動機付自転車については

200円、普通自動二輪車及び大型自動三輪車については300円とす

る。
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議案第76号

枚方市立楠葉生涯学習市民センター・楠葉図書館及び枚方市立津田生涯学習市民センター・

津田図書館の指定管理者の指定について

次のとおり枚方市立楠葉生涯学習市民センター・楠葉図書館及び枚方市立津田生涯学習

市民センター・津田図書館の指定管理者の指定につき、地方自治法（昭和22年法律第67 

号）第244条の 2第6項の規定により議会の議決を求める。

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

1.施設の名称

2. 団体の名称

3. 指定の期間

枚方市長伏見 隆

記

枚方市立楠葉生涯学習市民センター・楠葉図書館

枚方市立津田生涯学習市民センター・津田図書館

枚方まなび、つながりプ口、ジェクト

（代表団体）大阪ガスビジネスクリエイト株式会社

令和5年4月1日から令和 10年3月31日までの5年間
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議案第76号参考資料

施設名称

指定候補者として
選定された団体
選定委員会への
諮問日

選定の概要

提案指定管理料の上限額｜

申請団体

①｜枚方まなび、つなが｜｜ 
りプロジェクト

~レチユア山｜
エンス・クフブ

枚方市指定候補者選定調書

枚方市立楠葉生涯学習市民センター・楠葉図書館
枚方市立津田生涯学習市民センター・津田図書館

枚方まなびつながりプロジェクト l指定期間 l 
j選定委員会からの｜

令和4年7月9日 ｜ ｜ 
｜ 答申日 ｜ 

令和 5年 4月 1日から
令和10年 3月31日まで

令和4年10月20日

枚方市立楠葉生涯学習市民センター・楠葉図書館及び枚方市立津田生涯学習市

民センター・津田図書館の指定候補者を選定するため「枚方市立楠葉・津田生涯

学習市民センター・図書館指定管理者選定委員会」に諮問した。

募集要項等について、同選定委員会の意見を踏まえた上で、内容を確定し、令

和4年8月 10日から 9月9日までの問、公募を行った。申請団体は2団体で、あっ

fこ。

［選定委員会での審査概要］

同選定委員会で、申請団体から提出された事業計画書が募集要項に掲げた条

件を満たしているかについて審査が行われ、要求事項を満たしていることが確

認された。

その後、事業計画書に記載されている各提案内容について、申請団体のプレ

ゼンテーションを実施し、提案内容等に対する申請団体への質疑を行った後、

選定基準等の要求事項の項目ごとに評価を行い、指定管理料の額と合わせて総

合評価を行った。

（評価方法）

評価については、事業計画に関する内容審査と指定管理料の額をそれぞれ点

数化し、それらを合算する総合評価方式で、行った。内容審査は700点満点とし、

指定管理料の額は最低金額を300点満点とし、これらの合計1,000点満点で評価

を行った。

（選定委員会での主な意見と結果）

総合評価点が 1位である枚方まなびつながりプロジェクトについて、豊富な

同種施設の実績があり、現指定管理者としての実績や本施設の現状認識に基づく

提案は、現実的なもので、その実現は大いに期待できる。

また、施設広報・地域連携担当者を選任するなど、運営の拡充に努めるととも

に、学校へのアウトリーチを充実させる取り組みや、コロナ禍の中でも、施設活

性化につなげる自主事業や施設連携事業のオンライン配信などが提案されており

工夫が見られること、利用者目線に立った魅力ある提案がなされており、現状の

ブラッシュアップに加えて新しい提案が多数なされている。

これらの内容を含め安定した着実な施設経営が期待でき、他の申請団体よりも

優れた内容であると評価できることから、指定候補者として選定する旨の答申が

提出された。

上記、選定委員会の答申に基づき、同年 11月7日に指定候補者を選定した。

1, 078, 244, 000円 調査基準価格 916, 507,400円

提案指定管理料の額 事業計画に関 提案された指 総合評価点
する内容審査 定管理料の額 I J順位(A) (8) (A)+ (B) 

(5ヶ年の合計額） 700点満点 300点満点 1, 000点満点

1, 078, 138, 000円 510. 50点 299.94点 810. 44点 1 

1, 077, 922, 611円 350.00点 300.00点 650.00点 2 

※「提案指定管理料の上限額J 「調査基準価格」 「提案指定管理料の額」には、消費税及び地方消費税を含む。
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・評価結果【枚方市立楠葉生涯学習市民センター・楠葉図書館
及び枚方市立津田生涯学習市民センター・津田図書館】

事業計画に関する内容審査配点700点

①施設の現状に対する考え方及び将来展望 15 I 12.00 I 7.50 

②施設運営に関する計画ア）管理経費・管理体制の提案 30 I 24.00 I 15.00 

イ）改善提案（生涯学習市民センター） 120 I 96.oo I 60.00 

ワ）改善提案（図書館） 120 I 96.00 I 60.00 

エ）事業提案（生涯学習市民センター） 85 I 68.00 I 42.50 

オ）事業提案（図書館） 85 I 68.00 I 42.50 

カ）利用者対応提案 25 I 12.so I 12.50 

指定管理料の額配点300点（1位の額を300点とする）

0総合評価点
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0評価内容

＜申請団体1＞枚方まなびつな五司ヴ己ヲ三？ト
申請団体は、豊富な同種施設の実績があり、現指定管理者としての実績や本施設の現状認識に基づく提案は、現実
的なもので、その実現は大いに期待できる。
施設広報・地域連携担当者を選任するなど、運営の拡充に努めるとともに、学校へのアウトリーチを充実させる取り
組みや、コロナ禍の中でも、施設活性化につなげる自主事業や施設連携事業のオンライン配信などが提案されており
工夫が見られる。利用者目線に立った魅力ある提案がなされており、現状のブラッシュアップに加えて新しい提案が多
数なされているという点で評価できる。
これらの内容を含め、安定した着実な施設経営が期待でき、他の申請団体よりも優れた内容であると評価できる。
なお、より高いレベルのサービスの提供や、利用率向上に結びつくような申請団体の更なる取り組みに期待する。

＜申請団体2＞カルチュア・コンビニエンス・クラフ株式会社
申請団体は、単一の事業体であり、施設全体の効率的運営が期待できる反面、設備管理、警備、清掃などが再委託
されることになっており、維持管理面に関して専門的な知見が十分であるのか、やや不安を感じる。また、マルチタスク
による人件費の節減はサービスの低下に繋がる可能性がある。
事業提案については、利用時間帯区分の変更、市民活動のポータルサイト、デザイン担当の配置、 SNS等の活用な
ど利便性の向上が期待できる提案がされているが、実現可能性を十分に検討した上で提案しているのかやや疑問が
ある。
高齢者・障害者サービスについては、多様な配慮を模索しており、好印象であった。
全体的に概念的な段階での記述が多く、抽象的な提案に留まっているところがあり、有効性が十分に伝わる提案で
はなかった。
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事業計画に関する確認事項一覧
（枚方市立楠葉生涯学習市民センター圃楠葉図書館及び枚方市立津田生涯学習市民センター・津田図書館）

要求事項 確認事項

1.申請団体の経営方針等に関する事項

1.設立目的、経営実績、組織の状況及び運営方針の具体的な説明がなされているか。

2.育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律に規定さ
れる休業制度が確保されているか。

3.公正採用への対応として、大阪府公正採用選考人権啓発推進員設置要綱、又は大阪

①経営方針 労働局公正採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき、「公正採用選考人権啓発推進
員Jを設置しているか。

4.障害者雇用促進法に基づき障害者の雇用義務がある事業主にあっては、法定雇用率
が達成されている（申請段階で未達成の場合は、本施設における雇用をはじめ、雇用率
が達成できるよう提案されている）か。

5.セクシュアノレ・ハラスメントやパワーハラスメントの防止対策について提案されているか。

②指定管理者の指定を
6.申請した理由が、団体経営方針との関係を踏まえ明確に示されているか。

申請した理由

7.国税、市税（市内に事業所を有する者）に係る徴収金を完納しているか。

③経営の継続性E安定性
8.財務状況の健全性、運営体制、同種施設の運営実績等から、施設の安定的な管理運
営を期することができるか。

2.施設の経営方針に関する事項

①施設の現状に対する 9.施設の設置目的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案されている
考え方及び将来展望 か。

10.提案上限額を下回り、かつ、適正な指定管理料が提案されているか。

②施設運営に関する計
画 11.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った運営計画が提案さ
ア）管理経費量管理体制 れているか。

の提案
12.業務繁忙時にも対応できるよう、施設に必要な従事者を適Eに配置するとともに、利
用者サービスの向上、効果的・効率的な管理運営の観点を踏まえた実施体制等について
提案されているか。

13.生涯学習市民センターの諸室の利用率増加に向けた取組みが具体的に提案されて
いるか。

14.生涯学習市民センターで活動する団体の登録数の増加に向けた取組みが具体的に
提案されているか。

イ）改善提案（生涯学習 15.ロビーを含む生涯学習市民センター全体の利用者数の増加に向けた取組みが具体
市民センター） 的に提案されているか。

16.生涯学習市民センターの設置目的等を踏まえた事務所サービスが具体的に提案され
ているか。

17.生涯学習市民センターの魅力アッフ。のための施設・備品等の改修・改善に向けた取
組みについて、具体的なアイデアが提案されているか。
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要求事項 確認事項

18.図書館の新規登録者を増やすための取組みが提案されているか。

19.図書館の来館者を増やし、貸出冊数を増やすための取組みが提案されているか。

ウ）改善提案（図書館）
20.図書館の魅力アッフ。のための施設・備品等の改修・改善に向けた取組みについて、
具体的なアイデアが提案されているか。

21.利用者の課題解決を支援するレファレンスサービス等について具体的なアイデアが提
案されているか。

22.生涯学習市民センターの設置趣旨等を踏まえ、生涯学習市民センターの活性化や利
用者数の増加につながるような自主事業が具体的に提案されているか。

23.ウィズコロナの観点から、 SNS・動画配信サービス等を活用した具体的な事業が提案さ
れているか。

工）事業提案（生涯学習 24.生涯学習市民センターと図書館との施設連携事業の実施について、具体的に提案さ
市民センター） れているか。

25.生涯学習市民センターの夜間の利用者数の増加に向けた事業等が具体的に提案さ
れているか。

26.楠葉施設2階ロビーのくずはキッチン（厨房設備を備えたオープンスペース）を活用し
た事業が具体的に提案されているか。

27.図書館子ども読書活動推進計画の趣旨に沿った子ども向けの事業が提案されている
か。

オ）事業提案（図書館） 28.一般成人を対象とした図書館読書推進事業が提案されているか。

29.ウィズコロナの観点から、電子図書館の利用を増やすための取組みが提案されている
か。

30.利用者に対する接遇対応向上について提案されているか。

31.利用者が安全に利用で、きるよう施設内で、発生するトラブ、ノレへの対応方法等について
提案されているか。

力）利用者対応提案 32.利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案されているか。

33.利用者サービ、ス向上の観点からセルフモニタリングの計画を提案するとともに、利用者
に対するアンケートの実施について提案されているか。

34.業務に従事する者が、人権について正しい認識を持って業務を遂行で、きるよう、人権
研修について、提案されているか。
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要求事項 確認事項

3.施設の管理に関する事項

35.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理計画が提案さ
れているか。

36.建築設備全般に係る点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者への安全、快適
な環境が提案されているか。

37.基本仕様書の規定に従い、資格を必要とする業務に有資格者を配置するなど適正な
人員配置が提案されているか。

38.生涯学習市民センターのロビ、ーにおいて、基本仕様書の規定に従い、適正なWi-Fi
環境の整備について明確に示されているか。

39.施設内で、生じた廃棄物の適切な一時保管、搬出、処理の提案がされているか。

40.備品管理に当たり、管理簿の整備及び責任所在について提案されているか。

41.環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、省エネルギー等具体的に提案され
ているか。

42.業務に従事する者及び利用者の手指や備品の消毒、施設の換気等、感染症の拡大
防止策が提案されているか。

4. 

43.枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報の公開に関
する対応が明確に示されているか。

44.枚方市個人情報保護条例の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する必要な措置
について明確に示されているか。

5.緊急時における対策に関する事項

45.施設（監視盤等）の状況を踏まえ、緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアル作
成等が提案されているか。

46.緊急事態発生時又は発生が予測される場合における常時連絡可能な体制・方策が
提案されているか。

47.構成員間（本支社間含む）、市との聞におけるリスク分担に対する考え方が明確に示
され、かっ考え方に対応した分担内容となっているか。

6司その他

48.高齢者・障害者サービスを維持・向上させる取り組みについて提案されているか。

49.施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画が提案されている
か。
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指定候補者選定の経過

令和4年7月9日
(2022年）

令和4年10月2日

(2022年）

令和4年10月20日

(2022年）

令和4年11月7日

(2022年）

枚方市立楠葉・津田生涯学習市民センター・図書館指定

管理者選定委員会への諮問

第 1回指定管理者選定委員会開催

管理運営状況、募集要項、基本仕様書の確認、指定管

理者選定基準及びプレゼンテーション実施方法につい

て審議

第2回指定管理者選定委員会開催

申請状況等について報告

事業計画書の提案内容についてのプレゼンテーション

実施

第3回指定管理者選定委員会開催

指定候補者についての審議

枚方市立楠葉・津田生涯学習市民センター・図書館指

定管理者選定委員会からの答申

指定候補者の選定

枚方市立楠葉・津田生涯学習市民センター圃図書館指定管理者選定委員会の構成

（委員名は五十音順）

／／／  氏名（所属） 選出区分

会長 本多重夫（弁護士）

学識経験のある者

副会長 服部純子（税理士）

委員
渥美 公秀（大阪大学大学院人間科学研究科教

授）

委員
萩原 雅也（大阪樟蔭女子大学学芸学部ライフプ

専門的知識を有する者
ランニング学科教授）

委員
原田 隆史（同志社大学大学院総合政策科学研究

科教授）
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議案第77号

枚方市立御殿山生涯学習美術センター・御殿山図書館及び枚方市立菅原生涯学習市民セン

ター・菅原図書館の指定管理者の指定について

次のとおり枚方市立御殿山生涯学習美術センター・御殿山図書館及び枚方市立菅原生涯

学習市民センター・菅原図書館の指定管理者の指定につき、地方自治法（昭和22年法律第

6 7号）第244条の 2第6項の規定により議会の議決を求める。

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

1.施設の名称

2. 団体の名称

3.指定の期間

枚方市長伏見 隆

記

枚方市立御殿山生涯学習美術センター・御殿山図書館

枚方市立菅原生涯学習市民センター・菅原図書館

枚方まなひ、つながりプロジェクト

（代表団体）大阪ガスビジネスクリエイト株式会社

令和5年4月1日から令和 10年3月31日までの 5年間
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議案第77号参考資料

施設名称

指定候補者として
選定された団体

選定委員会への
諮問日

選定の概要

提案指定管理料の上限額i

申請団体

① 
枚方まなびつなが｜
りプロジェクト

枚方市指定候補者選定調書

枚方市立御殿山生涯学習美術センター・御殿山図書館
枚方市立菅原生涯学習市民センター・菅原図書館

枚方まなびつながりプロジェクト｜ 指定期間 I 
川霊定委員会からの｜

令和4年7月9日 ｜記ι ＝，.；由 ｜ 
I 2回申日 ｜ 

令和 5年 4月 1日から
令和10年 3月31日まで

令和4年10月20日

枚方市立御殿山生涯学習美術センター・御殿山図書館及び枚方市立菅原生

涯学習市民センター・菅原図書館の指定候補者を選定するため「枚方市立御

殿山・菅原生涯学習市民センター・図書館指定管理者選定委員会」に諮問し

た。

募集要項等について、同選定委員会の意見を踏まえた上で、内容を確定

し、令和4年8月 10日から 9月9日までの問、公募を行った。申請団体は1

団体で、あった。

［選定委員会での審査概要］

同選定委員会で、申請団体から提出された事業計画書が募集要項に掲げ

た条件を満たしているかについて審査が行われ、要求事項を満たしている

ことが確認された。

その後、事業計画書に記載されている各提案内容について、申請団体の

プレゼンテーションを実施し、提案内容等に対する申請団体への質疑を行

った後、選定基準等の要求事項の項目ごとに評価を行い、指定管理科の額

と合わせて総合評価を行った。

（評価方法）

評価については、事業計画に関する内容審査と指定管理科の額をそれぞ

れ点数化し、それらを合算する総合評価方式で、行った。内容審査は700点満

点とし、指定管理科の額は最低金額を300点満点とし、これらの合計1,000 

点満点で、評イ面を行った。

（選定委員会での主な意見と結果）

枚方まなびつながりプロジェクトについて、本施設の指定管理者としての

実績があり、現状認識に基づく適切な人員配置を行っており、財務状況も良

好で、安定した施設経営が期待できる。

改善提案、事業提案に関して、生涯学習市民センターでは、地域連携事

業、市民の創作活動を促進する取り組みなど、アートを介してつながること

を積極的に推進できる自主事業が具体的に提案されており、図書館では学校

図書館との連携について豊富な経験を有するとともに、スタンプラリーの実

施やSN Sの活用など、各年代に向けて利用促進を図る具体的な提案がされ

ていた。施設管理についても業務改善に積極的に取り組む姿勢が見られるこ

と、 WiFi環境の整備が明記されるとともに、利用者の安全や災害時の対応に

も配慮、している点が評価できる。以上の内容も含め、指定候補者として適当

であると判断し、指定候補者として選定する旨の答申が提出された。

上記、選定委員会の答申に基づき、同年 11月7日に指定候補者を選定した。

1, 154, 295, 000円 調査基準価格 981, 150, 750円

提案指定管理料の額 事業計画に関 提案された指｜総合評価点
する内容審査 定管理料の額
(A) ( B) (A)+ (B) 

(5ヶ年の合計額） 700点満点 300点満点 1, 000点満点

順位

1, 154, 113, 000円 522. 50点 300.00点 822. 50点 1 

※「提案指定管理料の上限額j 「調査基準価格」 「提案指定管理科の額jには、消費税及び地方消費税を含む。
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・評価結果【枚方市立御殿山生涯学習美術センター・御殿山図書館
及び枚方市立菅原生涯学習市民センター嗣菅原図書館】

事業計画に関する内容審査配点700点

①施設の現状に対する考え方及び将来展望 15 I 7.50 

②施設運営に関する計画ア）管理経費・管理体制の提案 30 I 24.00 

イ）改善提案（生涯学習市民センター） 120 I 96.00 

ウ）改善提案（図書館） 120 I 96.00 

エ）事業提案（生涯学習市民センター） 85 I 68.00 

オ）事業提案（図書館） 85 I 68.00 

カ）利用者対応提案 25 I 20.00 

指定管理料の額配的00点（1位の額を300点とする）

指定管理料の得点（B）【300--soOXf援案額d縫の緩｝／t位fl）葱］（300点満点主

0総合評価点

R
M

一
＋一A

一

占
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一
価
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部
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一
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一
位

総
一
順
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0評価内容

く申請団体1＞枚方まなびつながりプロジェクト
本施設の指定管理者としての実績があり、現状認識に基づく、適切な人員配置を行っており、財務
状況も良好で、安定した施設経堂が期待できる。
改善提案、事業提案に関しては、生涯学習市民センターでは、地域連携事業、市民の創作活動を
促進する取り組みなど、アートを介してつながることを積極的に推進できる自主事業が具体的に提
案されている。図書館では、学校図書館との連携について豊富な経験を有するとともに、スタンプラ
＇）ーの実施やSNSの活用など、各年代に向けて利用促進を図る具体的な提案がされていた。
施設管理については、業務改善に積極的に取り組む姿勢が見られる。また、Wi-Fi環境の整備が
明記されるとともに、利用者の安全や災害時の対応にも配車している点が評価できる。
以上の内容も含め、申請団体は指定候補者として適当であると判断する。
なお、より高いレベルのサービスが提供できるよう、申請団体の更なる取り組みに期待する。
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事業計画に関する確認事項一覧
（枚方市立御殿山生涯学習美術センター・御殿山図書館及び枚方市立菅原生涯学習市民センター圃菅原図書

館）

要求事項 確認事項

1.申請団体の経営方針等に関する事項

1.設立目的、経営実績、組織の状況及び運営方針の具体的な説明がなされているか。

2.育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律に規定さ
れる休業制度が確保されているか。

3.公正採用への対応として、大阪府公正採用選考人権啓発推進員設置要綱、又は大

①経営方針 阪労働局公正採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき、「公正採用選考人権啓発
推進員Jを設置しているか。

4.障害者雇用促進法に基づき障害者の雇用義務がある事業主にあっては、法定雇用
率が達成されている（申請段階で未達成の場合は、本施設における雇用をはじめ、雇用
率が達成できるよう提案されている）か。

5.セクシュアノレ・ハラスメントやパワーハラスメントの防止対策について提案されている
か。

②指定管理者の指定を
6.申請した理由が、団体経営方針との関係を踏まえ明確に示されているか。

申請した理由

7.国税、市税（市内に事業所を有する者）に係る徴収金を完納しているか。

③経営の継続性＝安定性
8.財務状況の健全性、運営体制、同種施設の運営実績等から、施設の安定的な管理運
営を期することができるか。

2.施設の経営方針に関する事項

①施設の現状に対する 9.施設の設置目的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案されている
考え方及び将来展望 カ冶。

10.提案上限額を下回り、かっ、適正な指定管理料が提案されているか。

②施設運嘗に関する計
画 11.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った運営計画が提案
ア）管理経費・管理体制 されているか。

の提案
12.業務繁忙時にも対応できるよう、施設に必要な従事者を適正に配置するとともに、利
用者サービスの向上、効果的・効率的な管理運営の観点を踏まえた実施体制等につい
て提案されているか。

13.生涯学習市民センターの諸室の利用率増加に向けた取組みが具体的に提案されて
いるか。

14.生涯学習市民センターで活動する団体の登録数の増加に向けた取組みが具体的に
提案されているか。

イ）改善提案（生涯学習 15.ロビーを含む生涯学習市民センター全体の利用者数の増加に向けた取組みが具体
市民センター） 的に提案されているか。

16.生涯学習市民センターの設置目的等を踏まえた事務所サービスが具体的に提案さ
れているか。

17.生涯学習市民センターの魅力アップのための施設・備品等の改修・改善に向けた取
組みについて、具体的なアイデアが提案されているか。
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要求事項 確認事項

18.図書館の新規登録者を増やすための取組みが提案されているか。

19.図書館の来館者を増やし、貸出冊数を増やすための取組みが提案されているか。

ウ）改善提案（図書館）
20.図書館の魅力アップのための施設・備品等の改修・改善に向けた取組みについて、
具体的なアイデアが提案されているか。

21.利用者の課題解決を支援するレファレンスサービス等について具体的なアイデアが
提案されているか。

22.生涯学習市民センターの設置趣旨等を踏まえ、生謹学習市民センターの活性化や
利用者数の増加につながるような自主事業が具体的に提案されているか。

23.ウィズコロナの観点から、 SNS・動画配信サービス等を活用した具体的な事業が提案
されているか。

24.生涯学習市民センターと図書館との施設連携事業の実施について、具体的に提案さ
れているか。

エ）事業提案（生涯学習 25.生涯学習市民センターの夜間の利用者数の増加に向けた事業等が具体的に提案さ
市民センター） れているか。

26.菅原施設のコミュニティスペースMOKUを活用した事業について、具体的に提案され
ているか。

27.御殿山生涯学習美術センターの展示ケース等を用いた展示事業をはじめ、様々な美
術事業が、具体的に提案されているか。

28.菅原生涯学習市民センターにおける利用者の作陶経験等に応じた各種講座等の実
施について、具体的に提案されているか。

29.図書館子ども読書活動推進計画の趣旨に沿った子ども向けの事業が提案されている
か。

オ）事業提案（図書館） 30.一般成人を対象とした図書館読書推進事業が提案されているか。

31.ウィズコロナの観点から、電子図書館の利用を増やすための取組みが提案されてい
るカミ。

32.利用者に対する接遇対応向上について提案されているか。

33.利用者が安全に利用で、きるよう施設内で、発生するトラブノレへの対応方法等について
提案されているか。

カ）利用者対応提案 34.利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案されているか。

35.利用者サービス向上の観点からセルフモニタリングの計画を提案するとともに、利用
者に対するアンケートの実施について提案されているか。

36.業務に従事する者が、人権について正しい認識を持って業務を遂行で、きるよう、人権
研修について、提案されているか。
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要求事項 確認事項

3.施設の管理に関する事項

37.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理計画が提案
されているか。

38.建築設備全般に係る点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者への安全、快適
な環境が提案されているか。

39.基本仕様書の規定に従い、資格を必要とする業務に有資格者を配置するなど適正な
人員配置が提案されているか。

40.生涯学習市民センターのロビーにおいて、基本仕様書の規定に従い、適正なWi-Fi
環境の整備について明確に示されているか。

41.施設内で生じた廃棄物の適切な一時保管、搬出、処理の提案がされているか。

42.備品管理に当たり、管理簿の整備及び責任所在について提案されているか。

43.環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、省エネノレギ一等具体的に提案され
ているか。

44.業務に従事する者及び利用者の手指や備品の消毒、施設の換気等、感染症の拡大
防止策が提案されているか。

4情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項

45.枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報の公開に関
する対応が明確に示されているか。

46.枚方市個人情報保護条例の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する必要な措置
について明確に示されているか。

5.緊急時における対策に関する事項

47.施設（監視盤等）の状況を踏まえ、緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアル作
成等が提案されているか。

48.緊急事態発生時又は発生が予測される場合における常時連絡可能な体制・方策が
提案されているか。

49.構成員間（本支社間含む）、市との間におけるリスク分担に対する考え方が明確に示
され、かつ考え方に対応した分担内容となっているか。

6.その他

50.高齢者・障害者サービスを維持・向上させる取り組みについて提案されているか。

51.施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画が提案されている
か。
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指定候補者選定の経過

令来日4年7月9日

(2022年）

令和4年10月2日
(2022年）

令和4年10月20日

(2022年）

令和4年11月7日

(2022年）

枚方市立御殿山・菅原生涯学習市民センター・図書館指

定管理者選定委員会への諮問

第 l回指定管理者選定委員会開催

管理運営状況、募集要項、基本仕様書の確認、指定管

理者選定基準及びプレゼンテーション実施方法につい

て審議

第 2回指定管理者選定委員会開催

申請状況等について報告

事業計画書の提案内容についてのプレゼンテーション

実施

第 3目指定管理者選定委員会開催

指定候補者についての審議

枚方市立御殿山・菅原生涯学習市民センター・図書館

指定管理者選定委員会からの答申

指定候補者の選定

枚方市立御殿山圃菅原生涯学習市民センタ一回図書館指定管理者選定委員会の構成

（委員名は五十音順）

／／／  氏名（所属） 選出区分

会長 本多重夫（弁護士）

学識経験のある者

副会長 服部純子（税理士）

委員
渥美 公秀（大阪大学大学院人間科学研究科教

授）

委員
萩原 雅也（大阪樟蔭女子大学学芸学部ライフプ

専門的知識を有する者
ランニング学科教授）

委員
原田 隆史（同志社大学大学院総合政策科学研究

科教授）
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議案第78号

枚方市立陸蛇生涯学習市民センター・E差舵図書館及び枚方市立牧野生涯学習市民センター・

牧野図書館の指定管理者の指定について

次のとおり枚方市立睦舵生涯学習市民センター・嵯陀図書館及び枚方市立牧野生涯学習

市民センター・牧野図書館の指定管理者の指定につき、地方自治法（昭和22年法律第67 

号）第244条の2第6項の規定により議会の議決を求める。

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

1.施設の名称

2. 団体の名称

3.指定の期間

枚方市長伏見 隆

記

枚方市立陸陀生涯学習市民センター・嵯陀図書館

枚方市立牧野生涯学習市民センター・牧野図書館

さだ・まきの文化創造プロジェクト

（代表団体）株式会社小学館集英社フ。ロダクション

令和5年4月1日から令和10年3月31日までの5年間
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議案第 78号参考資料

施設名称

指定候補者として
選定された団体
選定委員会への
諮問日

選定の概要

提案指定管理料の上限額｜

申請団体

① 
創造プロジェクト

枚方市指定候補者選定調書

枚方市立睦蛇生涯学習市民センター・嵯陀図書館
枚方市立牧野生涯学習市民センター・牧野図書館

さだ まきの文化創造プロジェクト｜ 指定期間
｜令和 5年 4月 1日から
令和10年 3月31日まで

令和4年7月9日 ｜選定委員会からの｜
答申日

令和4年10月20日

枚方市立睦陀生涯学習市民センター・嵯陀図書館及び枚方市立牧野生涯学習

市民センター・牧野図書館の指定候補者を選定するため「枚方市立睦陀・牧野

生涯学習市民センター・図書館指定管理者選定委員会」に諮問した。

募集要項等について、同選定委員会の意見を踏まえた上で、内容を確定し、

令和4年8月 10日から 9月9日までの問、公募を行った。申請団体は1団体で

あった。

｛選定委員会での審査概要］

同選定委員会で、申請団体から提出された事業計画書が募集要項に掲げた

条件を満たしているかについて審査が行われ、要求事項を満たしていること

が確認された。

その後、事業計画書に記載されている各提案内容について、申請団体のプ

レゼンテーションを実施し、提案内容等に対する申請団体への質疑を行った

後、選定基準等の要求事項の項目ごとに評価を行い、指定管理料の額と合わ

せて総合評価を行った。

（評価方法）

評価については、事業計画に関する内容審査と指定管理科の額をそれぞれ

点数化し、それらを合算する総合評価方式で行った。内容審査は700点満点と

し、指定管理科の額は最低金額を300点満点とし、これらの合計1,000点満点

で、評価を行った。

（選定委員会での主な意見と結果）

さだ・まきの文化創造プロジェクトについて、他施設において日本でもトッ

プレベルの豊富な管理経験を有しており、本施設の指定管理者としても実績が

あり安心感があるため、今後も本施設の適切な現状認識に基づく管理運営が期

待できる。

改善提案・事業提案としては、ビジネス系講座などの新たな事業提案がなさ

れており、現行サービスをベースにした新たな提案は実現の可能性を高く感じ

る内容であり、現在の指定管理者として十分に学習活動を推進されている。

施設管理についても、施設の老朽化に対する問題意識も強く、ピクトグラム

を用いた掲示などの取り組みもサービス向上が期待できる。以上の内容も含

め、指定候補者として適当であると判断し、指定候補者として選定する旨の答

申が提出された。

上記、選定委員会の答申に基づき、同年 11月7日に指定候補者を選定した。

1, 162, 967, 000円 調査基準価格 988, 521, 950円

提案指定管理料の額 事業計画に関 提案された指 i総合評価点
する内容審査 定管理料の額
(A) ( B) (A)+(B) 

(5ヶ年の合計額） 700点満点 300点満点 1, 000点満点

順位

1, 160,290,000円 417. 50点 300.00点 717. 50点 1 

※「提案指定管理料の上限額」 「調査基準価格」 「提案指定管理科の額」には、消費税及び地方消費税を含む。
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・評価結果【枚方市立躍陀生涯学習市民センター・躍陀図書館
及び枚方市立牧野生涯学習市畏センターa牧野図書館】

事業計画に関する内容審査配点700点

①施設の現状に対する考え方及び将来展望 15 I 7.50 

②施設運営に関する計画ア）管理経費・管理体制の提案 30 I 15.00 

イ）改善提案（生涯学習市民センター） 120 I 60司00

ウ）改善提案（図書館） 120 I 96.00 

エ）事業提案（生涯学習市民センター） 85 I 42.50 

オ）事業提案（図書館） 85 I 42.50 

カ）利用者対応提案 25 I 12.50 

指定管理料の額配点300点（1位の額を300点とする）
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0評価内容

く申請団体1＞さだ・まきの文化創造プロジェクト
他施設において、日本でもトップレベルの豊富な管理経験を有しており、本施設の指定管理者
としても実績があり安心感があるため、今後も本施設の適切な現状認識に基づく管理運営が期
待できる。
改善提案E事業提案としては、ビジネス系講座などの新たな事業提案がなされており、現行
サービスをベースにした新たな提案は実現の可能性を高く感じる内容であり、現在の指定管理者
として十分に学習活動を推進されている。
施設管理については、施設の老朽化に対する問題意識も強く、ピクトグラムを用いた掲示など
の取り組みもサービス向上が期待できる。
以上の内容も含め、申請団体は指定候補者として適当であると判断する。
なお、図書館利用に関し、電子図書館の利用促進、新たな利用者を獲得できるような宣伝ツー
ルの構築など、より積極的な取り組みに期待する。
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事業計画に関する確認事項一覧

（枚方市立躍陀生涯学習市民センター・躍陀図書館及び枚方市立牧野生涯学習市民センター・牧野図書館）

要求事項 確認事項

1.申請団体の経営方針等に関する事項

1.設立目的、経営実績、組織の状況及び運営方針の具体的な説明がなされているか。

2.育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律に規定さ
れる休業制度が確保されているか。

3.公正採用への対応として、大阪府公正採用選考人権啓発推進員設置要綱、又は大阪

①経営方針 労働局公正採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき、「公正採用選考人権啓発推進
員」を設置しているか。

4.障害者雇用促進法に基づ、き障害者の雇用義務がある事業主にあっては、法定雇用率
が達成されている（申請段階で未達成の場合は、本施設における雇用をはじめ、雇用率
が達成できるよう提案されている）か。

5.セクシュアル・ハラスメントやノ号ワーハラスメントの防止対策について提案されているか。

②指定管理者の指定を
6.申請した理由が、団体経営方針との関係を踏まえ明確に示されているか。

申E書した理由

7.国税、市税（市内に事業所を有する者）に係る徴収金を完納しているか。

③経営の継続性且安定性
8.財務状況の健全性、運営体制、同種施設の運営実績等から、施設の安定的な管理運
営を期することができるか。

2.施設の経営方針に関する事項

①施設の現状に対する 9.施設の設置目的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案されている
考え方及び将来展望 か。

10.提案上限額を下回り、かつ、適正な指定管理料が提案されているか。

②施設運営に関する計
画 11.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った運営計画が提案さ

ア）管理経費・管理体制 れているか。

の提案
12.業務繁忙時にも対応できるよう、施設に必要な従事者を適正に配置するとともに、利
用者サービスの向上、効果的・効率的な管理運営の観点、を踏まえた実施体制等について
提案されているか。

13.生涯学習市民センターの諸室の利用率増加に向けた取組みが具体的に提案されて
いるか。

14.生涯学習市民センターで活動する団体の登録数の増加に向けた取組みが具体的に
提案されているか。

イ）改善提案（生涯学習 15.ロビーを含む生涯学習市民センター全体の利用者数の増加に向けた取組みが具体
市民センター） 的に提案されているか。

16.生涯学習市民センターの設置目的等を踏まえた事務所サービスが具体的に提案され
ているか。

17.生涯学習市民センターの魅力アップのための施設・備品等の改修・改善に向けた取
組みについて、具体的なアイデアが提案されているか。
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要求事項 確認事項

18.図書館の新規登録者を増やすための取組みが提案されているか。

19.図書館の来館者を増やし、貸出冊数を増やすための取組みが提案されているか。

ウ）改善提案（図書館）
20.図書館の魅力アップのための施設・備品等の改修・改善に向けた取組みについて、
具体的なアイデアが提案されているか。

21.利用者の課題解決を支援するレファレンスサービス等について具体的なアイデアが提
案されているか。

22.生涯学習市民センターの設置趣旨等を踏まえ、生涯学習市民センターの活性化や利
用者数の増加につながるような自主事業が具体的に提案されているか。

23.ウィズ、コロナの観点から、 SNS・動画配信サービス等を活用した具体的な事業が提案さ
れているか。

エ）事業提案（生涯学習 24.生涯学習市民センターと図書館との施設連携事業の実施について、具体的に提案さ
市民センター） れているか。

25.牧野北分館の調理室・和室の利用者数の増加に向けた事業等が具体的に提案され
ているか。

26.生涯学習市民センターの夜間の利用者数の増加に向けた事業等が具体的に提案さ
れているか。

27.図書館子ども読書活動推進計画の趣旨に沿った子ども向けの事業が提案されている
か。

オ）事業提案（図書館） 28.一般成人を対象とした図書館読書推進事業が提案されているか。

29.ウィズ、コロナの観点から、電子図書館の利用を増やすための取組みが提案されている
か。

30.利用者に対する接遇対応向上について提案されているか。

31.利用者が安全に利用できるよう施設内で発生するトラブルへの対応方法等について
提案されているか。

力）利用者対応提案 32.利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案されているか。

33.利用者サービス向上の観点からセルフモニタリングの計画を提案するとともに、利用者
に対するアンケートの実施について提案されているか。

34.業務に従事する者が、人権について正しい認識を持って業務を遂行で、きるよう、人権
研修について、提案されているか。
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要求事項 確認事項

3.施設の管理に関する事項

35.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理計画が提案さ
れているか。

36.建築設備全般に係る点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者への安全、快適
な環境が提案されているか。

37.基本仕様書の規定に従い、資格を必要とする業務に有資格者を配置するなど適正な
人員配置が提案されているか。

38.生涯学習市民センターのロビー等において、基本仕様書の規定に従い、適正なWi-
Fi環境の整備について明確に示されているか。

39.施設内で生じた廃棄物の適切な一時保管、搬出、処理の提案がされているか。

40.備品管理に当たり、管理簿の整備及び責任所在について提案されているか。

41.環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、省エネルギー等具体的に提案され
ているか。

42.業務に従事する者及び利用者の手指や備品の消毒、施設の換気等、感染症の拡大
防止策が提案されているか。

4情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項

43.枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報の公開に関
する対応が明確に示されているか。

44.枚方市個人情報保護条例の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する必要な措置
について明確に示されているか。

5.緊急時における対策に関する事項

45.施設（監視盤等）の状況を踏まえ、緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアル作
成等が提案されているか。

46.緊急事態発生時又は発生が予測される場合における常時連絡可能な体制・方策が
提案されているか。

47.構成員間（本支社間含む）、市との聞におけるリスク分担に対する考え方が明確に示
され、かっ考え方に対応した分担内容となっているか。

6.その他

48.高齢者・障害者サービスを維持・向上させる取組みについて提案されているか。

49.施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画が提案されている
か。
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指定候補者選定の経過

令和4年7月9日

(2022年）

令和4年10月2日

(2022年）

令和4年10月20日

(2022年）

令来日4年11月7日

(2022年）

枚方市立瑳陀・牧野生涯学習市民センター・図書館指定

管理者選定委員会への諮問

第 I回指定管理者選定委員会開催

管理運営状況、募集要項、基本仕様書の確認、指定管

理者選定基準及びプレゼンテーション実施方法につい

て審議

第 2回指定管理者選定委員会開催

申請状況等について報告

事業計画書の提案内容についてのプレゼンテーション

実施

第3回指定管理者選定委員会開催

指定候補者についての審議

枚方市立嵯陀・牧野生涯学習市民センター・図書館指

定管理者選定委員会からの答申

指定候補者の選定

枚方市立躍陀圃牧野生涯学習市民センター・図書館指定管理者選定委員会の構成

（委員名は五十音願）

／／／  氏名（所属） 選出区分

会長 本多重夫（弁護士）

学識経験のある者

副会長 服部純子（税理士）

委員
渥美 公秀（大阪大学大学院人間科学研究科教

授）

委員
萩原 雅也（大阪樟蔭女子大学学芸学部ライフプ

専門的知識を有する者
ランニング学科教授）

委員
原田 隆史（同志社大学大学院総合政策科学研究

科教授）
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議案第79号

枚方市立特別養護老人ホーム・枚方市立デイサービスセンターの

指定管理者の指定について

次のとおり枚方市立特別養護老人ホーム・枚方市立デイサービスセンターの指定管理者

の指定につき、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第6項の規定によ

り議会の議決を求める。

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見 隆

記

1.施設の名称 枚方市立特別養護老人ホーム・枚方市立デイサービスセンター

2. 団体の名称 社会福祉法人大阪府母子寡婦福祉連合会

3.指定の期間 令和5年4月1日から令和10年3月31日までの5年間
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議案第79号参考資料

施設名称

指定候補者として

選定された団体
選定委員会への
諮問日

選定の概要

申請団体

枚方市指定候補者選定調書

枚方市立特別養護老人ホーム・枚方市立デイサービスセンター

社会福祉法人｜ ｜令和 5年 4月間から
大阪府母子寡婦福祉連合会 ｜ 指定期間 ｜ 令和10年 3月31日まで

｜選定委員会からの i
令和4年6月13日 I I 令和4年10月11日

｜ 答申日 ｜ 

枚方市立特別養護老人ホーム・枚方市立デイサービスセンターの指定候補

者を選定するため「枚方市立特別養護老人ホーム・枚方市立デイサービスセ

ンター指定管理者選定委員会」に諮問した。

募集要項等について、間選定委員会の意見を踏まえた上で、内容を確定

し、令和 4年7月 8日から 8月 8日までの問、公募を行った。申請団体は l

団体であった。

【選定委員会での審査概要］

同選定委員会で、申請団体から提出された事業計画書が募集要項に掲げ

た条件を満たしているかについて審査が行われ、要求事項を満たしている

ことが確認された。

その後、事業計画書に記載されている各提案内容について、申請団体の

プレゼンテーションを実施し、提案内容等に対する申請団体への質疑を行

った後、選定基準等の要求事項の項目ごとに評価を行った。

（評価方法）

評価については、事業計画に関する内容審査を1,000点満点とする評価方

式で行った。

（選定委員会での主な意見と結果）

社会福祉法人大阪府母子寡婦福祉連合会について、約 30年としづ長期にわ

たり本施設の管理運営に携わっており、これまでも堅実な施設運営がなされ

ていることから、運営面における一定の信頼と実績が認められること、また

対応困難な利用者や医療的ケアの必要な方の受け入れ、個別ケアの工夫な

ど、入所者等に対する誠実な対応からも、公的機関としての自覚が見られ、

今後も施設運営にかかわる経験やノウハウを生かし、諸問題に対応しながら

運営していくことが期待できること、さらに、他に多くの施設を運営してい

ることによる人事交流・研修等でのスケールメリットの効果や、地域貢献活

動等の実績なども評価できることから、指定候補者として選定する旨の答申

が提出された。

上記、選定委員会の答申に基づき、同年 11月7日に指定候補者を選定した。

提案指定管理料の額

(5ヶ年の合計額）

評価点
（事業計画に関する内容審査） ｜順位
1, 000点満点

①｜社会福祉法人

｜大阪府母子寡婦福祉連合会
560.0点 i 1 

※ 枚方市立特別養護老人ホーム・枚方市立デイサービスセンターは利用料金制を採用しており、指定

管理料は発生しない。



_     __     __     _
218

＠評価結果【枚方市立特別養護老人ホーム・枚方市立デイサービスセンター】

事業計画に関する内容審査配点1,000点

①経営方針

②指定管理者の指定を申請した理由

③経営の継続性・安定性

樽点倉言十 (1. 

0評価内容

60 

20 

20 

48.00 

16.00 

16.00 

申請団体については、約30年という長期にわたり本施設の管理運営に携わっており、これまでも堅実な
設運営がなされていることから、運営面における一定の信頼と実績が認められる。
また、対応困難な利用者や医療的ケアの必要な方の受け入れ、個別ケアの工夫など、入所者等に対する
誠実な対応からも、公的機関としての自覚が見られ、今後も施設運営にかかわる経験やノウハウを生かし、
諸問題に対応しながら運営していくことが期待できる。
さらに、他に多くの施設を運営していることから、人事交流・研修等でのスケールメリットの効果があるととも
に、地域貢献活動等の実績なども評価できる。
以上の内容も含め、申請団体は、事業計画書において各要求事項をすべて満たしており、指定候補者とし
て適当であると判断する。
一方で、事業計画書の記載内容はその多くが従来の踏襲となっており、新たな取り組み等がわかりづらく、
評価に反映しづらい部分があった。また、職員の質的・量的向上の取り組みについても充分とはいえないこと
から、今後の人員の確保、定着を図るためにも、各職種に応じた教育体制の明確化、キャリアプランの策定
等に努めていただきたい。
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事業計画に関する確認事項一覧（枚方市立特別養護老人ホームー枚方市立ヂイサービスセンター）

要求事項 確認事項

1.申請団体の経営方針等に関する事項

1.設立目的、運営実績、組織の状況及び運営方針の具体的な説明がなされている

2.育児休業、介護休業等育児文は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律に規定さ
れる休業制度が確保されている

3.公正採用への対応として、大阪府公正採用選考人権啓発推進員設置要綱、又は大阪

①経営方針
労働局公正採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき、「公正採用選考人権啓発推進
員jを設置している

4.障害者雇用促進法に基づき障害者の雇用義務がある事業主にあっては、法定雇用率
が達成されている（申請段階で未達成の場合は、本施設における雇用をはじめ、雇用率
が達成できるよう提案されている）

5.セクシュアル・ハラスメントやパワーハラスメントの防止対策について提案されている

②指定管理者の指定を
6.申請した理由が、団体経営方針との関係を踏まえ明確に示されている

申請した理由

7.国税、市税（市内に事業所を有する者）に係る徴収金を完納している

③経営の継続性・安定性
8.財務状況の健全性、運営体制、同種施設の運営実績等から、施設の安定的な管理運
営を期することができる

2.施設の経営方針に関する事項

①施設の現状に対する
9.施設の設置目的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案されている

考え方及び将来展望

10.施設利用料金等による収入に見合う運営計画が立てられている

11.施設の利用の向上に関する計画が具体的に提案されている

12.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った運営計画が提案さ
れている

13.利用者に対する接遇対応向上について具体的に提案されている
②施設運営に関する計
画

14.利用者が安全に利用できるよう施設内で発生するトラブルへの対応方法等について
提案されている

15.利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案されている

16.セルフモニタリング、及び利用者等に対するアンケートの実施について提案されている

17.業務に従事する者が、人権について正しい認識を持って業務を遂行できるよう、人権
研修について、提案されている
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要求事項 確認事項

3.施設の管理に関する事項

18.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理計画が提案さ
れている

19.建築設備全般に係る点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者への安全、快適
な環境が提案されている

20.文書の適切な管理・保存の提案がなされている

21.施設内で生じた廃棄物の適切な一時保管、搬出、処理の提案がされている

22.備品管理に当たり、管理簿の整備及び責任の所在について提案されている

23.環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、省エネルギ一等具体的に提案され
ている

24.業務基本仕様書の規定に従い、資格を必要とする業務に有資格者を配置するなど適
正な人員配置が提案されている

25.高齢者虐待を未然に防止する取り組みについて提案されている

26.業務に従事する者及び利用者の手指や備品の消毒、施設の換気等、感染症の拡大
防止策が提案されている

4.情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項

27.枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報の公開に関
する対応が明確に示されている

28.枚方市個人情報保護条例の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する必要な措置
について明確に示されている

5.緊急時における対策に関する事項

29.緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアノレ作成等が提案されている

30.緊急事態発生時又は発生が予測される場合における常時連絡可能な体制・方策が提
案されている

31.構成員間（本支社間含む）、市との聞におけるリスク分担に対する考え方が明確に示さ
れ、かっ考え方に対応した分担内容となっている

6.その他

32.利用者サービスを維持・向上させる具体的な取組みについて提案されている

33.施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画が提案されている
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指定候補者選定の経過

令和4年6月13日

(2022年）

令和4年9月1日

(2022年）

令和4年10月11日

(2022年）

令和4年11月7日
(2022年）

枚方市立特別養護老人ホーム・枚方市立デイサービスセ

ンター指定管理者選定委員会への諮問

第 1回指定管理者選定委員会開催

管理運営状況、募集要項、基本仕様書の確認、指定管

理者選定基準及びプレゼンテーション実施方法につい

て審議

第2回指定管理者選定委員会開催

申請状況等について報告

事業計画書の提案内容についてのプレゼンテーション

実施

第3回指定管理者選定委員会開催

指定候補者についての審議

枚方市立特別養護老人ホーム・枚方市立デイサービス

センタ一指定管理者選定委員会からの答申

指定候補者の選定

枚方市立特別蓑護老人ホーム・枚方市立デイサービスセンタ一指定管理者選定委員会

の構成 （委員名は五十音順）

／／／  氏名（所属） 選出区分

会長 明石成司（弁護士）

学識経験のある者

副会長 平田義明（税理士）

委員
小寺餓也（種智院大学人文学部社会福祉学科

教授）

委員
中村亜紀（京都女子大学発達教育学部教育学

専門的知識を有する者
科養護・福祉教育学専攻准教授）

委員
橋本 有理子（関西福祉科学大学社会福祉学部

社会福祉学科教授）
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議案第80号

枚方市立くずは北デイサービスセンターの指定管理者の指定について

次のとおり枚方市立くずは北デイサービスセンターの指定管理者の指定につき、地方自

治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第6項の規定により議会の議決を求める。

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見 隆

記

1.施設の名称 枚方市立くずは北デイサービスセンター

2.団体の名称 社会福祉法人大阪府母子寡婦福祉連合会

3.指定の期間 令和5年4月1日から令和10年3月31日までの5年間



_     __     __     _
223

議案第80号参考資料

施設名称

指定候補者として
選定された団体
選定委員会への
諮問日

選定の概要

申請団体

枚方市指定候補者選定調書

枚方市立くずは北デイサービスセンター

社会福祉法人
大阪府母子寡婦福祉連合会

令和4年6月13日

令和 5年 4月 1日から
令和10年 3月31日まで

令和4年10月11日

枚方市立くずは北デイサービスセンターの指定候補者を選定するため「枚

方市立くずは北デイサービスセンター指定管理者選定委員会Jに諮問した。

募集要項等について、同選定委員会の意見を踏まえた上で、内容を確定

し、令和 4年7月 8日から 8月 8日までの問、公募を行った。申請団体は 1
団体であった。

［選定委員会での審査概要］

同選定委員会で、申請団体から提出された事業計画書が募集要項に掲げ

た条件を満たしているかについて審査が行われ、要求事項を満たしている

ことが確認された。

その後、事業計画書に記載されている各提案内容について、申請団体の

プレゼンテーションを実施し、提案内容等に対する申請団体への質疑を行

った後、選定基準等の要求事項の項目ごとに評価を行った。

（評価方法）

評価については、事業計画に関する内容審査を1,000点満点とする評価方
式で、行った。

（選定委員会での主な意見と結果）

社会福祉法人大阪府母子寡婦福祉連合会について、約 25年とし、う長期にわ

たり本施設の管理運営に携わっており、これまでも堅実な施設運営がなさ

れ、運営面における一定の信頼と実績が認められること、またコロナ禍にお

いても利用率を大きく下げることなく、利用者に対する誠実な対応のもと介

護を提供しており、施設に対する利用者からの安全面での信頼がうかがえる

とともに、公的機関としての自覚が見られ、今後も従来からの施設運営にか

かわる経験やノウハウを生かした運営を期待できること、さらに、他に多く

の施設を運営していることによる人事交流・研修等でのスケールメリットの

効果や、地域貢献活動等の実績なども評価できることから、指定候補者とし

て選定する旨の答申が提出された。

上記、選定委員会の答申に基づき、同年 11月7日に指定候補者を選定した。

提案指定管理料の額

(5ヶ年の合計額）

評価点
（事業計画に関する内容審査） ｜順位
1, 000点満点

①｜社会福祉法人

｜大阪府母子寡婦福祉連合会
530.0，点 I 1 

※ 枚方市立くずは北デイサービスセンターは利用料金制を採用しており、指定管理料は発生しない。
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＠評価結果【枚方市立くずは北ヂイサービスセンター】

事業計画に関する内容審査配札000点

①経営方針 60 48.00 

②指定管理者の指定を申請した理由 20 

20 

ヘ1、y50Q

16.00 

16.00 

2. 

①施設の現状に対する考え方及び将来展望

②施設運営に関する計画
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0評価点

0評価内容
申請団体については、約25年という長期にわたり本施設の管理運宮に携わっており、こ
施設運営がなされていることから、運営菌における一定の信頼と実績が認められる。
また、コロナ禍においても利用率を大きく下げることなく、利用者に対する誠実な対応のもと介護を提供し
ており、施設に対する利用者からの安全面での信頼がうかがえるとともに、公的機関としての自覚が見ら
れ、今後も従来からの施設運営にかかわる経験やノウハウを生かした運営を期待できる。
さらに、他に多くの施設を運営していることから、人事交流・研修等でのスケールメリットの効果があるとと
もに、地域貢献活動等の実績なども評価できる。
以上の内容も含め、申請団体は、事業計画書において各要求事項をすべて満たしており、指定候補者と
して適当であると判断する。
一方で、事業計画書の記載内容はその多くが従来の踏襲となっており、新たな取り組み等がわかりづら
く、評価に反映しづらい部分があった。また、デイサービスセンターは他事業所との差別化を図る試みが必
要であるが、本施設の特長をより打ち出すためには、その前提として、職員の就業定着を図ることが重要で
ある。同時に、マンパワーの減少による介護の質の低下を未然に防ぐためにも、日常ケアのモニタリングや
人員確保の努力のほか、職員がやりがいを感じられる職場づくり、長く働きたいと思えるようなキャリア体制
の検討に努めていただきたい。
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事業計画に関する確認事項一覧（枚方市くずは北デイサービスセンター）

要求事項 確認事項

1.申請団体の経営方針等に関する事項

1.設立目的、経営実績、組織の状況及び運営方針の具体的な説明がなされている

2.育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律に規定さ
れる休業制度が確保されている

3.公正採用への対応として、大阪府公正採用選考人権啓発推進員設置要綱、又は大阪

①経営方針
労働局公正採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき、「公正採用選考人権啓発推進
員Jを設置している

4.障害者雇用促進法に基づき障害者の雇用義務がある事業主にあっては、法定雇用率
が達成されている（申請段階で未達成の場合は、本施設における雇用をはじめ、雇用率
が達成できるよう提案されている）

5.セクシュアノレ・ハラスメントやノfワーハラスメントの防止対策について提案されている

②指定管理者の指定を
6.申請した理由が、団体経営方針との関係を踏まえ明確に示されている

申請した理由

7.国税、市税（市内に事業所を有する者）に係る徴収金を完納している

③経営の継続性圃安定性
8.財務状況の健全性、運営体制、同種施設の運営実績等から、施設の安定的な管理運
営を期することができる

2.施設の経営方針に関する事項

①施設の現状に対する
9.施設の設置目的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案されている

考え方及び将来展望

10.施設利用料金等による収入に見合う運営計画が立てられている

11.施設の利用の向上に関する計画が具体的に提案されている

12.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った運営計画が提案さ
れている

13.利用者に対する接遇対応向上について具体的に提案されている
②施設運営に関する計
画

14.利用者が安全に利用できるよう施設内で発生するトラブルへの対応方法等について
提案されている

15.利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案されている

16.セルフモニタリング及び利用者等に対するアンケートの実施について提案されている

17.業務に従事する者が、人権について正しい認識を持って業務を遂行で、きるよう、人権
研修について、提案されている
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要求事項 確認事項

3.施設の管理に関する事項

18.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理計画が提案さ
れている

19.建築設備全般に係る点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者への安全、快適
な環境が提案されている

20.文書の適切な管理・保存の提案がなされている

21.施設内で生じた廃棄物の適切な一時保管、搬出、処理の提案がされている

22.備品管理に当たり、管理簿の整備及び責任の所在について提案されている

23.環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、省エネルギー等具体的に提案され
ている

24.業務基本仕様書の規定に従い、資格を必要とする業務に有資格者を配置するなど適
正な人員配置が提案されている

25.高齢者虐待を未然に防止する取り組みについて提案されている

26.業務に従事する者及び利用者の手指や備品の消毒、施設の換気等、感染症の拡大
防止策が提案されている

4.情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項

27.枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報の公開に関
する対応が明確に示されている

28.枚方市個人情報保護条例の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する必要な措置
について明確に示されている

5.緊急時における対策に関する事項

29.緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアル作成等が提案されている

30.緊急事態発生時文は発生が予測される場合における常時連絡可能な体制・方策が
提案されている

31.構成員間（本支社間含む）、市との聞におけるリスク分担に対する考え方が明確に示
され、かっ考え方に対応した分担内容となっている

6.その他

32.利用者サービスを維持・向上させる具体的な取組みについて提案されている

33.施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画が提案されている
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指定候補者選定の経過

令和4年6月13日

(2022年）

令和4年9月1日
(2022年）

令和4年10月11日

(2022年）

令和4年11月7日

(2022年）

枚方市立くずは北デイサービスセンター指定管理者選定

委員会への諮問

第 1回指定管理者選定委員会開催

管理運営状況、募集要項、基本仕様書の確認、指定管

理者選定基準及びプレゼンテーション実施方法につい

て審議

第2回指定管理者選定委員会開催

申請状況等について報告

事業計画書の提案内容についてのプレゼンテーション

実施

第3回指定管理者選定委員会開催

指定候補者についての審議

枚方市立くずは北デイサービスセンター指定管理者選

定委員会からの答申

指定候補者の選定

枚方市立くずは北ヂイサービスセンタ一指定管理者選定委員会の構成

（委員名は五十音順）

氏名（所属） 選出区分

会長 明石成司（弁護士）

学識経験のある者

副会長 平田義明（税理士）

委員
小寺銭也（種智院大学人文学部社会福祉学科

教授）

委員
中村亜紀（京都女子大学発達教育学部教育学

専門的知識を有する者
科養護・福祉教育学専攻准教授）

委員
橋本有理子（関西福祉科学大学社会福祉学部

社会福祉学科教授）
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議案第81号

枚方市立総合福祉会館デイサービスセンターの指定管理者の指定について

次のとおり枚方市立総合福祉会館デイサービスセンターの指定管理者の指定につき、地

方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第6項の規定により議会の議決を求

める。

令和4年（20 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見 隆

記

1.施設の名称 枚方市立総合福祉会館デイサービスセンター

2.団体の名称 社会福祉法人大阪府母子寡婦福祉連合会

3.指定の期間 令和5年4月1日から令和10年3月31日までの5年間
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議案第81号参考資料

施設名称

指定候補者として

選定された団体
選定委員会への
諮問日

選定の概要

申請団体

枚方市指定候補者選定調書

枚方市立総合福祉会館デイサービスセンター

社会福祉法人 i
大阪府母子寡婦福祉連合会 I 

令和4年6月13日

指定期間
令和 5年 4月 1日から
令和10年 3月31日まで

令和4年10月11日

枚方市立総合福祉会館デイサービスセンターの指定候補者を選定するため

「枚方市立総合福祉会館デイサービスセンタ一指定管理者選定委員会」に諮

問した。

募集要項等について、同選定委員会の意見を踏まえた上で、内容を確定

し、令和 4年7月 8日から 8月 8日（再公募分は8月 26日から 9月 16日）

までの問、公募を行った。申請団体は 1団体であった。

【選定委員会での審査概要］

同選定委員会で、申請団体から提出された事業計画書が募集要項に掲げ

た条件を満たしているかについて審査が行われ、要求事項を満たしている

ことが確認された。

その後、事業計画書に記載されている各提案内容について、申請団体の

プレゼンテーションを実施し、提案内容等に対する申請団体への質疑を行

った後、選定基準等の要求事項の項目ごとに評価を行った。

（評価方法）

評価については、事業計画に関する内容審査を1,000点満点とする評価方

式で行った。

（選定委員会での主な意見と結果）

社会福祉法人大阪府母子寡婦福祉連合会について、長期にわたり枚方市立

デイサービスセンタ一等の管理運営に携わっており、運営面における一定の

信頼と実績が認められ、本施設においてもこれまで培われた知識と経験を生

かした堅実な施設運営を期待できること、また本施設が再公募になったこと

で、このままでは管理運営が困難となることを知り、本施設利用者のために

申請に至ったことや、利用者の目糠に立ち、運営団体の交代による不安を与

えないようにとする配慮も認められ、公の施設としての役割を理解した上で

その使命を果たす自覚が見られることも評価できることから、指定候補者と

して選定する旨の答申が提出された。

上記、選定委員会の答申に基づき、同年 11月7日に指定候補者を選定した。

提案指定管理料の額

(5ヶ年の合計額）

評価点
（事業計画に関する内容審査） ｜順位
1. 000点満点

①｜社会福祉法人

｜大阪府母子寡婦福祉連合会
506.0点 i 1 

※ 枚方市立総合福祉会館デイサービスセンターは利用料金制を採用しており、指定管理料は発生しな

し、。
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＠評価結果【枚方市立総合福祉会館デイサービスセンター｝

配点1,000点事業計画に関する内容審査

関体の経費方針等！こ関する事項
①経営方針 30圃00

②指定管理者の指定を申請した理由 20 間
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その他

得点合計 (l,()QOJi¥i.満点｝

0評価点

0評価内容
申請団体は、長期にわたり枚方市立デイサービスセンタ一等の管理運営に携わっており、運営面における
一定の信頼と実績が認められることから、本施設においてもこれまで培われた知識と経験を生かした堅実な
施設運営を期待できる。
また、本施設が再公募になったことで、このままでは管理運営が困難となることを知仏本施設利用者のた
めに申請に韮ったことや、利用者の目線に立ち、運営団体の交代による不安を与えないようにとする配慮も
認められ、公の施設としての役割を理解した上でその使命を果たす自覚が見られることも評価できる。
以上の内容も含め、申請団体は、事業計画書において各要求事項をすべて満たしており、指定候補者とし
て適当であると判断する。
一方で、当施設における経営課題の分析が必ずしも充分とはいえず、経営改善策も具体的なものは見られ
なかった。前指定管理者からスムーズかつ有効な引継ぎを行い、サービスの継続・向上を図るとともに、民間
に先んじた取り組みなど、さらなる利用率のアップや利用者数の増加を目指し、より一層安定した施設運営
に努めていただきたい。
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事業計画に関する確認事項一覧（枚方市総合福祉会館ヂイサービスセンター）

要求事項 確認事項

1.申請団体の経営方針等に関する事項

1.設立目的、経営実績、組織の状況及び運営方針の具体的な説明がなされている

2.育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律に規定さ
れる休業制度が確保されている

3.公正採用への対応として、大阪府公正採用選考人権啓発推進員設置要綱、又は大阪

①経営方針
労働局公正採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき、「公正採用選考人権啓発推進
員Jを設置している

4.障害者雇用促進法に基づき障害者の雇用義務がある事業主にあっては、法定雇用率
が達成されている（申請段階で未達成の場合は、本施設における雇用をはじめ、雇用率
が達成できるよう提案されている）

5.セクシュアル・ハラスメントやノミワーハラスメントの防止対策について提案されている

②指定管理者の指定を
6.申請した理由が、団体経営方針との関係を踏まえ明確に示されている

申請した理由

7.国税、市税（市内に事業所を有する者）に係る徴収金を完納している

③経営の継続性・安定性
8.財務状況の健全性、運営体制、同種施設の運営実績等から、施設の安定的な管理運
営を期することができる

2.施設の経営方針に関する事項

①施設の現状に対する
9.施設の設置目的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案されている

考え方及び将来展望

10.施設利用料金等による収入に見合う運営計画が立てられている

11.施設の利用の向上に関する計画が具体的に提案されている

12.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った運営計画が提案さ
れている

13.利用者に対する接遇対応向上について具体的に提案されている
②施設運営に関する計
画

14.利用者が安全に利用できるよう施設内で発生するトラブルへの対応方法等について
提案されている

15.利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案されている

16.セルフモニタリング及び利用者等に対するアンケートの実施について提案されている

17.業務に従事する者が、人権について正しい認識を持って業務を遂行できるよう、人権
研修について、提案されている
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要求事項 確認事項

3.施設の管理に関する事項

18.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理計画が提案さ
れている

19.建築設備全般に係る点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者への安全、快適
な環境が提案されている

20.文書の適切な管理・保存の提案がなされている

21.施設内で生じた廃棄物の適切な一時保管、搬出、処理の提案がされている

22.備品管理に当たり、管理簿の整備及び責任の所在について提案されている

23.環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、省エネルギー等具体的に提案され
ている

24.業務基本仕様書の規定に従い、資格を必要とする業務に有資格者を配置するなど適
正な人員配置が提案されている

25.高齢者虐待を未然に防止する取り組みについて提案されている

26.業務に従事する者及び利用者の手指や備品の消毒、施設の換気等、感染症の拡大
防止策が提案されている

4.情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項

27.枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報の公開に関
する対応が明確に示されている

28.枚方市個人情報保護条例の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する必要な措置
について明確に示されている

5”緊急時における対策に関する事項

29.緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアル作成等が提案されている

30.緊急事態発生時又は発生が予測される場合における常時連絡可能な体制・方策が
提案されている

31.構成員間（本支社開含む）、市との聞におけるリスク分担に対する考え方が明確に示
され、かっ考え方に対応した分担内容となっている

6.その他

32.利用者サービスを維持・向上させる具体的な取組みについて提案されている

33.施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画が提案されている
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指定候補者選定の経過

令和4年6月13日
(2022年）

令和4年8月9日

(2022年）

令和4年10月11日

(2022年）

令和4年11月7日

(2022年）

枚方市立総合福祉会館デイサービスセンタ一指定管理者

選定委員会への諮問

第 1回指定管理者選定委員会開催
管理運営状況、募集要項、基本仕様書の確認、指定管

理者選定基準及びプレゼ、ンテーション実施方法につい

て審議

第2回指定管理者選定委員会開催

申請状況等の報告

再公募に伴う募集要項等について審議

第 3回指定管理者選定委員会開催

申請状況等の報告、事業計画書の提案内容についての

プレゼンテーション実施

指定候補者についての審議

枚方市立総合福祉会館デイサービスセンター指定管理

者選定委員会からの答申

指定候補者の選定

枚方市立総合福祉会館デイサービスセンタ一指定管理者選定委員会の構成

（委員名は五十音JI贋）

／／／  氏名（所属） 選出区分

会長 明石成司（弁護士）

学識経験のある者

副会長 平田義明（税理士）

委員
小寺銭也（種智院大学人文学部社会福祉学科

教授）

委員
中村亜紀（京都女子大学発達教育学部教育学

専門的知識を有する者
科養護・福祉教育学専攻准教授）

委員
橋本 有理子（関西福祉科学大学社会福祉学部

社会福祉学科教授）
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議案第82号

枚方市立障害者社会就労センターの指定管理者の指定について

次のとおり枚方市立障害者社会就労センターの指定管理者の指定につき、地方自治法（昭

和22年法律第67号）第244条の 2第6項の規定により議会の議決を求める。

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見 隆

言己

1.施設の名称 枚方市立障害者社会就労センター

2. 団体の名称 社会福祉法人わらしべ会

3.指定の期間 令和5年4月1日から令和 10年3月31日までの5年間
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議案第82号参考資料

施設名称

指定候補者として
選定された匝体

選定委員会への
諮問日

選定の概要

申請団体

枚方市指定候補者選定調書

枚方市立障害者社会就労センタ一

社会福祉法人わらしべ会 ｜ 指定期間 令和 5年 4月 l日から
令和10年 3月31日まで

令和4年7月5日 ！選定委員会からの｜
答申日 ｜ 

令和4年10月4日

枚方市立障害者社会就労センターの指定候補者を選定するため「枚方市立

障害者社会就労センタ一指定管理者選定委員会」に諮問した。

募集要項等について、同選定委員会の意見を踏まえた上で、内容を確定

し、令和4年8月3日から 9月5日までの問、公募を行った。申請団体は1
団体で、あった。

｛選定委員会での審査概要］

同選定委員会で、申請団体から提出された事業計画書が募集要項に掲げ

た条件を満たしているかについて審査が行われ、要求事項を満たしている

ことが確認された。

その後、事業計画書に記載されている各提案内容について、申請団体の

プレゼンテーションを実施し、提案内容等に対する申請団体への質疑を行

った後、選定基準等の要求事項の項目ごとに評価を行った。

（評価方法）

評価については、事業計画に関する内容審査を 1000点満点とする評価
方式で、行った。

（選定委員会での主な意見と結果）

社会福祉法人わらしべ会については、約 20年間本施設の管理運営に携わ

り、枚方市において社会福祉分野で大きな貢献を果たしており、知名度、実

績ともに申し分なく、自然豊かなロケーションを活用し、長年にわたって馬

とのふれあいを取り入れた事業を行い、地域の公園等の清掃活動で関係機関

と連携するといった地域に根ざした活動にも取り組むほか、枚方市の自立支

援協議会就労支援部会の活動を通じて、共同受注・優先調達を推進し、市内

事業所の賃金・工賃向上に貢献してきた点などが評価された。申請団体は、

社会貢献の面で優れた実績を残していることなども含め、引き続き本施設の

指定候補者としてふさわしい団体であることから、指定候補者として選定す

る旨の答申が提出された。

上記、選定委員会の答申に基づき、同年 10月 26日に指定候補者を選定

した。

提案指定管理料の額

(5ヶ年の合計額）

評価点
（事業計画に関する内容審査） ｜順位
1, 000点満点

①1社会福祉法人わらしベ会 498.00点 I 1 

※枚方市立障害者社会就労センターは利用料金制を採用しており、指定管理料は発生しない。
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・評価結果【枚方市立障害者社会就労センター】

事業計画に関する内容審査配札000点

1戸申請団体の経営方針等に関する事項

①経営方針 60 

20 

20 

500 

100 

400 

48.00 

10.00 

10.00 

②指定管理者の指定を申請した理由

③経営の継続性・安定性

2 施設の経営方針に関する事項

①施設の現状に対する考え方及び将来展望

②施設運営に関する計画

3虞施設の管理に関する事項

施設の管理に関する事項

4 情報公開及び値人情報保護

250.00 

50.00 

200.。。
50.00 

5，緊急時における対東に関する事環

緊急時における対策に関する事項

6.その他

その他

100 

100 

50.00 

50.00 

50.。。情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項

100 

100 

100 

1,000 得点合計 u.ooo点満点）
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0評価点

0評価内容
申請団体は、約20年間本施設の管理運営に携わり、枚方市において社会福祉分野で大きな貢献を果たし
ており、知名度、実績ともに申し分ない。
自然豊かなロケーションを活用し、長年にわたって馬とのふれあいを取り入れた事業を行い、地域の公園等
の清掃活動で関係機関と連携するといった地域に根ざした活動にも取り組むほか、枚方市の自立支援協議
会就労支援部会の活動を通じて、共同受注圃優先調達を推進し、市内事業所の賃金E工賃向上に貢献してき
た点も評価できる。
一方で、今回の申請書類に一部、準備不足が見受けられる面もあり、事業内容も継続を基本としたもので
あった。また、申請団体の特色でもある馬事業の経費負担が本施設運営の収支に少なからず影響しているこ
とを踏まえ、さらなる財務状況の健全化に努めていただきたい。併せて危機管理マニュアルのさらなる充実に
も注力してほしい。
これらの事項には留意していく必要はあるが、申請団体は、社会貢献の面で優れた実績を残していることな
ども含め、引き続き本施設の指定候補者としてふさわしい団体であると評価できる。
今後も障害者の方の生活の向上や福祉の社会的評価のさらなる向上に、より一層寄与されるよう期待す
る。
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事業計画に関する確認事項一覧（枚方市立障害者社会就労センター）

要求事項 確認事項

1.申請団体の経営方針等に関する事項

1.設立目的、経営実績、組織の状況及び団体の運営方針の具体的な説明がなされてい
るカミ。

2.育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律に規定さ
れる休業制度が確保されているか。

①経営方針
3.公正採用への対応として、大阪府公正採用選考人権啓発推進員設置要綱、又は大阪
労働局公正採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき、「公正採用選考人権啓発推進
員」を設置しているか。

4.障害者雇用促進法に基づき障害者の雇用義務がある事業主にあっては、法定雇用率
が達成されているか。（申請段階で未達成の場合は、本施設における雇用をはじめ、雇用
率が達成できるよう提案されているか。）

5.セクシュアル・ハラスメントやパワーハラスメントの防止対策について提案されているか。

②指定管理者の指定を
6.申請した理由が、団体経営方針との関係を踏まえ明確に示されているか。

申請した理由

7.国税、市税（市内に事業所を有する者）に係る徴収金を完納しているか。

③経営の継続性司安定性
8.財務状況の健全性、運営体制、同種施設の運営実績等から、施設の安定的な管理運
営を期することができるか。

2施設の経営方針に関する事項

①施設の現状に対する 9.施設の設置目的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案されている
考え方及び将来展望 か。

10.施設利用料金等による収入に見合う運営計画が立てられているか。

11.施設の利用の向上に関する計画が具体的に提案されているか。

12.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った運営計画が提案さ
れているか。

13.利用者に対する接遇対応向上について提案されているか。
②施設運営に関する計
画

14干lj用者が安全に利用で、きるよう施設内で、発生するトラブルへの対応方法等について提
案されているか。

15.利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案されているか。

16.セルフモニタリング及び利用者等に対するアンケートの実施について提案されている
か。

17.業務に従事する者が、人権について正しい認識を持って業務を遂行で、きるよう、人権
研修について、提案されているか。
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要求事項 確認事項

3嗣施設の管理に関する事項

18.関係法令及び木市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理計画が提案さ
れているか。

19.建築設備全般に係る点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者への安全、快適な
環境が提案されているか。

20.文書の適切な管理・保存の提案がされているか。

21.適正な人員配置が提案されているか。

22.施設内で生じた廃棄物の適切な一時保管、搬出、処理の提案がされているか。

23.備品管理に当たり、管理簿の整備及び、責任の所在について提案されているか。

24.環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、省エネルギ一等具体的に提案され
ているか。

25.障害者虐待を未然に防止する取り組みについて提案されているか。

26.業務に従事する者及び利用者の手指や備品の消毒、施設の換気等、感染症の拡大
防止策が提案されているか。

4聞情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項

27.枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報の公開に関
する対応が明確に示されているか。

28.枚方市個人情報保護条例の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する必要な措置に
ついて明確に示されているか。

5.緊急時における対策に関する事項

29.緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアル作成等が提案されているか。

30.緊急事態発生時又は発生が予測される場合における常時連絡可能な体制・方策が提
案されているか。

31.構成員間（本支社間含む）、市との間におけるリスク分担に対する考え方が明確に示さ
れ、かっ考え方に対応した分担内容となっているか。

6.その他

32.利用者サービスを維持・向上させる具体的な取り組みについて提案されているか。

33.施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画が提案されている
か。
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指定候補者選定の経過

令来日4年7月5日

(2022年）

令和4年10月4日

(2022年）

令和4年10月26日

(2022年）

枚方市立障害者社会就労センタ一指定管理者選定委員会

への諮問

第 1回指定管理者選定委員会開催

管理運営状況、募集要項、基本仕様書の確認、指定管

理者選定基準及びプレゼンテーション実施方法につい

て審議

第 2目指定管理者選定委員会開催

申請状況等について報告

事業計画書の提案内容についてのプレゼンテーション

実施

指定候補者についての審議

枚方市立障害者社会就労センタ一指定管理者選定委員

会からの答申

指定候補者の選定

枚方市立障害者社会就労センタ一指定管理者選定委員会の構成 （委員名は五十音順）

／／／  氏名（所属） 選出区分

会長 明石成司（弁護士）

学識経験のある者

副会長 平田義明（税理士）

委員
小寺銭也（種智院大学人文学部社会福祉学科

教授）

委員
橋本有理子（関西福祉科学大学社会福祉学部社

専門的知識を有する者
会福祉学科教授）

委員 二回優子（大阪公立大学准教授）
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議案第83号

枚方市立火葬場（やすらぎの社）の指定管理者の指定について

次のとおり枚方市立火葬場（やすらぎの杜）の指定管理者の指定につき、地方自治法（昭

和22年法律第67号）第244条の2第6項の規定により議会の議決を求める。

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見 隆

記

1.施設の名称 枚方市立火葬場（やすらぎの杜）

2. 団体の名称 五輪・日本管財グループ

（代表団体）株式会社五輪

3.指定の期間 令和5年4月1日から令和10年3月31日までの5年間
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議案第83号参考資料

施設名称

指定候補者として
選定された団体
選定委員会
への諮問日

選定の概要

枚方市指定候補者選定調書

枚方市立火葬場（やすらぎの社）

五輪・日本管財グループ 指定期間
令和 5年 4月 1日から
令和10年 3月31日まで

｜選定委員会からの｜
令和4年7月4日 ｜ ｜ 令和4年10月19日

｜ 答申日 ｜ 

枚方市立火葬場（やすらぎの杜）の指定候補者を選定するため「枚方市立火葬場指

定管理者選定委員会」に諮問した。

募集要項等について、同選定委員会の意見を踏まえた上で、内容を確定し、令和 4

年 8月 3日から 9月 7日までの問、公募を行ったところ、申詰団体は 2団体であっ

た。

［選定委員会での審査概要］

同選定委員会で、申請団体から提出された事業計画書が募集要項に掲げた条件を

満たしているかについて審査が行われ、要求事項を満たしていることが確認され

た。

その後、事業計画書に記載されている各提案内容について、申請団体のプレゼン

テーションを実施し、申請団体への質疑を行った後、選定基準等の要求事項の項目

ごとに評価を行い、指定管理料の額と合わせて総合評価を行った。

（評価方法）

評価については、事業計画に関する内容審査と指定管理料の額をそれぞれ点数化

し、それらを合算する総合評価方式で、行った。内容審査は600点満点とし、指定管

理料の額は最低金額を400点満点とし、これらの合計1,000点満点で評価を行った。

（選定委員会での主な意見と結果）

総合評価点が 1位である五輪・日本管財グループについて、全国で指定管理者と

して多くの受託実績を有しているなど、火葬場の指定管理者としての豊富な業務経験

を有しており、これまでの指定管理者としての実積からも、高い専門性を活かした管

理運営や、さらなる利用者ニーズに寄り添ったサービスの提供が期待できる。

施設の維持管理に関しては、施設の状況を十分に把握し、施設の老朽化への対応な

ど、綿密な建物管理計画が示されており、さらに、火葬炉の維持管理については、グ

ノレーブρ企業であるメーカーとの連携による的確な対応が期待できる。

火葬業務に関しでも、綿密な計画が示され、人員不足が発生した場合や、大規模な

災害時や感染症拡大時の対応に関しては、全国各地の豊富な人材を活かした応援体制

が構築されており、コロナ禍における本施設での運用実績からも、その危機管理体制

は言平4面できる。
また、照明器具のLED化など、施設の環境配慮に関する計画も、枚方市の方針に沿

うものとなっている。

その他、障害者雇用率については、改善の必要があるものの、情報セキュリテイへ

の取り組みについては、万が一の情報漏洩に備えた業務フローが整備されており、評

価できるものである。

こうしたことから、総合的に判断し、他の申請団体よりもすぐれており、指定候

補者として選定する旨の答申が提出された。

上記、選定委員会の答申に基づき、同年 11月2日に指定候補者を選定した。

提案指定管理料の上限額｜ 札 270,000円 ｜ 調査基準価格 I 392, 019, soo円
提案指定管理料の額 ｜事業計画に関｜提案された指｜総合評価点 l

｜する内容審査！定管理料の額｜ (A)+ (B) 
申請団体 I I ( A ) I ( B ) I 1 , 000点満点｜順位

(5ヶ年の合計額） I 600点満点 I 400点満点 』

玉輪・日本管財
①｜グノレー

やすらぎの社マネジ
②｜メントグループ

460, 549,000円

451, 753,000円

480.00 d点

332.40点

392.21点 872.21点 1 

400.00点 732. 40 -~ 2 

※「提案指定管理料の上限額」 「調査基準価格」 「提案指定管理料の額」には、消費税及び地方消費税を含む。
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φ評価結果【枚方市立火葬場（やすらぎの杜）】

事業計画に関する内容審査配点600点

①経営方針 36 I 28.80 I 28.80 

②指定管理者の指定を申請した理由 12 I 9.60 I 6.00 

③経営の継続性・安定性 12 I 9.60 I 9.60 

の経営方針i三闘する事

得点合計i~A) 600 

指定管理料の額配点400点（1位の額を400点とする）

指定管E里料の得点〈日）[40{)--40()x （提案骨1芹の額何1位の額】（400点満点） 392.21 

0総合評価点
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0評価内容
【申請団体1.五輪・日本管財グループ】

全国で指定管理者として多くの受託実績を有しているなど、火葬場の指定管理者としての豊富な
業務経験を有しており、枚方市でのこれまでの指定管理者としての実績からも、高い専門性を活か
した管理運営や、さらなる利用者ニーズに寄り添ったサービスの提供が期待できる。
施設の維持管理に関しては、施設の状況を十分に把握し、施設の老朽化への対応など、綿密な
建物管理計画が示されており、さらに、火葬炉の維持管理については、グループ企業であるメー
カーとの連携による的確な対応が期待できる。
火葬業務に関しても、綿密な計画が示され、人員不足が発生した場合においても、全国各地に豊
富な人材を有するスケールメリットを活かした対応が期待できる。
大規模災害時や感染症拡大時の対応に関しては、全国各地の豊富な人材を活かした応援体制が
構築されており、コロナ禍における本施設での運用実績からも、その危機管理体制は評価できる。
また、照明器具のLED化など、施設の環境配慮に関する計画も、枚方市の方針に沿うものとなって
いる。
その他、障害者雇用率については改善の必要があるものの、情報セキュリティへの取り組みにつ
いては、万が一の情報漏洩に備えた業務フローが整備されており、評価できるものである。
こうしたことから、総合的に判断し、他の申請団体よりも優れた提案内容であると評価できる。

【申請面再亙やすらぎの杜マネジメントグループ】

代表団体は広島市に本社を置く企業であり、中園地方を中心とした指定管理者として、火葬業務
の実績を十分に有している。
本施設を関西進出の基盤とする意欲を評価する中で、施設利用者と接するセレモニー業務は新
規採用者の配置が予定されていることから、接遇レベルが一定水準に達するまで相当の研修期間
や実務経験を要することが予想される。
施設の維持管理に関しては、建物管理の計画が綿密で信頼できるものであること、複数の火葬
炉メーカーの設備を取り扱ってきた実績と、火葬件数の増加に伴う火葬炉設備の老朽化に対応でき
る技術を有しており、評価できるものである。
なお、共同事業体を設立して日が浅く、構成員は清掃業務を主体としており、その連携手法や現
在の主な事業拠点が中園地方にあることによる大規模災害及び感染症拡大、人員不足などの緊急
時の迅速な人員確保等の対応に関して、より踏み込んだ提案が確認できれば、なお良かった。
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事業計画に関する確認事項一覧（枚方市立火葬場（やすらぎの杜））

要求事項 確認事項

1申請団体の経営方針等に関する事項

1. 設立目的、経営実績、組織の状況及び運営方針の具体的な説明がなさ
れている

2.育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する
法律に規定される休業制度が確保されている

3.公正採用への対応として、大阪府公正採用選考人権啓発推進員設置要

①経営方針
綱、又は大阪労働局公正採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき、 「公
正採用選考人権啓発推進員Jを設置している

4. 障害者雇用促進法に基づき、障害者の雇用義務がある事業主にあって
は、法定雇用率が達成されている（申請段階で未達成の場合は、本施設に
おける雇用をはじめ、雇用率が達成できるよう提案されている）

5. セクシュアル・ハラスメントやパワーハラスメントの防止対策につい
て提案されている

②指定管理者の指
6. 申請した理由が、団体経営方針との関係を踏まえ明確に示されている定を申請した理由

③経営の継続
7. 国税、市税（市内に事業所を有する者）に係る徴収金を完納している

性圃安定性 8.財務状況の健全性、運営体制、同種施設の運営実績等から、施設の安
定的な管理運営を期することができる

2.施設の経営方針に関する事項

①施設の現状に
9.施設の設置目的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案

対する考え方及
ぴ将来展望

されている

10.提案上限額を下回り、かつ、適正な指定管理料が提案されている

11.火葬炉設備維持管理業務、火葬運営業務、建築設備等保守管理業務の
運営計画について、具体的に提案されている

12.利用者に対する接遇対応向上について、具体的に提案されている

13.利用者が安全に利用できるよう施設内で発生するトラブルへの対応方
法等について提案されている

14.利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案され
②施設運営に関 ている
する計画 15.セルフモニタリング及び利用者等に対するアンケートの実施について

提案されている

16. 業務に従事する者が、人権について正しい認識を持って業務を遂行で
きるよう、人権研修について、提案されている

17.待合スペースでの利用者サービスについて提案されている

18.施設の利用案内等について、ホームページを活用した具体的な取組み
が提案されている

19.副葬品の削減についての方策が提案されている
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要求事項 確認事項

3.施設の管理に関する事項

20. 関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理
計画が提案されている

21.建築設備全般に係る点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者へ
の安全、快適な環境が提案されている

22.業務仕様書の規定に従い、資格を必要とする業務に有資格者を配置す
るなど、適正な人員配置が提案されている

23.施設内で生じた廃棄物の適切な一時保管、搬出、処理の提案がされて
いる

24.備品管理に当たり、管理簿の整備及び責任所在について提案されてい
る

25.環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、節電・省エネルギー
等の取り組みが具体的に提案されている

26.火葬炉の所与の性能を維持するための、日常点検・定期点検・清掃等
の具体的な体制方策が提案されている

27.火葬炉の特性を踏まえたうえで、ダイオキシン類等の環境汚染物質の
排出を最小限に抑制する運転方法などが提案されている

28.残骨灰及び集じん灰の処理について、適切な処理方法が提案されてい
る

29.業務に従事する者及び利用者の手指や備品の消毒、施設の換気等、感
染症の拡大防止策が提案されている

4.情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項

30.枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報
の公開に関する対応が明確に不されている

31.枚方市個人情報保護条例の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する
必要な措置について明確に不されている

5.緊急時における対策に関する事項

32. 緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアル作成等が提案されてい
る

33.緊急事態発生時又は発生が予測される場合における常時連絡可能な体
制・方策が提案されている

34.大規模災害時における、施設の復旧や、広域的な火葬の受け入れへの
協力体制について具体的に提案されている

35.構成員間（本支社聞を含む）、市との聞におけるリスク分担に対する
考え方が明確に不され、かっ考え方に対応した分担内容となっている

6.その他

36.利用者サービスを維持・向上させる具体的な取組みについて提案され
ている
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指定候補者選定の経過

令和4年7月4日
(2022年）

令和4年9月27日

(2022年）

令和4年10月19日

(2022年）

令来日4年11月2日

(2022年）

枚方市立火葬場指定管理者選定委員会への諮問

第 1目指定管理者選定委員会開催

管理運営状況、募集要項、基本仕様書の確認、指定管

理者選定基準及びプレゼンテーション実施方法につい

て審議

第 2回指定管理者選定委員会開催

申請状況等について報告

事業計画書の提案内容についてのプレゼンテーション

実施

第3回指定管理者選定委員会開催

指定候補者についての審議

枚方市立火葬場指定管理者選定委員会からの答申

指定候補者の選定

枚方市立火葬場指定菅理者選定委員会の構成 （委員名は五十音順）

／／／  氏名（所属） 選出区分

会長 本多重夫（弁護士）

学識経験のある者

副会長 服部純子（税理士）

委員
高橋泰代（大阪国際大学経営経済学部経営学

科教授）

委員 森井規仁（飯盛霊園組合管理課長） 専門的知識を有する者

委員
渡辺信久（大阪工業大学工学部環境工学科教

授）
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議案第84号

都市公園の指定管理者の指定について

次のとおり都市公園の指定管理者の指定につき、地方自治法（昭和 22年法律第67号）

第 24 4条の 2第6項の規定により議会の議決を求める。

令和4年（ 2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見 隆

コい」一三川H

1.施設の名称 都市公園（王仁公園・香里ケ正中央公園・中の池公園・鏡伝池緑地・

東部公園）

2. 団体の名称 京阪ひらかたスポーツみどりグループ

（代表団体）京阪園芸株式会社

3.指定の期間 令和5年4月1日から令和10年3月31日までの5年間
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議案第84号参考資料

施設名称

指定候補者として ！ 
選定された団体 ｜ 
選定委員会への
諮問日

選定の概要

提案指定管理料の上限額

申請団体

京阪ひらかた

①｜スポーツみどり

グループ

枚方市指定候補者選定調書

都市公園（王仁公園・香里ケ丘中央公園・中の油公園・鏡伝池緑地・東部公園）

ノ尽阪ひらかたスポーツみどり ［ 
指定期間

グループ I 

令和4年7月14日
｜選定委員会からの｜
I 答申日 ｜ 

令手口 5年 4月 l日から
令干口10年 3月31日まで

令手口4年10月13日

都市公園の指定候補者を選定するため「枚方市都市公園指定管理者選定委

員会」に諮問した。

募集要項等について、同選定委員会の意見を踏まえた上で、内容を確定

し、令和4年8月 29日から 9月 28日までの間、公募を行った。申詰団体は

1団体であった。

［選定委員会での審査概要］

同選定委員会で、申請団体から提出された事業計画書が募集要項に掲げ

た条件を満たしているかについて審査が行われ、要求事項を満たしている

ことが確認さわしたc

その後、事業計画書に記載されている各提案内容について、申請団体の

プレゼンテーションを実施し、提案内容等に対する申請団体への質疑を行

った後、選定基準等の要求事項の項目ごとに評価を行い、指定管理料の額

と合わせて総合評価を行った。

（評価方法）

評価については、事業計画に関する内容審査と指定管理科の額をそれぞ

れ点数化し、それらを合算する総合評価方式で、行った。内容審査は700点満

点とし、指定管理料の額は最低金額を300点満点とし、これらの合計1,000 

点満点で評価を行った。

（選定委員会での主な意見と結果）

総合評価点が 1位である京阪ひらかたスポーツみどりグループについ

て、各構成員ともに公園管理運営及び植栽管理の経験が豊富であり、確実な

管理運営や緑の資源を活かした事業の展開が期待できることと、現施設の問

題点も把握しており、将来展望に関する提案があったことが評価できる。今

後は、各構成員やそのグループρ企業だけではなく、市民・行政と協働してい

くことで、良好な公園の管理運営やその仕組みが確立することと、縁や生き

物、子育て支援、健康づくり、歴史文化等の分野について緩やかで大きなネ

ットワークを繋げることで、枚方市のまちづくりと市民生活の向上に役立つ

ような管理運営の期待を込め、指定候補者として選定する旨の答申が提出さ

れた。

上記、選定委員会の答申に基づき、同年 11月7日に指定候補者を選定した。

529,442, 000円

提案指定管理料の額

(5ヶ年の合計額）

528, 000, 000円

調査基準価格 ｜ 
事業計画に関｜提案された指
する内容審査｜定管理料の額
(A) I (B) 

700点満点 I 300点満点

437. 40点 300. 00点

450, 025, 700円

総合評価点［

｜順位(A)+(B) 1 

1, 000点満点

737. 40点 1 

※「提案指定管理科の上限額」 「調査基準価格」 「提案指定管理科の額」には、消費税及び地方消費税を含む。
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。評価結果

｛都市公園（王仁公園・香里ケ丘中央公園・中の池公圏盲鏡伝池緑地買東部公園）］

事業計画に関する内容審査配布00点

1 .申請団体の経営方針等に関する事項 44.40 

①経営方針 36 I 28.80 

②指定管理者の指定を申請した理由

③経営の継続性・安定性

2 施設の経営方針に関する事項

12 

12 

260 

①施設の現状に対する考え方及び将来展望 I so 

②施設運営に関する計画 I 200 

9.60 

6.00 

148.00 

48.00 

100.00 

（ア）運営計画に関する提案 I 40 I 20.00 

（イ）事業提案・改善に関する提案 I 120 I 60.00 

（ウ）利用者対応に関する提案

3回施設の管理に関する事項

①植物管理

母運動施設管理運営

③維持管理

④管理体制

40 

260 

80 

80 

50 

40 

③その他 I 10 

4.情報公開及び個人J情報保護の措置に関する事項

20.00 

185.00 

80.。。
40.00 

40調00

20.00 

5‘00 

20掴00

情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項 I o I 20.00 
…一一一一一一一一一一一一一一－

5 緊急時における対策に関する事項 I 4ol 

緊急時における対策に関する事項

6.その他

その他

得点合計（A) (7oo点満点）

指定管理料の額配点300点（1位の額を300点とする）

指定管理料の得点（B)(300 300×（提案額 1位の額〕／1位の額］（300点満点）

40 

40 

20‘00 

20.00 

20.00 

437.40 

300‘00 
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。評価内容
＜申請団体＞京阪ひらかたスポーツみどりグιーヲ
申請団体I立、各構成員ともに公園管理運営及び植栽管理の経験が豊富であり、確実な管理
運営や縁の資源を活かした事業の展開が期待できる。また、現施設の問題点も把握しており、
将来展望に関する提案がなされていたことは評髄できる。
以上の内容も含め、申請団体は、指定候補者として適当であると判断する。
一方、ソフト面については目立った特徴的な提案が無く、複数の公園を一括管理運宮すると
いう事業の特徴を活かした視点が無かった点に大いに課題があった。また、施設運営に関して
は、安直に一部の競技団体の利用促進にとらわれるのではなく、多様な団体に参画を促し、公
園がより広く市民の健鹿増進！こ寄与するよう、尽力されたい。
今後、各構成員やそのグループ企業だけではなく、市民ョ行政と協働していくことで、良好な公
園の管理運堂やその仕組みが確立されることを期待する。また、各公園はそれぞれ小さな公国
ではあるが、緑や生き物、子育て支援、｛建康づくり、歴史文化等の分野について緩やかで大き
なネットワークを繋げることにより、枚方市のまちづくりと市民生活の向上に役立つような管理
運営を期待する。
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事業計画に関する確認事項一覧
（都市公園（王仁公園・香里ケE中央公園闘中の池公園・鏡｛云池緑地・東部公園））

要求事項 確認事項

1申請団体の経営方針等に関する事項

1 設立目的、経営実績、組織の状況及び運営方針の具体的な説明がなされているか。

2.育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律に規定される休業制度
が確保されているか。

⑦経営方針
3公正採用への対応として、大阪府公王採用選考人権啓発推進員設置要綱、又は大阪労働局公正
採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき、「公正採用選考人権啓発推進員」を設置しているかc

4 障害者法定雇用率が達成されているか（申請段階で未達成の場合は、本施設における雇用をはじ
め、雇用率が達成できるよう提案されているか）。

5セク、ンュアノレ・ハラスメントやパワーハラスメントの防止対策について提案されているか。

②指定管理者の指定を
6 申請した理由が、経営方針との関係を踏まえ明確に示されているか。

申請した理由

7国税、市税（市内に事業所を有する者）（こ係る徴収金を完納しているか。

③経営の継続性・安定性
8.財務状況の健全性、運営体制、同種施設の運営実績等から、施設の安定的な管理運営を期するこ
とができるか。

2施設の経吉方針に関する事項

①施設の現状に対する
9.都市公園の設置目的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案されているか。

考え方及び将来展望

10.関係法令及て戸市条例・規則を遵守し、地設の設置目的に沿った管理・運営計画が

（ア）運営計画 提案されているか。

に関する提案
11.利用料金の収入見込額及び指定管理料（指定管理料にあっては、提案上隈額を下
回り、かつ、適正な額）が提案されているか。

12.利用者サービスを維持・向上させる具体的な取組みについて提案されているか。

13.利用者の利便性向上に繋がるイベントやプログラム等が提案されているか。

（イ）事業提案m
改善に関する 14.ボランティアとの協働等、公園管理に係る市民参加について提案されているか。
提案

15. P-PFI事業者や周辺施設の運営者等との連携による利用促進方策が提案されてい
るヵ、。

②施設運営に関する計
16.緑化推進に関する提案がされているか。

画

17.利用者に対する接遇対応向上について提案されているか。

18.利用者が安全に利用できるよう施設内で発生するトラブルへの対応方法等について
提案されているか。

（ウ）利用者対 19.利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案されているか。

応に関する提
案 20.セルフ二号ニタりング及び利用者等に対するアンケートの実施等の実施について提案
されているかf

21.施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画が提案されてい
るかっ

22.業務に従事する者が、人権について正しい認識を持って業務を遂行て、きるよう、人
権研修について、提案されているか。
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要求事項 確認事項

3施設の管理に関する事項

23.各公閣の特徴を踏まえた、具体的な植栽管理（努定、除草、芝メlj、病害虫防除、花壇管理等）方法
が示されているか。

①植物管理
24.鏡伝池緑地の主要植物（花しようぶ、スイレン等）の育成管理について具体的な方法が示されてい
るヵ、。

25.競伝池緑地において花苗育成及び吃壇管理について具体的な方法が示されているか。

26.運動施設の具体的な維持管理方法が示されているか。

②運動施設管理運営 27.市民がスポーツに親しめる環境づくり、スポーツを通じた健康づくりについて提案されているか。

28.地域スポーツ活動、暗害者のスポーツ活動の支援など、市民の多様なニーズ、に対応した取組みに
ついて提案されてし、るか。

29.遊具の日常点検や建築・電気・機械設備に係る点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者への
安全、快適な環境が提案されているか。

30. l、イレをはじめとする各施設及び 般圏内の清掃方法とその頻度が示されているか。

③維持管理

31. 自然環境の維持・改善に関する考え方と方法が提案されているか。

32.施設内で生じた廃棄物の適切な一時保管、搬出、処理の提案がされているか。

33.業務を履行するうえで、必要な人員配置が提案されてし、るか。

④管理体制
34.鏡伝池緑地において、特殊植物の育成や緑化相談を含め、緑地を良好に管理運営できる業務実
施体制が示されているか。

35.備品管理に当たり、管理簿の整備及び責任所在について提案されているか。

⑤その他
36.環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、節電・省エネルギー等の取組みが具体的に提案
されてし、るか。

37.業務に従事する者及び利用者の手指や備品の消毒、施設の換気等、感染症の拡大防止策が提案
されているか。

4情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項

38.枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報の公開に関する対応が明
確に示されているか。

39.枚方市個人情報保護条例の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する必要な措置について明確
に示されているか。

5緊急時における対策に関する事項

40.緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアル作成等が提案されているか。

41.緊急事態発生時又は発生が予測される場合における常時連絡可能な体制・方策が提案されている
か。

42.構成員間（本支社間含む）、市との間におけるリスク分担に対する考え方が明確に示され、かっ考え
方に対応した分担内容となっているか。

6.その他

43.点在する5公園を管理運営する上で、公園聞の連携を活かした運営方法やサービス等が提案され
ているか。

44.点在する5公園を包括的に管理する上で、効率的な作業方法等が示されてしもか3
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指定候補者選定の経過

令和4年7月14日

(2022年）

令和4年10月13日

(2022年）

令来日4年11月7日

(2022年）

枚方市都市公園指定管理者選定委員会への諮問

第 1回指定管理者選定委員会開催

管理運営状況、募集要項、基本仕様書の確認、指定管

理者選定基準及びプレゼンテーション実施方法につい

て審議

第 2回指定管理者選定委員会開催

申請状況等について報告

事業計画書の提案内容についてのプレゼンテーション

実施

指定候補者についての審議

枚方市都市公園指定管理者選定委員会からの答申

指定候補者の選定

枚方市都市公園指定管理者選定委員会の構成 （委員名は五十音順）

／／／  氏名（所属） 選出区分

会長 本多重夫（弁護士）

学識経験のある者

副会長 服部純子（税理士）

委員
高見彰（大阪国際大学人間科学部スポーツ

行動学科教授）

委員
平田 富士男（兵庫県立大学大学院緑環境計画

専門的知識を有する者
マネジメント研究科教授）

委員
藤本真里（兵庫県立大学 自然・環境科学研究

所教授）
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議案第85号

枚方市自転車駐車場の指定管理者の指定について

次のとおり枚方市自転車駐車場の指定管理者の指定につき、地方自治法（昭和22年法

律第67号）第244条の2第6項の規定により議会の議決を求める。

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見 隆

記

1.施設の名称 枚方市自転車駐車場

2. 団体の名称 サイカパーキング株式会社

3.指定の期間 令和5年4月1日から令和 10年3月31日までの5年間
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議案第85号参考資料

施設名称

指定候補者として

選定された団体
選定委員会への
諮問日

選定の概要

提案指定管理料の上鰻額

申請団体

枚方市指定候補者選定調書

枚方市自転車駐車場

サイカパーキング株式会社 ｜ 指定期間 令和 5年 4月 1日から
令和10年 3月31日まで

｜選定委員会からの｜
令和4年7月1日 ｜ ｜ 令和4年10月19日

｜ 答申日 ｜ 

枚方市自転車駐車場の指定候補者を選定するため「枚方市自転車駐車場指定管理

者選定委員会」に諮問した。

募集要項等について、同選定委員会の意見を踏まえた上で、内容を確定し、令和

4年8月3日から 9月8日までの問、公募を行った。申請団体は4団体であった。
［選定委員会での審査概要］

同選定委員会で、申請団体から提出された事業計画書が募集要項に掲げた条件

を満たしているかについて審査が行われ、要求事項を満たしていることが確認さ

れた。

その後、事業計画書に記載されている各提案内容について、申請団体のプレゼ

ンテーションを実施し、提案内容等に対する申請団体への質疑を行った後、選定

基準等の要求事項の項目ごとに評価を行い、指定管理料の額と合わせて総合評価

を行った。

（評価方法）

評価については、事業計画に関する内容審査と指定管理料の額をそれぞれ点

数化し、それらを合算する総合評価方式で行った。内容審査は600点満点と

し、指定管理料の額は最低金額を400点満点とし、これらの合計1,000点満点で

言平イ面を行った。

（選定委員会での主な意見と結果）

総合評価点が 1位であるサイカパーキング株式会社は、自転車駐車場等の管

理運営企業として、全国の市町村で豊富な実績とノウハウを有しており、経営

の継続性・安定性が十分に認められること、詳細な現地調査のもと本施設の現

状の課題を分析され、各自転車駐車場に応じた機械化やキャッシュレス化など

について極めて具体的に提案されており、利用者の利便性の向上が期待でき、

また、公共施設等の維持管理・運営等に民間の資金やノウハウを活用する PF 

Iの経験がある点も評価された。

また、事業計画書では、本市と協議の上で、今後の施設運営の更なる改善策

を進めていく方針が示されているなど、実務を理解した上で現実的な提案がな

されている点も高く評価できることから、他の申請団体よりもすぐれており、

次期指定候補者として選定する旨の答申が提出された。

上記、選定委員会の答申に基づき、同年 11月1日に指定候補者を選定した。

山川3,000円 ｜ 調査基準価格 I 1, 199,046,550円
提案指定管理料の額 ｜事業計画に関｜提案された指｜ 総合評価点

I する内容審査｜定管理料の額｜
(A) I (B) I (A)+ (B) ｜願位

(5ヶ年の合計額） I 600点満点 I 400点満点 I 1, ooo点満点
①｜株式会社ダイゾー

②｜一般財団法人京都
市都市整備公社

1,295, 100,000円

1, 120,000,000円

336.00点 337.46点

300.00点 400. 00点

673.46点 4 

700.00点 3 

サイカパーキング
③｜株式会社

株式会社アーキエ
④！ムズ

1,370,605,000円 547.20点

1, 199, 700, 000円 471. 00点

310. 50点 857, 70 /~ 1 

371. 54 /~ 842. 54点 2 

※「提案指定管理料の上限額」 「調査基準価格」 「提案指定管理料の額」には、消費税及び地方消費税を含む。
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・評価結果【枚方市自転車駐車場】

事業計画に関する内容審査配点600点

指定管理料の額自己点400点（1位の額を400点とする）

提案された指定管理料の順位

指定管理料の得点（B〕【棚叩o)i）注芸品T位の額）／惜の額X制点満点〕＼

0総合評価点
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0評価内容

く申請団体1＞株式会社ダイゾー

現指定管理者として安定した管理運営をしており、指定管理業務について豊富な実績とノウハウを有して
いる。有人による暖かみのある管理運営や、効果的な整列駐輪による自転車受入台数の最大化など、有人
管理の強みを活かした提案に加え、一部施設の24時間開放や出入り口付近への監視力メラの増設など、具
体的で実現性が高く利用者の利便性向上を第一に考えた提案が評価できる。無人機械化と有人による管理
運営のメリット調子、メリットを十分比較・検討した上で、後者を提案したとの説明は説得力があった。
一方で、他の申請団体からは現状の施設利用の不便性の指摘と改善策の提案があったが、現指定管理
者として、現状の課題などに対する改善策の提示がなく、また新たな視点での提案が乏しかった。

く申請団体2＞一般財団法人京都市都市整備公社

京都市をはじめ、関西一円で自転車駐車場の管理運営に関して、豊富な実績を有しており、安定した経営
力が感じられる。
現在の利用者のニーズを的確にとらえ、全施設の機械化、24時間化、定期券購入のWEB化、キャッシュ
レス決済の導入など利用者サーピ、スの向上及び経費削減を積極的に進める提案は評価できる。
また、デジタルサイネージ設置の提案は、非常時には緊急事態を知らせるなど防災面で、日常では近隣店
舗の情報を発信する広報面で役立ち、地域に寄り添ったまちづ、くり拠点としての自転車駐車場の可能性を感
じられた。
一方で、収支が軍離しており利益とサービスの質のバランスに疑問を感じるほか、機械化やキャッシュレス
化により人員配置が少ないことや、行政の開庁時間に責任者の不在時間が発生するなど、効率化を重視し
すぎることで、利用者の安全性確保や緊急時の対応が危慎される。

＜申請団体3＞サイカパーキング株式会社

自転車駐車場等の管理運営企業として、全国の市町村で豊富な実績とノウハウを有しており、経営の継続
性掴安定性が十分に認められる。
詳細な現地調査のもと、本施設の現状の課題を分析し、各自転車駐車場に応じた機械化やキャッシュレス
化、及び人員削減案などを極めて具体的に提案しており、利用者の利便性の向上が期待できる。また、公共
施設等の維持管理＝運営等に民間の資金やノウハウを活用するPFIの経験がある点も評価できる。
指定管理料の提案額が高い点はあるものの、事業計画では、本市と協議の上で、今後の施設運営の更な
る改善策を進めていく方針が示されているなど、実務を理解した上で現実的な提案がなされている点も評価
できる。
以上のことから、他の団体よりも優れた提案内容であると評価する。
今後予定される市との協議がより丁寧になされるよう要望するとともに、指定管理者での管理運営の実務
を経て、より効率的な運営の提案がなされることを期待する。

く申請団体4＞株式会社アーキエムズ

京阪神地域で多数の自転車駐車場の管理運営実績を有しており、自転車駐車場でまちづくりをしていこう
とする経営姿勢が感じられた点は評価できる。建築設計事務所として創業していることから、駅前の景観の
改革を目指すなど、枚方市の各地域の景観デザインへの配慮にも貢献する可能性が感じられる。
また、本施設の現状の課題を的確に分析し、機械化、無人化、WEBシステム化、キャッシュレス決済導入
など、実績に裏付けられた種々の具体的改善策や提案がされており、利用者サービスの向上が期待でき
る。本施設利用促進の広報活動や自転車の放置防止の啓発活動について、斬新で具体的な提案がなされ
ている点も評価できる。
一方で、自転車駐車場を通したまちづくりの提案内容に具体的なものがなく、無人化に伴う巡回管理の体
制についても緊急時の対応等にやや不安が感じられる。
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事業計画に関する確認事項一覧（枚方市自転車駐車場）

要求事項 確認事項

1.申請団体の経営方針等に関する事項

1.設立目的、経営実績、組織の状況及び運営方針の具体的な説明がなされている。

2.育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律に規定さ
れる休業制度が確保されている。

3.公正採用への対応として、大阪府公正採用選考人権啓発推進員設置要綱、又は大阪

①経営方針
労働局公正採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき、「公正採用選考人権啓発推進
員」を設置している。

4.障害者雇用促進法に基づき障害者の雇用義務がある事業主にあっては、法定雇用率
が達成されている。（申請段階で未達成の場合は、本施設における雇用をはじめ、雇用率
が達成できるよう提案されている）

5.セクシュアル・ハラスメントやパワーハラスメントの防止対策について提案されている。

②指定管理者の指定を
6.申請した理由が、団体経営方針との関係を踏まえ明確に示されている。

申請した理由

7.国税、市税（市内に事業所を有する者）に係る徴収金を完納している。

③経営の継続性・安定性
8.財務状況の健全性、運営体制、同種施設の運営実績等から、施設の安定的な管理運
営を期することができる。

9.申請締切日時点において、自転車駐車場の管理運営実績が3年以上ある。

2施設の経営方針に関する事項

①施設の現状に対する 10.対象施設の設置百的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案されて
考え方及び将来展望 いる。

11.提案上限額を下回り、かっ、適正な指定管理料が提案されている。

12.対象施設の利用の向上に関する計画が提案されている。

13.関係法令及び木市条例・規則を遵守し、対象施設の設置目的に沿った運営計画が提
案されている。

14.利用者に対する接遇対応向上について提案されている。

②施設運営に関する 15.利用者が安全に利用で、きるよう施設内で、発生するトラブルへの対応方法等について
計画 提案されている。

16.利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案されている。

17.セルフモニタリングP及び利用者等に対するアンケートの実施について提案されている。

18.利用者サービスを維持・向上させる具体的な取組みについて提案されている。

19.業務に従事する者が、人権について正しい認識を持って業務を遂行で、きるよう、人権
研修について、提案されている。



_     __     __     _
259

要求事項 確認事項

3.施設の管理に関する事項

20.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理計画が提案さ
れている。

21.建築設備全般に係る点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者への安全、快適な
環境が提案されている。

22.適正な人員配置が提案されている。

23.対象施設内で生じた廃棄物の適切な一時保管、搬出、処理の提案がされている。

24.備品管理に当たり、管理簿の整備及び、責任所在について提案されている。

25.環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、省エネルギ一等具体的に提案され
ている。

26.業務に従事する者及び利用者の手指や備品の消毒、施設の換気等、感染症の拡大
防止策が提案されている。

4情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項

27.枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報の公開に関
する対応が明確に示されている。

28.枚方市個人情報保護条例の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する必要な措置
について明確に示されている。

5.緊急時における対策に関する事項

29.緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアル作成等が提案されている。

30.緊急事態発生時又は発生が予測される場合における常時連絡可能な体制・方策が提
案されている。

31.構成員間（本支社間含む）、市との間におけるリスク分担に対する考え方が明確に示さ
れ、かっ考え方に対応した分担内容となっている。

6.その他

32.施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画が提案されている。

33.自転車等の放置防止の啓発について提案されている。
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指定候補者選定の経過

令和4年7月1日

(2022年）

令和4年9月30日

(2022年）

令和4年10月19日

(2022年）

令和4年11月1日

(2022年）

枚方市自転車駐車場指定管理者選定委員会への諮問

第 l凹指定管理者選定委員会開催

管理運営状況、募集要項、基本仕様書の確認、指定管

理者選定基準及びプレゼンテーション実施方法につい

て審議

第2回指定管理者選定委員会開催

申請状況等について報告

事業計画書の提案内容についてのプレゼンテーション

実施

第3目指定管理者選定委員会開催

指定候補者についての審議

枚方市自転車駐車場指定管理者選定委員会からの答申

指定候補者の選定

枚方市自転車駐車場指定管理者選定委員会の構成 （委員名は五十音順）

／／／  氏名（所属） 選出区分

会長 明石成司（弁護士）

学識経験のある者

副会長 平田義明（税理士）

委員
J 11上比奈子（摂南大学理工学部住環境デザイ
ン学科教授）

委員
北村幸定（大阪公立大学工業高等専門学校都市

専門的知識を有する者
環境コース 特任教授）

委員
西田 一芳（一般社団法人枚方交野交通安全協会

専務理事・事務局長）



_     __     __     _
261

議案第86号

枚方市立香里ケ丘図書館・香里ケE中央公園みどりの広場の指定管理者の指定について

次のとおり枚方市立香里ケ丘図書館・香里ケ丘中央公閤みどりの広場の指定管理者の指

定につき、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第6項の規定により議会

の議決を求める。

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

1.施設の名称

2. 団体の名称

3.指定の期間

枚方市長伏見 隆

記

枚方市立香里ケ正図書館・香里ケ丘中央公園みどりの広場

図書館流通センター・長谷工コミュニティ共同事業体

（代表団体）株式会社図書館流通センター

令和5年4月1日から令和10年3月31日までの5年間
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議案第86号参考資料

枚方市指定候補者選定調書

施設名称

指定候補者として
選定された団体
選定委員会への
諮問日

図書館流通センター・長谷工｜
指定期間

選定の概要

提案指定管理料の上限額｜

申請団体

コミュニティ共同事業体 ｜ 
｜選定委員会からの｜

令和4年7月9日 I I 
｜ 答申日 ｜ 

令和4年10月17日

枚方市立香里ケ丘図書館・香里ケ丘中央公園みどりの広場の指定候補者を

選定するため「枚方市立香里ケ正図書館・みどりの広場教育委員会指定管理

者選定委員会」に諮問した。

募集要項等について、同選定委員会の意見を踏まえた上で、内容を確定

し、令和4年 8月 10日から 9月9日までの問、公募を行った。申請団体は2

回体で、あった。

｛選定委員会での審査概要］

同選定委員会で、申請団体から提出された事業計画書が募集要項に掲げ

た条件を満たしているかについて審査が行われ、要求事項を満たしている

ことが確認された。その後、事業計画書に記載されている各提案内容につ

いて、申請団体のプレゼンテーションを実施し、提案内容等に対する申請

団体への質疑を行った後、選定基準等の要求事項の項目ごとに評価を行

い、指定管理料の額と合わせて総合評価を行った。

（評価方法）

評価については、事業計画に関する内容審査と指定管理料の額をそれ

ぞれ点数化し、それらを合算する総合評価方式で、行った。内容審査は800

点満点とし、指定管理科の額は最低金額を200点満点とし、これらの合計

l, 000点満点で評価を行った。

（選定委員会での主な意見と結果）

総合評価点が 1位である図書館流通センター・長谷工コミュニティ共
同事業体について、図書館の指定管理者としての豊富な経験を活かし

た、安定的な運営が期待できる。令和 2年の建替えによるリニューアル

オープン以降の利用増大を支える現指定管理者であり、現状認識を踏ま

えた、現行のサービスをベースにした新たな提案には、高い実現可能性

が感じられる。また、利用状況に応じ、人員の増員を予定している点も

評価できる。施設運営に当たっては、多様な利用者層を想定し、 「バー

チヤノレ香里ケE図書館」の構築やSNSの活用など、様々な情報技術を用い
た企画が提案されており、幅広い世代の利用が増えることが期待でき

る。みどりの広場の維持管理についても市と連携しながら柔軟に対応す

る姿勢が示されており、意欲が感じられた。

これらのことから、他の申請団体よりもすぐれており、指定候補者とし

て選定する旨の答申が提出された。

上記、選定委員会の答申に基づき、同年 10月20日に指定候補者を選定した。

408,075,000円 調査基準価格 346,863, 750円

提案指定管理料の額 事業計画に関 提案された指 総合評価点
する内容審査 定管理料の額

(A)+ (B) ｜順位(A) (8) 
(5ヶ年の合計額） 800点満点 200点満点 1, 000点満点

①｜枚方グリーンライフ｜｜ 
プロジェクト

396,990,000円 575.50 J点 200.00点 775. 50点 2 

図書館流通センター・長谷
②｜工コミュニテイ共同事業体

407, 748,000円 587. 50点 194. 58点 782.08点 1 

※「提案指定管理料の上限額」 「調査基準価格」 「提案指定管理料の額」には、消費税及び地方消費税を含む。
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評価結果【枚方市立香里ケ丘図書館圃香里ケ丘中央公園みどりの広場】

事業計画に関する内容審査配点800点

①経営方針

②指定管理者の指定を申請した理由

③経営の継続性・安定性

施設の経営方針iこ関する事項

①施設の現状に対する考え方及び将来展望

②施設運営に関するア）管理経費・管理体制の提案

イ）改善提案

ウ）事業提案

エ）利用者対応提案

3施設の管理に醸する事寝
,, 

有務！？？
, 

情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項

．緊急時における対叢に関する事項

緊急時における対策に関する事項

6そ（！）龍

その他

樽点合計（A) csoo点満点｝

指定管理料の額配点200点（1位の額を200点とする）

指定管理料の得点（B）【200-2()0×（提案額一世の額）／1伎の額】（200点満点）

0総合評価点

総合評価点（A+B)

順位

30 I 24.00 

30 I 15.00 

35 28.00 

550 ヌ416β0

40 32.00 

40 I 20.00 

215 I 172.00 

215 I 172.00 

40 I 20.00 

!42;50 

85 42.50 

20 10.00 

20 I 10.00 

30 I 24.00 

30 24.00 

20 16.00 

20 I 16.00 

800 t 575.50 

200.00 

2 

24.00 

24.00 

28.00 

42$:,00 

32.00 

32.00 

172.00 

172.00 

20.00 

10.00 

15.00 

15.00 

16il0 

16.00 

587.50 

194.58 
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0評価内容

＜申請団体1＞枚方グリーンライフプロジェクト
施設運営の豊富な経験から、安全・安心な管理運営が期待できる。また、構成団体それぞれの専門分野における
「まちづ、くりに関わるプロフエツショナル集団」として、本施設が『みどりの広場を含めた「憩いの場Jとしての図書館』と
なることを目指す、今後の方向性が示されている。
施設の現状を理解したうえで、図書館イベントのリアルタイムでの動画配信、レファレンスサービスの向上の提案の
ほか、子育て・高齢者支援の経験を有する職員の配置や利用者のニーズに応じた備品の貸し出しなど、利用者サー
ビス向上の取組みが提案されている。
図書館とみどりの広場の一体的な運営に関する部分では、みどりの広場を活かす自主事業の提案等、新しく魅力的
な提案が多数ある点が評価できる。また、地域性を重視する姿勢が窺え、地元企業の展示や、2週間ごとのテーマ展
示等も魅力的で、地域との連携から可能性が広がることも期待できる。
一方で、新たな提案をどのように実行し、効果をあげるのかといった分析が十分に説明されておらず、その実現性に
不安が残った。また、香里ケE図書館ならではの特色を引き出す具体策や、多種多様な利用者層を意識した手法の
異なる具体的な提案があればなお良かった。

＜申請団体2＞図書館流通センター園長谷工コミュニティ共同事業体
図書館の指定管理者としての豊富な経験を活かした、安定的な運営が期待できる。令和2年の建替えによるリ
ニューアルオープン以降の利用増大を支える現指定管理者であり、現状認識を踏まえた、現行のサービスをベースに
した新たな提案には、高い実現可能性が感じられる。また、利用状況に応じ、人員の増員を予定している点も評価で
きる。
施設運営に当たっては、多様な利用者層を想定し、「バーチヤル香里ケ丘図書館」の構築やSNSの活用など、様々
な情報技術を用いた企画が提案されており、幅広い世代の利用が増えることが期待できる。
みどりの広場の維持管理についても市と連携しながら柔軟に対応する姿勢が示されており、意欲が感じられた。これ
らのことから、他の団体よりも優れた内容であると評価する。
ただし、提案内容について、これまでの運営での課題や地域との関係性から得られたビジョンなどが感じられず、目
新しさに欠けるところがある。今後は、維持管理においてより一層の努力がなされるとともに、他の図書館にはない面
白い取り組みゃ、さらに図書館とみどりの広場の一括管理を活かした事業が展開されることを期待する。
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事業計画に関する確認事項一覧（枚方市立香里ケE図書館・香里ケE中央公園みどりの広場）

要求事項 確認事項

1.申請団体の経営方針等に関する事項

1.設立目的、経営実績、組織の状況及び運営方針の具体的な説明がなされているか。

2.育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律に規定さ
れる休業制度が確保されているか。

3.公正採用への対応として、大阪府公正採用選考人権啓発推進員設置要綱、又は大

①経営方針 阪労働局公正採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき、「公正採用選考人権啓発
推進員」を設置しているか。

4.障害者雇用促進法に基づき障害者の雇用義務がある事業主にあっては、法定雇用率
が達成されているか。（申請段階で未達成の場合は、本施設における雇用をはじめ、雇用
率が達成できるよう提案されているか。）

5.セク、ンュアル・ハラスメントやパワーハラスメントの防止対策について提案されている
か。

②指定管理者の指定を
6.申請した理由が、団体経営方針との関係、を踏まえ明確に示されているか。

申請した理由

7.国税、市税（市内に事業所を有する者）に係る徴収金を完納しているか。

③経営の継続性田安定性
8.財務状況の健全性、運営体制、同種施設の運営実績等から、施設の安定的な管理運
営を期することができるか。

2.施設の経営方針に関する事項

①施設の現状に対する 9.施設の設置目的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案されている
考え方及び将来展望 か。

10.提案上限額を下回り、かっ、適正な指定管理料が提案されているか。

②施設運営に関する
11.施設の利用の向上に関する計画が提案されているか。

ア）管理経費・管理体制
の提案 12.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理計画が提案さ

れているか。

13.業務繁忙時にも対応できるよう、施設に必要な従事者及び有資格者を適正に配置す
るとともに、利用者サービス向上、効率的・効果的な管理運営の観点、を踏まえた実施体制
等について提案されているか。

14.図書館の新規登録者を増やすための取組が提案されているか。

15.図書館の来館者を増やし、貸出冊数を増やすための取組みが提案されているか。

16.利用者サービス向上の観点から、設置目的等を踏まえた備品の貸出しなどのサービ
スが提案されているか。

イ）改善提案
17.施設・備品等について、図書館又は広場の魅力アッフ。のための具体的なアイデ、アが
提案されているか。

18.図書館2階多目的室の活用（空き時間の自学自習タイム等）について提案されている
か。

19.利用者の課題解決を支援するレファレンスサーピ、ス等について具体的なアイデアが
提案されているか。
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要求事項 確認事項

20.ウィズコロナの観点から、 SNS・動画配信サービス等を活用した事業が提案されている
か。

21.図書館1階香里ケEギャラリーの活用方法（展示作品募集・市民の作品展示コー
ナーなど）や備品購入等による整備について提案されているか。

22.香里ケ丘地区の拠点施設として、地域の活性化に資する事業が提案されているか。

ウ）事業提案 23.図書館と公園の機能連携を視野に入れた、図書館と広場との一体的な運営が提案さ
れているか。

24.図書館子ども読書活動推進計画の趣旨に沿った子ども向けの事業が具体的に提案
されているか。

25.一般成人を対象とした図書館読書振興事業が具体的に提案されているか。

26.ワィズコロナの観点から、電子図書館の利用を増やすための取組みが提案されてい
るカミ。

27.セルフモニタリング及び利用者等に対するアンケートの実施について提案されている
か。

28.利用者が安全に利用で、きるよう施設内で、発生するトラブノレへの対応方法等について
提案されているか。

工）利用者対応提案 29.利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案されているか。

30.利用者に対する接遇対応向上について研修計画などが提案されているか。

31.業務に従事する者が、人権について正しい認識を持って業務を遂行で、きるよう、人権
研修について、提案されているか。
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要求事項 確認事項

3.施設の管理に関する事項

32.関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理計画が提案さ
れているか。

33.建築設備全般に係る点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者への安全、快適
な環境が提案されているか。

34.施設内で生じた廃棄物の適切な一時保管、搬出、処理の提案がされているか。

35.備品管理に当たり、管理簿の整備及び責任所在について提案されているか。

36.環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、節電など省エネノレギー対策が具体
的に提案されているか。

37.業務仕様書の内容に従い、適正なWiFi環境が明確に示されているか。

38.業務に従事する者及び利用者の手指や備品の消毒、施設の換気等、感染症の拡大
防止策が提案されているか。

4情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項

39.枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報の公開に関
する対応が明確に示されているか。

40.枚方市個人情報保護条例の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する必要な措置
について明確に示されているか。

5.緊急時における対策に関する事項

41.緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアル作成等が提案されているか。

42.緊急事態発生時又は発生が予測される場合における常時連絡可能な体制・方策が
提案されているか。

43.構成員間（本支社間含む）、市との聞におけるリスク分担に対する考え方が明確に示
され、かっ考え方に対応した分担内容となっているか。

6開その他

44.利用者サービスを維持・向上させる具体的な取組みについて提案されているか。

45.施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画が提案されている
か。
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指定候補者選定の経過

令和4年7月9日

(2022年）

令和4年9月27日

(2022年）

令和4年10月17日

(2022年）

令和4年10月20日

(2022年）

枚方市立香里ケ丘図書館・みどりの広場教育委員会指定

管理者選定委員会への諮問

第 1目指定管理者選定委員会開催

管理運営状況、募集要項、基本仕様書の確認、指定管

理者選定基準及びプレゼンテーション実施方法につい

て審議

第2目指定管理者選定委員会開催

申請状況等の報告

事業計画書の提案内容についてのプレゼンテーション

実施

第3回指定管理者選定委員会開催

指定候補者についての審議

枚方市立香里ケ丘図書館・みどりの広場教育委員会指

定管理者選定委員会からの答申

指定候補者の選定

枚方市立香里ケ丘図書館・みどりの広場教育委員会指定管理者選定委員会の構成

（委員名は五十音順）

／／／  氏名（所属） 選出区分

会長 本多重夫（弁護士）

学識経験のある者

副会長 服部純子（税理士）

委員 加嶋章博（摂南大学理工学部建築学科教授）

委員
原田 隆史（同志社大学大学院総合政策科学研究

専門的知識を有する者
科教授）

委員
藤本真里（兵庫県立大学自然・環境科学研究所

教授）
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議案第87号

大阪府都市競艇企業団規約の変更に関する協議について

次のとおり大阪府都市競艇企業団規約の変更に関し、協議することにつき、地方自治法（昭和2

2年法律第67号）第29 0条の規定により議会の議決を求める。

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見 隆

提案理由 大阪府都市競艇企業団の名称変更に伴い、所要の整備を行うため。
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大阪府都市競艇企業団規約の一部を変更する規約

大阪府都市競艇企業団規約（昭和27年8月 11日許可）の一部を次のように変更する。

題名を次のように改める。

大阪府都市ボートレース企業団規約

第1条及び第2条中「大阪府都市競艇企業団」を「大阪府都市ボートレース企業団Jに改める。

附則

この規約は、令和5年4月1日から施行する。
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議案第87号参考資料

大阪府都市競艇全業団規約の一部を変更する規約について

変更部分の新旧対照表

新（変更後） ！日（現行）

大阪府都市ボートレース企業団規約 大阪府都市競艇企業団規約

（名称） （名称）

第 1条 この企業団は、大阪府都市ボートレース企業団という。 第 1条 この企業団は、大阪府都市競艇企業団という。
（企業団の事務） （企業団の事務）

第2条 大阪府都市ボートレース企業団（以下「企業団j という。） 第2条 大阪府都市競艇企業団（以下「企業団」という。）は、モー

は、モーターボート競走に関する事務を処理する。 ターボート競走に関する事務を処理する。

監旦1
この規約は、令和5年4月 1日から施行する由
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議案第88号

市道の廃止について

次の路線を廃止するにつき、道路法（昭和 27年法律第18 0号）第 10条第3項の規定により議会の議

決を求める。

令和4年（2 0 2 2年） 1 2月8日提出

（廃止－ 1 ) 

番号

① 

参考図面：

提案理由：

（廃止一 2)

番号

① 

参考図面：

提案理由：

枚方市長 伏見 隆

記

終点
重要な

路線名 起点
経過地

養父西町 養父西町
養父第2号線

877 9番地先 877 1番地先

別添図面（廃止 1 ）のとおり

養父西町地区において、既存の認定路線の起終点を変更し、道路網の再編を図るため。

路線名 起点 終点
重要な

経過地

家具町第1号線
長尾家具町1丁目 長尾家具町1丁目

1 14番地先 1 13番地先

別添図面（廃止－ 2）のとおり

長尾家具町1丁目地区において、既存の認定路娘の起終点を変更し、道路網の再編を

図るため。
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（廃止－ 3) 

終点
重要な

番号 路線名 起点
経過地

長尾冗町6丁目 長尾五町5丁目
① 長尾元町第66号線

3733 9番地先 3733 14番地先

参考図面： 別添図面（廃止 3）のとおり

提案理由． 長尾元町6丁呂、長尾元町5下目地区において、既存の認定路線の終点を変更し、道

路網の再編を図るため。

（廃止－ 4) 

終点
重要な

番号 路線名 起点
経過地

天之川町 禁野本町2丁目
① 禁野第2号線

1768 1番地先 1143 1番地先

参考図面． 別添図面（廃止 4）のとおり

提案理由： 天之川町、禁野本町2丁目地区において、既存の認定路線の終点を変更し、道路網の

（廃止－ 5) 

番号

① 

参考図面：

提案理由：

（廃止 6) 

番号

① 

② 

参考図面：

提案理由：

再編を図るため。

終点
重要な

路線名 起点
経過地

堂山3丁目 堂山 3丁目
堂山第 11号線

1355 20番地先 1355 13番地先

別添図面（廃止 5）のとおり

堂山3丁目地区において、既存の認定路線の終点を変更し、道路網の再編を図るため。

終点
重要な

路線名 起点
経過地

「間塚町 両塚町
高塚 1号線

247 1番地先 235 3番地先

両塚町 両塚町
高塚2号線

431 1番地先 460 1番地先

別添図面（廃止－ 6）のとおり

高塚町地区において、既存の認定路線の起終点を変更し、道路網の再編を図るため。
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（廃止－ 7) 

番号

① 

参考図面：

提案理由：

（廃止－ 8) 

番号

① 

参考図面：

提案理由：

（廃止－ 9) 

番号

① 

参考図面：

提案理由：

（廃止一 10)

番号

① 

終点
重要な

路線名 起点
経過地

桜丘町 桜丘町
桜丘第4号線

1888 1番地先 1889 16番地先

別添図面（廃止一 7) のとおり

桜丘町地区において、既存の認定路線の起終点を変更し、道路網の再編を図るため。

終点
重要な

路線名 起点
経過地

香里ケ丘 12丁目 香里ケ正 12丁目
香里ケfr54号線

3204-13番地先 3164-2番地先

別添図面（廃止－ 8）のとおり

香里ケ丘12丁目地区において、既存の認定路線の起終点を変更し、道路網の再編を図

るため。

終点
重要な

路線名 起点
経過地

I角田 1「目 角田 1丁目
高田 9号線

1443番地先 1298 2番地先

日IJ添図面（廃止－ 9）のとおり

高田 1丁目地区において、既存の認定路線の起点を変更し、道路網の再編を図るため。

終点
重要な

路線名 起点
経過地

東香里1丁目 東香呈1丁目
東香里43号線

2055 19番地先 2084 1番地先

② 東香里高田 1号線
東香里1丁目 高田 1r目

2043 20番地先 1536 1番地先

参考図面： 別添図面（廃止一 10）のとおり

提案理由： 東香里1丁目、高田 1丁目地区において、既存の認定路線の終点を変更し、道路網の

再編を図るため。
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議案第89号

市道の認定について

次の路線を認定するにつき、道路法（昭和27年法律第 18 0号）第8条第2項の規定により議会の議決

を求める。

（ 

令和4年（ 2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長 伏見 隆

百己

（認定一 1) 

終点
重要な還ま口 路線名 起点
経過地

田万

楠葉野田 1丁目 楠葉野田 1丁目
① 楠葉野田第 35号線

1064 1番地先 1064 11番地先

別添図面（認定 1 ）のとおり参考図面：

提案理由： 楠葉野田 1丁目地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。

（認定 2) 

番号

① 

参考図面：

提案理由：

重要な
路線名 起点 終点

経過地

牧野下島町 牧野下島町
牧野下島第5号線

163 5番地先 301 9番地先

別添図面（認定一 2）のとおり

牧野下島町地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。
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（認定 3) 
（ー

重要な
路線名 起点 終点

経過地
番号

養父冗町 養父西町
① 養父第2号線

877 22番地先 877 9番地先

養父冗町 養父元町
② 養父元町第 16号線

42 15番地先 43 ・17番地先

参考図面：

提案理由：

（認定 4) 

番号

① 

参考図面：

提案理由：

（認定一 5)

番号

別添図面（認定 3）のとおり

養父元町、養父西町地区において、路線の起終点を変更及び開発行為により築造した

道路を本市の帰属としたため。

終点
重要な

路線名 起点
経過地

養父東町 養父東町
養父東第 13号線

1404 10番地先 1404 13番地先

月日添図面（認定.4）のとおり

養父東町地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。

終点
重要な

路線名 起点
経過地

招提瓦町4丁目 招提冗町4了目
① 招提元町第 32号線

1688 1番地先 1688一7番地先

参考図面：

提案理由：

（認定 6) 

番号

自lj添図面（認定一 5）のとおり

招提元町4丁目地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。

終点
重要な

路線名 起点
経過地

招提中町lT目 招提中町 1丁目
① 招提中町第27号線

199 1番地先 191 10番地先

参考図面：

提案理由：

別添図面（認定.6）のとおり

招提中町1丁目地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。
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（認定→ 7)

終点
重要な

路線名 起点
経過地

番号

招提南町2丁目 招提南町2丁目
① 招提南町第 25号線

569-31番地先 569 28番地先

招提南町2丁目 招提南町2丁目
② 招提南町第 26号線

586-2番地先 584 11番地先

招提南町3丁目 招提南町3丁目
③ 招提南町第 27号線

706 3番地先 705 10番地先

参考図面： 別添図面（認定 7）のとおり

提案理由： 招提南町2丁目、招提南町3丁目地区において、開発行為等により築造した道路を本

市の帰属及び寄附採納としたため。

（認定一 8)

終点
重要な

番号 路線名 起点
経過地

長尾正町6丁目 長尾冗町6丁目
① 長尾元町第66号線

3733-9番地先 3735 3番地先

5:liJ添図面（認定 8）のとおり参考図面：

提案理由： 長尾元町6丁目地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。

（認定 9) 

終点
重要な

路線名 起点
経過地

番号

磯島北町 磯島北町
① 磯島北町第3号線

209 1番地先 209 1 1番地先

磯島北町 磯島北町
② 磯島北町第4号線

202 9番地先 202-18番地先

参考図面： 別添図面（認定－ 9）のとおり

提案理由： 磯島北町地区において、開発行為等により築造した道路を本市の帰属及び寄附採納と

したため。
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（認定 1 0) 

省三工当乙「て亡コア 路線名 起点 終点

天之川町 禁野木町2〕目
① 禁野第2号線

1768 1番地先 1200 1番地先

別添図面（認定一 10）のとおり参考図面：

提案理由： 天之川町、禁野本町2丁目地区において、路線の終点を変更したため。

（認定 1 1) 

番号 路線名 起点 終点

① 禁野本町第3号線
禁野本町2丁目 禁野本町2丁目

1134 3番地先 1142 1番地先

別添図面（認定一 11）のとおり参考国面：

提案理由： 禁野本町2丁目地区において、路線の起終点を変更したため

（認定－ 1 2) 

番号 路線名 起点 終点

堂山 3丁目 堂山 3丁目
① 堂山第 ll号線

1355 20番地先 1327 39番地先

須山町 堂山 3丁目
② 須山第24号線

1128 5番地先 1327 14番地先

参考図面： 5311添図面（認定 1 2）のとおり

重要な

経過地

重要な

経過地

重要な

経過地

提案理由： 堂山 3丁目、須山町地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属とした

ため。
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（認定 1 3) 

終点
重要な

路線名 起点
経過地

芝と口
田下王

① 岡山手7号線
岡山手町 岡山手町

333 4番地先 327 17番地先

岡山手町 岡山手町
② 岡山手8号線

327 22番地先 327 -25番地先

参考図面： 別添図面（認定一 13）のとおり

提案理由： 岡山手町地区において、開発行為等により築造した道路を本市の帰属及び寄附採納と

したため。

（認定 1 4) 

三雀工乙：，－－，：に71 

① 

参考図面－

提案理由：

終点
重要な

路線名 起点
経過地

大垣内町1丁目 大垣内町 1丁目
大垣内 11号線

113 5番地先 113-14番地先

別添図面（認定一 14）のとおり

大垣内町1丁目地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。

（認定 1 5) 

番号

① 

② 

③ 

参考図面：

提案理由：

重要な
路線名 起点 終点

経過地

岡山手町 両塚町
高塚1号線

246 1番地先 126 13番地先

高塚町 同塚町
高塚8号線

126 38番地先 126 34番地先

高塚町 間塚町
高塚9号線

213 14番地先 213 12番地先

75IJ;l:恭図面（認定 1 5）のとおり

岡山手町、高塚町地区において、路線の起終点を変更及び開発行為により築造した道

路を本市の帰属としたため。
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「

（認定 1 6) 

重要な
路線名 起点 終点

経過地
番号

田宮本町田宮本町
① 田宮本町7号線

355 9番地先 355 6番地先

山之上酉町 山之七西町
② 山之上西 21号線

448 15番地先 448 12番地先

山之上西町 山之上西町
③ 山之上西22号線

311 2番地先 311 26番地先

別添図面（認定一 16）のとおり参考図面：

提案理由： 田宮本町、山之上西町地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属とし

たため。

（認定一 17) 

重要な
路線名 起点 終点

経過地
番号

① 星正第44号線
星fr2丁目

497 10番地先

星丘2丁目

497 5番地先

星fr2丁目 星正2丁目
② 星正第45号線

3455 17番地先 3455 12番地先

③ 星E第 46号線
星fr4丁目

533 11番地先

星丘 4丁目

533 18番地先

参考図面： 別添図面（認定一 17）のとおり

提案理由： 星丘2丁目、星li4r白地区において、開発行為等により築造した道路を本市の帰属
及び寄附採納としたため。

（認定一 18) 

終点
重要な

路線名 起点
経過地

番号

村野本町 村野本町
① 村野本町第21号線

1087 -10番地先 1087-14番地先

別添図面（認定 1 8）のとおり参考図面：

提案理由： 村野本町地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。
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「

（認定一 19) 

重要な
路線名 起点 終点

経過地
番号

村野高見台桜丘町
① 桜丘第4号線

1887 10番地先 1877 6番地先

桜E町 桜丘町
② 桜E第9号線

893 11番地先 893 -5番地先

桜正町 桜正町
③ 桜正第 10号線

885 -6番地先 885 21番地先

桜丘町 桜丘町
④ 桜正第 11号線

1254一5番地先 1237 2番地先

桜正町 桜丘町
⑤ 桜正第 12号線

1276 1番地先 1252 11番地先

参考図面． 別添図面（認定 1 9）のとおり

提案理由： 桜丘町、村野高見台地区において、開発行為等により築造した道路を引継ぎ、また本

市の帰属及び寄附採納としたため。

（認定一 20) 

番号

① 

② 

参考図面：

提案理由：

終点
重要な

路線名 起点
経過地

大峰東町 大峰東町
大峰第9号線

3708 1番地先 3551 4番地先

大峰南町大峰南町
大峰第 10号線

312 7番地先 310 7番地先

別添図面（認定 2 0）のとおり

大峰東町、大峰南町地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属とした

ため。

（認定一 21) 

番号

① 

参考図面：

提案理由：

重要な
路線名 起点 終点

経過地

野村中町 野村中町
野村中町第 15号線

3466 12番地先 3466 9番地先

531J添図面（認定－ 2 1）のとおり

野村中町地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。
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（認定 2 2) 

重要な
路線名 起点 終点

経過地
番号

津田冗町 1丁目 津田冗町l了目
① 津田第 37号線

66 4番地先 66 8番地先

津田西町2丁目 津田西町2丁目
② 津田西町第8号線

161 1番地先 161 25番地先

参考図面： 別添図面（認定一 22）のとおり

提案理由： 津田元町1丁目、津田西町2丁目地区において、開発行為等により築造した道路を本

市の帰属及び寄附採納としたため。

（認定 2 3) 

終点
重要な

番号 路線名 起点
経過地

津田東町 1丁目 津田東町 1丁目
① 津田東町第 16号線

2887 1番地先 2867 26番地先

別添図面（認定一 23）のとおり参考図面：

提案理由： 津田東町1丁目地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。

（認定－ 2 4) 

終点
重要な

路線名 起点
経過地

官三工三Z「：.，.仁コゴ「

尊延寺3丁目 尊延寺3丁目
① 尊延寺第46号線

1610 16番地先 1610 9番地先

尊延寺3丁目 尊延寺3丁目
② 尊延寺第 47号線

1548 9番地先 1546 18番地先

尊延寺5丁目 尊延寺5丁目
③ 尊延寺第48号線

1467 7番地先 1467 6番地先

尊延寺5丁目 尊延寺5丁目
④ 尊延寺第49号線

1469 5番地先 1169 9番地先

参考図面： 別添図面（認定 2 4）のとおり

提案理由： 尊延寺3丁目、尊延寺5丁目地区において、開発行為等により築造した道路を本市の

帰属及び寄附採納としたため。
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（認定一 25) 

重要な
路線名 起点 終点

経過地
番号

伊加賀西町伊加賀西町
① 伊加賀西61号線

932 38番地先 932 38番地先

出口 2丁目 出口 2丁目
② 出口 65号線

905 7番地先 905 13番地先

参考図面： 別添図面（認定一 25）のとおり

提案理由： 伊加賀西町、出口 2丁目地区において、開発行為等により築造した道路を本市の帰属

及び寄附採納としたため。

（認定一 26) 

終点
重要な

番号 路線名 起点
経過地

出口 5丁目 出口 5丁目
① 出口 66号線

632 2番地先 638番地先

思iJ添図面（認定一 26）のとおり参考図面：

提案理由： 出口 5丁目地区において、開発行為等により築造した道路を寄附採納としたため。

（認定一 27) 

終点
重要な

番号 路線名 起点
経過地

北中振3丁目 北中振3丁目
① 北中振 38号線

321 8番地先 321 4番地先

別添図面（認定 2 7）のとおり参考図面：

提案理由： 北中振3丁目地区において、開発行為等により築造した道路を寄附採納としたため。
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（認定一 28) 

重要な
路線名 起点 終点

経過地
番号

走谷 1丁目 走谷 l了目
① 走谷 21号線

137 1番地先 1 2番地先

走谷 1丁目 走谷 1丁目
② 走谷 22号線

1014 8番地先 1014 -1番地先

別添図面（認定一 28）のとおり参考図面：

提案理由： 走谷1丁目地区において、開発行為等により築造した道路を引継ぎ、また本市の帰属

としたため。

（認定一 29) 

重要な
路線名 起点 終点

経過地
番号

北中振 I了目 北中振 1丁目
① 北中振 39号線

937 10番地先 941 5番地先

北中振 1丁目 北中振 1丁目
② 北中振40号線

1104 1番地先 1133一14番地先

参考図面： 別添図面（認定 2 9）のとおり

提案理由： 北中振1丁目地区において、開発行為等により築造した道路を本市の帰属及び寄附採

納としたため。

（認定 3 0) 

終点
重要な

番号 路線名 起点
経過地

東中振 1丁目 束中按 1丁目
① 東中振44号線

273-1番地先 273 1番地先

別添図面（認定 3 0）のとおり参考図面：

提案理由： 東中振1丁目地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。
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（認定一 31) 

終点
重要な

路操名 起点
経過地

番号

香里園山之手町 ｜香里園山之手町
① 香里園山之手 32号線

2067 32番地先 2067 27番地先

香車園桜木町 香里圏桜木町
② 香里園桜木6号線

2376 9番地先 2376 6番地先

香里園東之町 香里国東之町
③ 香里園東之町 12号線

2413 25番地先 2413 24番地先

香里園町 香里園町
④ 香里園 10号線

2509 14番地先 2509 35番地先

5:llj添図面（認定一 31）のとおり参考図面：

提案理由： 香里園山之手町、香里園桜木町、香里園東之町、香里園町地区において、開発行為等

により築造した道路を本市の帰属及び寄附採納としたため。

（認定 3 2) 

終点
重要な

番号 路線名 起点
経過地

香里ケ丘4f § 香里ケ丘 11丁目
① 香里ケ丘 54号線

6番地先 3164 2番地先

参考図面： 別添図面（認定一 32）のとおり

提案理由： 香里ケ丘4丁目、香里ケ丘11丁目地区において、開発行為により築造した道路を本市

の帰属としたため。

（認定 3 3) 

終点
重要な

路線名 起点
経過地

番号

香里ケE10丁目 香里ケE10丁目
① 香里ケE144号線

1 139番地先 1 137番地先

香里ケ丘 10丁目 香里ケ丘 10丁目
② 香里ケE145号線

l 95番地先 1 96番地先

香呈ケ丘 10丁目 香里ケE10丁目
③ 香里ケ丘 146号線

1 50番地先 1 125番地先

日lj添図面（認定一 33）のとおり参考図面：

提案理由： 香里ケJ:ilO丁目地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。
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（認定一 34) 

番号

① 

参考図面：

提案理由：

終点
重要な

路線名 起点
経過地

香里ケE 10丁目香里ケ正 10丁目
香里ケ丘 147号線

8 81番地先 8 67番地先

;isiJ添図面（認定 3 4）のとおり

香里ケ正10丁目地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。

（認定－ 3 5) 

番号

① 

参考図面：

提案理由：

終点
重要な

路線名 起点
経過地

東香里新町 東香里新町
東香里新町23号線

2637 5番地先 2637 4番地先

別添図面（認定 3 5）のとおり

東香里新町地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。

（認定一 36) 

番号

① 

② 

③ 

参考図面：

提案理由：

終点
重要な

路線名 起点
経過地

釈尊寺町 釈尊寺町
釈尊寺 19号線

4253 2番地先 4253 8番地先

茄子作2丁目 茄子作2丁目
茄子作 114号線

91 6番地先 91 11番地先

茄子作2丁目 茄子作2丁目
茄子作 115号線

91 23番地先 96番地先

別添図面（認定一 36）のとおり

釈尊寺町、茄子作2丁目地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属と

したため。
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（認定 3 7) 

重要な
路線名 起点 終点

経過地
番号

茄子作 1丁目 茄子作 1丁目
① 茄子作 116号線

4615 3番地先 4615-6番地先

茄子作3丁目 茄子作3丁目
② 茄子作 117号線

4673番地先 4675-3番地先

別添図面（認定一 37) のとおり参考図面：

提案理由： 茄子作1丁目、茄子作3丁目地区において、開発行為により築造した道路を寄附採納

としたため。

（認定 3 8) 

終点
重要な

番号 路線名 起点
経過地

茄子作東町 斑子作東町
① 茄子作東 17号線

2863 7番地先 2863 23番地先

別添図面（認定 3 8）のとおり参考図面：

提案理由： 茄子作東町地区において、開発行為により築造した道路を本市の帰属としたため。

（認定一 39) 

終点
重要な

路線名 起点
経過地

番号

高田 lf目 向田 1丁目
① 高田 9号線

1442 7番地先 1298 2番地先

両国 1丁目 高田 1丁目
② 向田 18号線

1443 3番地先 1423 10番地先

高田 1丁目 両田 1丁目
③ 高田 19号線

1523 12番地先 1523 2番地先

参考図面： 別添図面（認定一 39）のとおり

提案理由： 高田 1丁目地区において、開発行為等により築造した道路を本市の帰属及び寄附採納

としたため。
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（認定 4 0) 

重要な
路線名 起点 終点

経過地
番号

向田 1丁目 向田 1丁目
① 高田 20号線

1533 7番地先 1536 1番地先

東香里 1丁目 高田 1丁目
② 東香里高田 1号線

2055一19番地先 1528 3番地先

東香里 1丁目 東香里 1丁目
③ 東香里 67号線

2043 20番地先 2055 19番地先

参考図面： 531J添図面（認定 4 0）のとおり

提案理由： 高田 1丁目、東香里1丁目地区において、開発行為等により築造した道路を本市の帰

属としたため。
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認定一 7

主
要
地
方
道
枚
方

交
野
・
寝
屋
川
線

起点

終点

もい
j
一｝

g

- 8 

現認定路線

今回認定予定路線

正：J

雪刃廿コ
毘」、，,cc

長尾元町第32号線

富道調府道

今回認定予定路線語覇軍彊盟彊甥醐

国道 a府道

今回認定予定路線理盟盤盤血種盤盟副阻
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主要地方道京都 a守口線

語
一
一
一
現
一
回

道

一

今

市

口三士三コ

一 一

国道a府道

今回認定予定路線醐闘園闘圃

現認定路線

今回認定予定路線

国道・清道

10 

語
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町
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拙
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圃
禁
野
線

＼
＼
 

比年、ジ

rl一塁線

～～
 
一1
5
2
0号
線

雪刃宮中
ロ2」、ふζー

｜ 市道認定参考図

lζ〉ーや 1 起点

終点

御
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山
禁
野
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一「一
．幽量置

冨掴圃留酒

天
之
川
町
第
1
号
線

禁
野
第
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号
線

［ 一醐醐I 今回認定予定路線
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市道認定参考図

ごー－・ 起点

一－＋＇つ 終点

麹盟盟醐 理認定路線

ご三二二1 今回認定予定路線

菌道・府道揖圃軍圏

西国宮田宮本町1

ぐ~I~降山之上西7時

点f寵

下
＼ノ醐」

山之上西6号線

山之上西16号線

市道認定参考図

起点

終点

現認定路線

今回認定予定路線

一一三 国道・R守道
塑盟国圃圃・・・・・ 今回認定予定路線
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- 23 認定

争需品

ふ
え＼に
ぐ＼／ラ

／ん／／o

＼ヤミミ：＼ 刀

＼＼／γ 
，，＂＜－－と＼／ミ
＼；；／戸ヘ、1

; 市道認元参考図 つ

現認定路線

今回認定予定路線

国道307号

起点

終点

毒事

／「＼

＼量／

一
-24 

己一一一二一

書尊延寺第25号線

ち刊；も
'._j 

号玄16
oic，ム乙

現認定路線

今回認定予定路線

市道認定参考図

終点

国道潤府道

11:"""f"" f~ 

起点' しー~・ ! 

CD 

今回認定予定路線盟理窟圃彊彊麗醐

国道a府道

今回認定予定路線麹輯輯睡趨盟盟国
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置道‘府道

頚揚揚掲揚碩麺趨麗買 今宮認定予定路線

Cl) 

出口ヰ号線

市道認定参考図

ζ〉一一惨 起点

一－＞－＇.〆 終点

ヨ・・幽圃 現認定路線

…「 今回認定予定路線

圃圃置置 冨道・5守道
箇箇箇祖国圃富盛盟組 今回認定予定路線
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「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「
市道認定参考 fgj 1 
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m醐•！ 現認定路長表 ! 
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.... 

/~ 

時臨
出口北中振3号線

国道寓府道

今回認定予定路線額頭頚麗麗碩輯罵輔

走谷7号線

現認定路線

今回認定予定路線

考

一一一司一一一…
起点

終点

国道週j符道

今回認定予定路線曹圃圃圃圃圃圃・‘
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彊覇彊瞳覇碩揚置圏 今回認定予定路線

圏直圏輔副圃 今回認定予定路線

号刃や － QIL＼ん 29 

花北中振1号線

中振新香塁線占師

cb 

市道認定参考図

〈〉争 起点

ー～令ζ〉 終点

ヨ・・薗置 現認定路線

二三コ 今田認定予定路線

量瞳量圃 窟道周府道
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瞳醒睡睡盟 今回認定予定路線

cb 

盟盟輯盟盟 今回認定予定路線

認定一 31

》ご皇富山之手1号線
¥_J 0 

よJぷ
香里鼠桜木1号線開園晶、 バ＼

香里中央線

戸ず鞠G

市道認定参考図

c-

→ J 終点

廻血盟国掴 混認定路線

今回認定予定路線

、入／
香里霞2号線

（ 認定三

市道認定参考留

,c→「 起点

→口） 終点

i-1 現認定路線

l二 j 今回認定予定路線

r 国道冨府道
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道認定参考密

記点

一〈！ 終点

臨圏瞳l 現認定路線

亡二コ｜ 今回認定予定路線

号刃や
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現認定路線

今回認定予定路線

市道認定参考図
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主主因茄子イ乍ゴヒ1号線

国道欄府道

今回認定予定路線
E・・・・自由・・・
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-39 

高田8号線 (;'; 高田 10号線

市ドi,8 ~ 
ヘ丸 f 画 、＼ノ ハふ

ぐミミ、 パ／
え，~：：，／

高田7号線

音刃 E常
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置道・府道
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認定－ 40 j 
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＼心、J
／高田6号線

ベヨ一
起点

終点

現認定路線

今西認定予定路線

市道認定参考図

cb 

今回認定予定路線橿睡睡睡盟睡睡圏

窟道凶府道

一一二ニコ

. ，・..
今回認定予定路線掴醐瞳盟国
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議案第90号

固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について

次の者を本市固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、地方税法（昭和 25年法律第2

2 6号）第42 3条第3項の規定により議会の同意を求める。

令和4年（ 2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見 隆

記

1. 同意を求める者

住所

名氏

年月 日生
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議案第91号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

次の者を本市人権擁護委員候補者として推薦したいので、人権擁護委員法（昭和 24年法律第

1 3 9号）第6条第3項の規定により議会の意見を求める。

令和4年（ 2 0 2 2年） 1 2月8日提出

枚方市長伏見 隆

記

1. 意見を求める者

住所

氏名

年月 日生

住所

氏名

年月 日生

住所

氏名

年月 日生



_     __     __     _
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住所

氏名

住所

氏名

年月 日生

年月 日生
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